























うたう魔術師の自由学術リベラル・アーツ




彼女が廻した運命の輪











著者　群竹くれは

イラスト　椎名咲月















電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを加工、追加、削除しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



















　　目次



プロローグ

一章

二章

三章

四章

五章

六章

あとがき
































[image: ]










　ぷかぷかと浮かぶ羊のような雲は、穏おだやかに青い空を散歩している。私は足元に咲くシロツメクサを摘つみ集め、暖かな春の日ひ差ざしを満まん喫きつする。

　甘く青い香りを胸いっぱいに吸い込み、シロツメクサで花はな冠かんむりを編んでいく。見よう見まねで作った花冠は不ぶ格かつ好こうだったが、頭に載のせれば、それだけでつまらない普通の女の子がお姫様になれる、そんな気がした。私は得とく意いそうに花冠を戴いただいて、お姫様のようにスカートの端はしを持ち礼をする。

「あら、素す敵てきなティアラね」

　可か愛わいらしいお姫様に母は微笑ほほえむ。私は少し恥はずかしくなり誤ご魔ま化かすように笑い、照れ隠かくしにまたシロツメクサを摘み始めた。

「お母さんにもお姫様のティアラ作ってあげる！　ちょっと待っててね！」

　その言葉に母は美しく笑った。母の髪かみは美しく艶つややかに輝く栗くり色いろで、同じ髪色のはずなのに自分とはまるで違う。私はいくら櫛くしを入れてもボサボサの自分の髪を少しつまみ、母の髪と見み比くらべ少し悲しい溜ため息いきをついた。

　私も大きくなったら、お母さんのように綺き麗れいになれるのかしら？　とても不安だった。ほうきのような艶のないくすんだ土色の髪、芽吹きだした草のような頼りない緑の瞳ひとみ、丸いだけの赤いほっぺ。母は可愛いと言うけれど私はちっとも可愛くない。

　私はなるべく綺麗なシロツメクサを集め、母の美しい栗色の髪に相応ふさわしい花冠を作った。本当のお姫様のように綺麗で優しい母のために、金や宝石にも負けない美しいティアラを。

　懸けん命めいにシロツメクサを編む私の手元をのぞき込み、母は小さく笑うと洗せん濯たく物ものを取り込みだす。

　まだ日も高く風も穏やかだというのに。そう思い母を見上げると彼女は悪戯いたずらっぽく笑う。

「風の妖精たちが教えてくれたの、もうすぐ雨が降るわ」

　私は慌あわててシロツメクサを集めかごに入れる。母はゆっくり洗濯物を取り込み、二人で手をつないで家に入った。母がおやつの用意を始めると、窓の外は大きな風の音と共ににわかに暗くなり、あっという間に黒い雲が空を覆おおうとポツリポツリと大粒の雨粒が落ちてくる。お茶が沸わくころには、強い雨が降っていた。

　母は天気読みが得意だった。急な雨や嵐あらしは勿もち論ろんのこと、その冬にどれだけ雪が降るか、いつ初はつ霜しもが降りるか、そんなことも不ふ思し議ぎとよく当てた。

　湿度や気温の変化や風の強さ、そんなもので説明できるのかもしれない。それでも、小さかった私には母は魔法使いのように思えひたすら感心していた。

　母の淹いれた甘いハーブティーを飲みながら私はしみじみとつぶやく。

「お母さんって魔法使いみたい」

　私のつぶやきに母は困ったように少し笑い、私の頭を優しく撫なでた。

「……そうね。でもこれは内ない緒しよなの。小さな幸せのために使うちょっとしたプレゼント、大きなモノを欲しがって使っちゃダメ。大きなモノを欲しがって欲よく張ばると、とっても怖い魔法使いがさらいに来るわ」

　母の声は子供に聞かせるお伽とぎ話ばなしを語るには少し硬かたかった。

「もし、あなたにもプレゼントが届いたら、それは隠しておいてね。特別ステキなプレゼントだけど、それは悪い魔法使いを呼び寄せてしまうの」

　母の声はひどく暗い。

「いい？　悪い魔法使いが来たらちゃんと逃げてね。どんなに優しそうでも信じてはダメよ」

　真剣すぎる眼まな差ざしに私は少し怖くなり何度も頷うなずく。母はそれを見ると悲しげに笑い、もう一度私の頭を撫でた。

「……そうね、未来は一つじゃない。正しく望のぞめば善よき風があなたを守る……私のかわりに」

　母はそうつぶやいて私の髪を撫でる。優しい手は僅わずかに震ふるえ、母の顔は泣きだす前のように歪ゆがんでいた。




　けっきょくシロツメクサは母の花冠にするには足らず、翌春のシロツメクサが咲く前に母は儚はかなくなった。

　母の美しい髪にシロツメクサのティアラを飾かざることはなかった。
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　西洋ソロバンアバカスで四度目の検けん算ざんをし、自分が書いた数字に間ま違ちがいはないという残念な結けつ果かに、彼女は大きな溜ため息いきをついた。

　溜息をつくと幸福が逃げる、そんなことを司し祭さい様は言っていたが口から出るのは溜息とお決まりのセリフだけ。

「……お金が足りないよ……」

　卑いやしくも切ない独ひとり言ごとにもう一度溜息をつき、何度やっても黒字にはならない帳ちよう簿ぼの検算を念のためもう一度してみた。結果、支出は収入を悲しく上回り、ついついいろんな気持ちをこめて祭さい壇だんに飾かざられた銀製の燭しよく台だいを見つめてしまう。

　アレを売れば……ほんの少しだけ浮かんでしまった罰ばち当たりな誘ゆう惑わくを強く打ち消し、彼女はもう何度目かの溜息をつく。

　高き所に住まう聖なる御み魂たまに祈りを捧ささげ世に善ぜん行こうの光を広める神の家、トゥスネルダ教会。その慈じ悲ひと友愛の精神で営いとなまれる孤こ児じ院いん「トゥスネルダ子供の家」は今月も見事な赤字である。

　見習いシスターのエリカ・ブライアーズは眉み間けんに深く皺しわを寄せ、花も恥はじらう十七の乙おと女めとは思えぬ渋しぶい顔で今週の献こん立だてを再検けん討とうする。

　先週は製肉店の主人に追い払われる一歩手前まで粘ねばって値切り塩漬づけ肉を買ったが、それもあと残り僅わずか。育ち盛ざかりの子供が十人もいる食卓に、キャベツしか具の入っていないスープを出し続けるのも限界である。

　──前やったみたいに押し麦でスープのかさ増しするしかないのかなぁ……。

　麦でできたパンのおかずが麦のスープという恐おそろしいほど栄養の偏かたよったメニューは子供たちに大変不評だったが、このままではそのメニューの再登板も近い。

「……肉、肉、ニク……ソーセージって形が果くだ物ものっぽいわよね、木に生ならないものかしら？」

　不毛この上ない独り言をつぶやき、エリカは机に突っ伏した。

　三歳のときに父を、七歳の時に母を亡なくしたエリカの暮らす家は、ダドリー司祭が運営する善意で成り立つ孤児院である。

　いくらもない教会領の僅かな貢こう納のうと、教会に対するお布ふ施せを頼りに細々と運営されている孤児院は、清せい貧ひんを意識しなくとも否いや応おうなく慎つつましく、おまけに毎月火の車だ。

「ここは皆みなさんの善意によって成り立つ家。善意をねだり欲しがることは卑しいことです」

　そう言って背を伸のばすダドリー司祭の人柄は高こう潔けつで素す晴ばらしいが、金かね勘かん定じようにはとんと疎うとい。先月も貢納の一時的な減げん額がくに応じていた。困った時はお互い様、彼はそう言うけれど、こちらも今は「困った時」なのだ。

　今、世界は「開かい拓たく」に沸わいている。新しい海路、新しい土地、新しい産業、そして技術革新で生み出される新たな生活様よう式しきと価値観。世界中が新しい時代の熱い空気にのまれ、人々は浮き足立っている。

　その時代の熱気は、エリカの住む田舎いなか町まちシークスにも例外なく押し寄せてきた。

　なんの産業もない牧ぼく畜ちくと農業だけの停てい滞たいした僻へき地ちに見切りをつけ、若者たちはチャンスを夢見て故郷を捨て次々と都会に出ていってしまう。若者の流出は町にさらなる停滞と過か疎そを呼び、活気は失われ経済も滞とどこおる。

　町の過疎化は、寄付でほとんどを賄まかなっている教会の運営に直接大ダメージを与えた。年々少なくなる寄付と貢納。このままでは教会の土地を切り売りしなくてはならない、そんなところまで来ている。

　エリカは赤字続きの帳簿を見つめ、胸にかかるロザリオをそっと撫なでた。

　エリカには二つ夢がある。一つは、大好きな植物の研究をして身を立てること。もう一つは、正式なシスターになって恩おん人じんであるダドリー司祭を助け、この孤児院を運営すること、だ。

　大きな修しゆう道どう院いんに入り、シスターの修行をしながら修道院の学友会で薬草学を学ぶ。そんな夢を見ていたがそうも言っていられない。

　エリカを育ててくれた「トゥスネルダ子供の家」には早急に現金が必要だ。エリカがここにいて炊すい事じや洗せん濯たくをするよりも、都会に出て現金を作る、そちらの方が教会経営の確実な助けになる。

　すぐにでも都会に出て働き口を探す。そうは思っても二の足を踏ふんでいるのが現状だ。

　エリカはこの町から出たことがない。しかも、教会で育ってきた自分が少々「下界」の事情に疎いという自覚もある。ダドリー司祭も「箱入り」のエリカが町の外に働きに出ることを反対している。

「若い娘に都会は毒どくでしかない所です」

　そう言って眉まゆを顰ひそめた司祭の言葉に頷うなずいてはいたが、教会の財さい布ふ事情を考えれば「毒多き都会」に出る以外ないようにも思える。

　──司祭様が納なつ得とくするような働き口さえあればなぁ……。

　エリカは窓の外に広がる曇くもり空を見つめてみた。暗く厚い雲がかかる方角には、新世界に沸く華はなやぎの都、首都ガーデンベルグがある。

「……今夜は雨かしら？」

　誰だれに問うでもなく一人つぶやき、エリカは不評この上ない晩ばん餐さんのメイン「キャベツのスープ」作りに取りかかるべく腰を上げた。




「えぇ～～～!?　またキャベツだけのスープなの」

　騒さわぐデニスにエリカは青あお筋すじを立てる。

「よく見てみなさいよ、ちゃんとお肉入ってるわ！」

　申し訳程度に浮かんだ肉の欠片かけらに鍋なべをのぞいていた子供たちが不満を叫さけぶ。

「もっとちゃんとしたお肉食べたーい！」

「ボクは感謝祭に食べたミートパイ食べたいよー」

「アタシ、レーズンとナッツが入ったプディング！」

　騒ぎだした子供たちにエリカは声を張り上げる。

「はい、騒がないの！　早く手を洗って席に着きなさい！　司祭様が来たらお祈りして食事にするわよ!!」

「は～い」と口を揃そろえて返事をし、手洗い場に走っていった。子供たちの背中を見送り、エリカは肩を落とした。

「はぁぁぁ～～～～～っ、……そりゃそうよね、キャベツオンリーだもんね」

　言っても仕方のない愚ぐ痴ちをつぶやき、固いライ麦パンを切っていく。今日の献立は、ライ麦パンとザワークラウト、申し訳程度のヒヨコマメとキャベツの煮に込こみ、キャベツのスープというキャベツ愛に満ちたものだ。

　エリカが溜息をつきながらパンを切っていると、ダドリー司祭が村の会合から帰ってきた。

　小こ雨さめに濡ぬれた外がい套とうを震ふるえながら脱ぬぐ老司祭にエリカは慌あわてて駆かけ寄ると、外套を受け取りタオルとカーディガンを渡す。

「お帰りなさいませ、司祭様。あの……どうでしたか？」

　心配そうなエリカの問いかけに、ダドリー司祭は少しだけ困ったような顔をしてから微笑ほほえんだ。

「……ガウアーさんもずっと息子むすこさんのことを心配していらっしゃった。一いつ緒しよに暮らせるのは喜ばしいことです。ガウアーの再出発を祝福してあげましょう。……新しいお隣となりさんはまだ決まりませんが、どなたが来ても私たちは快こころよくお迎むかえするだけです」

　ダドリー司祭の答えにエリカは肩を落とし、小さな声で「はい」と頷いた。

　ずっとこの土地に暮らしていた牧場経営者のガウアーは高齢のため、牧場の切り盛りが難むずかしくなってきていた。

　肝かん心じんの息子は都会で職に就つき、帰って牧場を継つぐ意志はないそうだ。ガウアーは年々縮小していた牧場をついにたたみ、都会に住む息子夫婦と暮らすことを決めた。

　町でも有数の広さを持つ牧場の売却先と、売却先が決まるまでの管理という難しい案件を話し合う会合にダドリー司祭は調ちよう停てい役やくとして出席していたのだ。

　大きな牧場を買い取る余よ力りよくがある者は、もうこの町にはいない。それどころか、牧場の管理をする人手すら探すのが難しい。牧場は管理されなければすぐに荒あれ地ちになってしまう。荒地になれば、その土地を再活用するのは難しくなるばかりだ。

「本当は、この町でアイツの墓はかを守りながら最後まで暮らしたいんですがねぇ……」

　そう言って昨年亡くなった奥さんの真新しい墓に花を供そなえるガウアーは、涙ぐんでいた。

　ガウアーさんもこの町に残り、最愛の奥さんと過ごした思い出の詰まった牧場を続けたいと思っている。調停が難なん航こうすれば、責任感の強いガウアーさんはこの町を出ることを思い直してくれるかもしれない。

　そんなエリカの甘い期待は脆もろくも崩くずれていく。

　エリカは沈んだ顔で小さく息をつく。また、この町から人が減ってしまう。

　信心深かったガウアーは教会運営にも協力的で、ミサの手伝いや修しゆう繕ぜんにもよく参加していた。大きな牧場が一つ放棄され、教会のよき理解者がこの町を去ることは、町にとってもエリカたちにとっても大だい打だ撃げきだった。

　今夜食卓を飾るキャベツたちもガウアーからの善意の差し入れだ。

「……卑しいことかもしれませんが……困りましたね」

　暗い声で吐き出されたエリカの率そつ直ちよくな意見にダドリー司祭は少し苦く笑い、しかし頷いた。

「……本当に、弱ったことです」

　外の雨音は次第に強くなっていく。その雨音を打ち消すように、食堂では子供たちの「お腹すいた！」の大合唱が始まった。

「さぁ、子供たちも待てないようですよ？　行きましょう！」

　穏おだやかに笑うダドリー司祭に頷き、エリカは急いで残りのライ麦パンを切り分け食堂に運ぶ。雨足はどんどん強くなる。夜半過ぎには嵐あらしになりそうだ。
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　深夜近く、激はげしい雨の中一台の馬車が郊こう外がいを目指し走る。

　悪路に揺ゆれる馬車の中、艶つややかなブルネットの前髪をかき上げ、女は紅あかく濡れた唇くちびるを妖よう艶えんに歪ゆがませる。

「こんな雨にもかかわらず、御ご執しゆう心しんなことですね。……あんまり必死な男は嫌われますよ？」

　色気のあるハスキーな声に、男は整った口元を三日月の形に持ち上げる。

「バカ言え。こんな嵐の中逢あいに行くから、そこに『愛』が生まれるんだよ。人はより大きな困こん難なんを踏み越えてきた者に信頼を感じる」

　自信満々な男の言葉に女は笑い、白い指先を唇に当てる。

「まぁ、ステキ！　……生まれるものが『疑ぎ惑わく』でないことを私もお祈りしますね？」

　からかうような女の言葉に男は眉を僅かに歪め窓の外の雨を見た。

「……我われらが女神は、これからの嵐も予見されている事だろうね」

　窓ガラスを叩たたく雨を見つめつぶやかれた低い声に、女は微笑み声を潜ひそめささやく。

「えぇ、そうであることを願います」

　強くなる雨足に馬は白い息をあげ走る。王都から流れる黒く厚い雲は、穏やかなシークスの地に冷たい雨を運び込む。黒い雲に隠された夜空に浮かぶ三日月は、初しよ秋しゆうの冷たい雨風に震えていた。




　遠方より訪おとずれた彼が彼女にとっての「福ふく音いんの使者」であったのか「災さい厄やくの運び屋」だったのか、後になっても彼女には判断がつかなかった。

　彼も彼女との出会いによって自分の運命にもたらされた大小の波が、「春を待つ喜びを知るための高こう尚しような苦悩」なのか「肉を目の前にして『待て』を命じられた哀あわれな犬の気持ちを理解するための馬ば鹿か馬鹿しい修行」なのか、どちらであったのか判別できないでいた。
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　朝になっても止やむ様子のない大粒の雨にエリカは肩を落とし、炊すい事じ場ばで今日の洗濯物の対たい策さくに頭を悩ませていた。

　子供たちが学校から帰ってくるまでに干ほしてしまいたいが、今日中に乾かわくことはないだろう。大きな物は明日に持ち越すべきか？　そう考え込んでいると、聖堂の呼び鈴りんが鳴らされる。

　今日もダドリー司祭はガウアーの牧場についての話し合いのため不在だ。外出を躊躇ためらうような強い雨の日に教会を訪れるなんて告こつ解かいの可能性が高い。しかしまだ見習いシスターのエリカには告解の対応はできない。

　少し迷ったが、エリカは元気よく返事をすると急ぎ聖堂に向かう。ダドリー司祭が「嘆なげかわしい」と眉を顰めるような振ふる舞まいだったが、待たせるのも忍しのびない。少々はしたなく灰色の修道服の裾すそを膝ひざ下したまで持ち上げ、エリカは駆けていった。

「ごめんなさい！　お待たせしました」

　エリカはいつものように元気よく聖堂の扉とびらを開ける。すると、そこには見知らぬ訪ほう問もん客が立っていた。

　訪問客は二人。驚おどろくほどに麗うるわしい若い男女の二人組に、エリカは思わず息を吞のんだ。

　上品な仕立ての黒いインバネスの背の高い男性は、キラキラと輝く黄金の髪、秀しゆう麗れいな眉の下にある瞳は少し切れ長で矢車菊コーンフラワーのような青あお紫むらさき。細く通った鼻び梁りようと上品に整えられた薄うすい唇。

　すべてのパーツが奇跡的な配置で載のせられた白い顔は、優しく微笑んでいた。

　王子様のような彼の隣に寄り添そうスラリと背の高い女性は、ダークブラウンのなめらかな髪を綺麗にまとめ、けむる様な長い睫まつ毛げに縁ふちどられた緑の瞳はどこか色っぽく、赤く塗られた唇はドキリとするほど艶つやめかしい。華やぎを抑えた渋い茶色のコートを美しく着こなし、まるで舞台女優のようだ。

「鄙ひなには稀まれな」そんなレベルではない二人の美しさに、エリカは少しの間息を止め見み惚とれてしまった。
















　彼らは美しい、そう思うとエリカは急に自分のみすぼらしさに気付き、とても恥ずかしくなって俯うつむき、くたびれたスカートの生き地じをぎゅっと握にぎりしめた。

　まるでお伽とぎ話ばなしに出てくるような彼は俯いてしまったエリカに対し優ゆう雅がに礼をとる。

「こんにちは、可愛らしいシスターさん、綺麗な足が見えているよ？」

　彼の澱よどみのない声にエリカは慌ててスカートの裾を下ろした。恥ずかしさに自分でも判わかるくらいに顔が真っ赤になったが、どうにか気持ちを立て直し、改めて挨あい拶さつをする。

「いらっしゃいませ、神の家トゥスネルダ教会へようこそ。今日はどのようなご用件でしょうか？」

「淑しゆく女じよらしく！」ダドリー司祭の言葉に従したがい丁てい寧ねいに挨拶をすると、彼は「これはこれは……」と小さく「嗤わらった」。

　クスリと笑った男の声に僅かに交まじった「侮ぶ辱じよく」を感じ取り、エリカは少しムッとしながら顔を上げると、エリカが感じた負の感情など勘かん違ちがいであったように、彼は涼やかな笑顔のまま用件を告げた。

「君がエリカ・ブライアーズ嬢じようかな？　実は、エリカさんがモンタール修道院の学友会に提出した論文についてお尋たずねしたいことがあってね」

　エリカは彼の口から出た「論文」という単語に驚き、目を見開いた。

　エリカは以前、修道会に植物の研究論文を送っていた。

「あの論文に我々は強い興味を持ちましてね。エリカさんの研究をサポートしたく、ここに来たのだが……」

　彼はそこまで言うと驚き顔のエリカにニコリと笑う。

「中に入れていただけないかな？　エリカさんとお話ししたいこともたくさんある」

　ようやくエリカは彼が雨に濡れた黒いインバネスのままなことに気づき、慌てて彼らを聖堂の中に入れ、タオルと熱いお茶の準じゆん備びに取りかかった。

　湯を沸かしてカップを温め、何か茶請うけになるものはないかと棚たなを漁あさり、かろうじて見つけたローズマリーのクッキーを皿に載せなんとか体てい裁さいを整える。

　今度は静しず々しずと扉を開け、聖堂横の応接室に通した二人の前にエリカは慎しん重ちようにティーセットを並べた。

　先ほどの随ずい分ぶんとはしたない対応を恥じ、エリカはできるだけ「淑女らしく」振る舞った。

「改めまして、ようこそいらっしゃいました。私はこちらでシスターの見習いをしているエリカ・ブライアーズと申します」

　細心の注意を払い、ゆっくりと優雅に礼をとる。緊張で頰ほおも強こわ張ばっていたが、エリカは笑顔を作った。

　硬い笑顔にしかならないエリカの心しん境きようを知ってか知らずか、彼はさっと立ち上がり人好きする優しい微笑で挨拶を返した。

「これはご丁寧に。申し遅れました、私の名はアシュリー・ゲティングズ、一応ゲティングズ子し爵しやく家の当主を務つとめております。こちらは私の秘書のエヴァです」

　アシュリー・ゲティングズと名乗る紳しん士しと美しい秘書エヴァは、硬い表情のエリカに自己紹介をする。エリカとは比べ物にならない本物の優雅さで礼を取ると、ゲティングズ氏はさっと手を差し出し、エリカに握あく手しゆを求めた。

　差し出された手首には、金色に輝くカフスボタンが飾られている。エリカがまごつきながらも手を差し出すと、彼はそのまま流れるような動きでエリカの手をとり、甲こうにキスをした。

「どうぞよろしくお見知りおきを……」

　チラリと自分を見上げる青紫の目が魅み惑わく的てきな三日月の形になる。

　突とつ然ぜんのことにエリカは爆発しそうなほど驚いて、悲鳴を上げそうになった。美しい男の人に手を握られ、挙あげ句くお姫様のように手の甲にキスをされ微笑みかけられるなどエリカの生しよう涯がいには起こったことのない大だい椿ちん事じだ。

「は、は、は、は、は、は……は、イ、コチラコソヨロシク、デス……」

　エリカは驚きの冷や汗を額ひたいに浮かべ、なんとか「淑女らしく」返事をした。

　平常心を取り戻そうとエリカは引きつる笑顔で席に着き、緊張で渇いた喉のどを潤うるおすため、紅茶を一口飲んだ。

「～～～あづッ！」

　まだ熱い紅茶に思わず涙目になると、ゲディングズ氏はクスクスと楽しそうに笑い、「やりすぎ」とエヴァ嬢が眉を顰め小さくつぶやいた。




「私はガーデンベルグで貿ぼう易えき会社を経営しておりましてね」

　紅茶で火傷やけどした舌したと自分の失態に少し落ちこみながら、エリカはゲティングズ氏の話を聞く。

「仕事で薬草を取り扱っている関係上、教会の学友会に提出される薬理に関する論文にも目を通しているのですが、地方修道会の佳か作さく論文の中でエリカさんの苔こけに関する論文を見つけたのです」

　そこまで話すとゲティングズ氏は紅茶を一口飲み、微笑んだ。

「あれはなかなか興味深い内容ですね。苔の分類から薬やつ効こうについての考こう察さつ、果ては『非常用の食料』という大変斬ざん新しんな観点、しかもその苔のスープのレシピまでまとめられていて、他の薬草学の論文とは一線を画かくしていた。……あの論文に私は貴方あなたの非ひ凡ぼんな才を感じましたよ！」

　大げさなほど絶賛するゲティングズ氏の弁に、エリカは顔を赤くして俯く。

　苔の論文、それはエリカの中ではすでに「黒歴史」となったいわくつきの代しろ物ものだった。

　薬草としての苔の効こう用ようと生態について以前から研究していたエリカは、学友会に送る試験用の論文のテーマに「苔の薬効」を選んだ。少しずつ苔を調べるうちに、森にたくさん生えている苔を眺ながめ「これが食べられるなら、かなりお財布に優しい」という妙みような考えが生まれてしまったのだ。

　食用の苔というものも存在するが、あまり一般的ではない。理由は簡単、美お味いしいものではないからだ。いや、はっきり言って、まずい。

　そこでエリカは美味しく食べられる調理方法を日々研究し、工く夫ふうに工夫を重ね、ついにオリジナルレシピ編み出すに至いたった。高こう揚よう感かんと満足感で興こう奮ふんした頭でそれを論文にも書いてしまったのだ。

　大変な充じゆう実じつ感かんに浸りつつ論文を郵送し、ふと正気に戻る。あくまでも論文は「薬草としての苔の研究」が目的であり、間違っても「苔の調理法の研究」ではない。エリカがようやく青あお褪ざめた時には、すでに論文は修道会に届いたころだった。

　落ち込むエリカに追い討うちをかけたのは嬉うれしそうな表情のダドリー司祭の言葉だった。

「あぁ、やっとあのヌメヌメした苔のスープから解放されるのですね！」

「もう、グロスープは終わりだって！」

「やった──っ!!」

「よかった～～～！」

　司祭の心底安あん堵どした顔と、子供たちの歓かん喜きの声。

「何よっ！　あの苔のヌメヌメは保水成分で免めん疫えき機能を高めるのに効果があって──」

　エリカの主張は喜びの声にかき消され、それ以来苔のスープのレシピは封印されている。

　そんな経けい緯いがある苔の研究論文（別名、苔のスープの美味しい作り方）を絶ぜつ賛さんされると、エリカは喜びよりも羞しゆう恥ちを覚える。

「いえ、あの論文は……少々不本意というか……今からでも書き直したいと思っておりまして……」

　居た堪たまれなくエリカが俯いたまま言うと、ゲティングズ氏は何を勘違いしたのか賛さん辞じを重ねる。

「そんなに謙けん遜そんしなくともいいのですよ。あの論文は素晴らしい！　もっと自信を持ってください」

　ゲティングズ氏は力強くそう言うと席を立ち、エリカの真横の席に移動する。突然の行動にエリカは少し驚いて思わず怪け訝げんな顔をしてしまったが、彼は気にした様子もなくエリカの目を見て小さく笑った。

「エリカさん、貴方には才能がある、私にはそれがわかります。その才能をみすみす埋うもれさせておくのは非常に惜おしい。……どうですエリカさん、ガーデンベルグで薬草を研究して私の事業の手助けをしていただけませんか？」

　思ってもいなかった話の展開にエリカは口をぽかんと開けて彼の顔を見る。

「……私が、ガーデンベルグで、薬草の研究？」

　呆ほうけた声で聞き直すと、ゲティングズ氏は頷く。

「えぇ、私の会社の研究員としてその薬草学の才を活いかしていただきたいのです。賃ちん金ぎんは勿もち論ろんのこと、住居などの生活に関するすべてはこちらでご用意します。何か希望がありましたら仰おつしやってください、なるべく沿えるように努力します。……どうでしょう、是ぜ非ひ考えてはいただけませんか？」

　ニコニコと笑うゲティングズ氏の綺麗な顔を見つめ、エリカは突然すぎるお誘さそいを理解しようと脳内で会議をする。

　──待って、待って、ちょっとよく判んないけど、これって「ヘッドハンティング」とか「引き抜き」とか、そういうのなの？　いや、私は別に教会の学友会の正式会員でも研究員でもないから、引き抜きではないわよね？　何て言うのかしらこの場合？　招待？　スカウトが正解なのかしら？　いや、そんなことはどうでもいいのよ！　私が王都で研究員、しかもお給料までいただける。それもあの論文がきっかけって……素す直なおに喜べないよ。そもそもこんな美味しい話、本当なの？　でもこれって本当ならチャンスなんじゃない？　やりたかった薬草の研究ができて、お金が稼かせげればこの孤児院にも送金できて……私の願いが一気に叶かなうんじゃないの!?　いや、でも、今私がここを出たら食事とか子供の世話とか……ただでさえ教会の修繕もあって人手が足りないのに、外そと壁かべのヒビも屋や根ねの雨漏もりもまだ手つかずで！　でも、お金は今すぐ必要！　お金があれば、何とかできる！　お金！　それと肉！　それから屋根！　その順番で考えて……。

「それならば私がこの教会に定てい期き的てきに寄付金を出しますから、人を雇やとってはどうでしょう？　修繕も必要な額がくを言っていただければご用意しますよ？　支し度たく金きんもお渡ししますから、肉はそちらで……」

　ゲティングズ氏の太っ腹な申し出に思わずエリカも笑顔になる。

「えぇ、それならば安心です、って……私、しゃべってましたか？」

　赤くなり青くなりまた赤くなるエリカにゲティングズ氏は笑いを堪えながら頷いた。

「えぇ、かなりはっきり大きな独り言を仰ってましたよ？」

　恥ずかしさで死ねる、そんな気持ちでエリカは耳まで真っ赤にして俯くと、ゲティングズ氏は耐えられなかったのか吹き出し声を上げ笑った。

「あぁ、君はとっても面白くて可愛い子だね……気に入ったよ」

　彼の口くち端はしが僅かに上がる。エリカは恥ずかしさで俯いていたので彼の「その微笑み」を見てはいなかった。




　落ち着け、落ち着け！　エリカは自分に言い聞かせ、紅茶を飲む。今度は温度を確かめ少しずつ飲み下した。

　紅茶で少しだけ落ち着いたエリカはグッと顔を上げ、横に座るゲティングズ氏の顔を見る。心なしか先ほどよりも物ぶつ理り的てきな距きよ離りが近い気がして、椅い子すを横にずらし少しだけ間を取った。

　コホンと一つ咳せき払ばらいをし、エリカは口を開く。

「まず、論文を評価してくださってありがとうございます。お誘いまでいただいて、本当に身に余あまる光栄です。……しかし、私はこの教会に見習いとは言えシスターとして在ざい籍せきしております。情としても礼儀としても、こちらの主しゆ管かん司祭であるダドリー司祭にお伺うかがいを立ててからでないとお返事はできません」

　エリカは動どう揺ようを隠すように平へい坦たんな声を心がけた。

　清貧を尊たつとぶシスターとして、金銭に惑まどわされるような態度をとってはいけない。エリカが胸を張り答えると、ゲティングズ氏はクスリと笑った。

「いえいえ、仰るとおりです。まだうら若いエリカさんの将来に関することを後見人である司祭様にお伺いを立てるのは当然です。私の気が逸はやって急せかしてしまったようですね、不調法ほうで申し訳ない」

　ゲティングズ氏はしおらしく頭を下げる。

　美しい紳士に頭を下げられエリカがドギマギしていると、ゲティングズ氏は顔を上げエリカの目を見てひどく優しく微笑んだ。

「司祭様にご意見はいただくとして、……どうでしょう、エリカさんのお気持ちは？」

　ゲティングズ氏の問いにエリカの肩がびくりと震える。

「あの論文からは、エリカさんの植物に対する並々ならぬ愛を感じました。……エリカさんは薬草学がお好きなんですよね？」

「……は、はい、勿論。好きだからこそ、研究のテーマにしています」

　エリカがそう答えると、彼は嬉しそうに笑った。

「えぇ、そうでしょうとも！　あなたは薬草学に情熱を注そそいでいて、その研究をしたいと思っている」

　ゲティングズ氏の言葉にエリカは頷く。

「えぇ、はい。私の夢は薬草学で身を立てることなので……研究は続けたいです」

　エリカが肯こう定ていすると彼の笑みは深くなる。

「それでは研究を続けるためには、やはり設せつ備びや資料も整った場所の方がいいとは思いませんか？」

　エリカはまた肯定する。

「はい、勿論そうですね。研究のしやすい環境は必要だと思います」

　エリカが肯定するたびゲティングズ氏は少しずつエリカに近づき、はじめは隣の席程度に離れていたのに、今は椅子がくっつきそうなほど近づいている。

「では、こちらの教会や地方の修道院と、博はく物ぶつ資料館や王立図書館のある学がく術じゆつの中心たる王都ガーデンベルグ、どちらがより研究に向いているでしょう？　私は断だん然ぜんガーデンベルグだと思いますが、エリカさんはどうお考えですか？」

　ゲティングズ氏の質問は肯定以外の答えがないような質問ばかりだ。エリカは条件反はん射しやのようにまたも「肯定」した。

「えぇ、私もそう思います。やはり、資料の量を考えてもガーデンベルグは研究に向いた場所ですね」

　エリカの答えにゲティングズ氏の目はギラリと光る。

「そうでしょうとも！　エリカさんは薬草学が好きで、その研究を続けたくて、その研究を続けるにはガーデンベルグが最さい適てきな場所です。……エリカさんは、大好きな薬草学のためにガーデンベルグに行きたいですよね？」

　ゲティングズ氏の低く流れる甘く心地ここちよい声にエリカは「思わず」頷いた。

「えぇ、私はガーデンベルグに行きたいです」

　エリカの答えにゲティングズ氏の口端が上がる。

「わかりますとも！　エリカさんもガーデンベルグに行きたい、そう思ってくださっているのならば私がお手伝いしますよ。貴方の願いを叶えるために私からも司祭様にお願いしますね！」

　ゲティングズ氏はエリカの手を握り、嬉しそうに微笑んだ。

「何も心配せず、このアシュリー・ゲティングズにお任せください。必ず私がエリカさんをガーデンベルグにお連れします！」

　──あ、あれ？　私って王都に行きたかったんだっけ？

　エリカは少し首を傾げる。いつの間にかエリカはガーデンベルグに行きたいことになっていた。

「……よ、よろしく、お願いします？？？？」

　腑ふに落ちないが、エリカはゲティングズ氏に頭を下げ王都行きの助力を頼んだ。




　その後、ゲティングズ氏からエリカの待たい遇ぐうなどについて説明を受けた。

「エリカさんは客員研究員という形で、ウチの会社で取り扱いのある薬草や、新薬になりそうな植物の基き礎そ研究をしていただきたい。まぁ、一いち応おうの名目は作っておきますが基本エリカさんのしたい研究をやっていただければ結構ですよ。基本給は毎月五百フロウ、成せい果かに応じてボーナスを支し給きゆう」

　月に五百フロウなんて……。あまりの待遇のよさにエリカはゴクリと喉を鳴らす。

　一般的なお父さんが頑がん張ばって働いて奥さんと子供二人を養やしなう、その一ヶ月の稼ぎがおおよそ三百フロウ。それを鑑かんがみてもかなりの高給だ。

「王都の暮らしに慣れるまでは私の屋や敷しきで生活を。使用人もいますから炊事洗濯などの憂うれいなく研究に専せん念ねんできますよ？　勿論無料で構いません」

　破は格かくとはこういう場合を言うのだ。エリカはそう思いながら頭の中でアバカスを弾はじく。ゲティングズ氏の言うとおりの条件ならば、給料のほとんどを使わずに王都で生活できる。しかも物価が高いと聞く都会の暮らしでも仕送りは余よ裕ゆうだ。

　美しく微笑むゲティングズ氏に後光が差して見えてきた。エリカはシスターらしく落ち着いた表情を保たもとうと努力していたが、口元はピクピクと動き、頰は上気していく。

「何かご不満なことや不明な点は？」

　ゲティングズ氏の天使のように慈悲深い微笑みにエリカは首を横に振る。

　欲というものは恐ろしい。その事をエリカは後々思い知ることになる。

　ゲティングズ氏は説明が終わると、少し興奮した様子のエリカにニコリと笑い人差し指を上げた。

「それではエリカさん、私の会社の従じゆう業ぎよう員いんになるという契けい約やくを交わしましょう。エヴァ、例のものを」

「はい、かしこまりました」

　それまで空気のように気配を消していた美しい秘書が返事をし、持っていた黒くろ革かわの鞄かばんから書類を取り出した。音もなく机の上に乗せられた書類は「労働規き約やくに関する契約」と銘めい打うったひどく細かい字で書かれた契約書だった。

　エリカがじっくり読もうと目を凝こらすと、ゲティングズ氏はさっと万年筆を取り出し契約書の一番下にある空くう欄らんに自分のサインを流れるように書き込み、まだ空いている空欄を指し示しめし微笑んだ。

「さぁ、エリカさんもこちらにサインを」

　ゲティングズ氏は柔にゆう和わな表情でエリカに黒光りする万年筆を差し出し、なおも微笑む。

「えっ？　……でも、司祭様にお伺いしてから……」

　エリカは戸と惑まどいながらゲティングズ氏を見ると、彼は笑みを深め答えた。

「もう、私はサインをしてしまいましたよ？」

　彼がサインしたからといって自分がサインをしなければならない道理はない。そうわかってはいても、エリカは意味のわからぬ罪ざい悪あく感かんとプレッシャーを感じ、今すぐサインをしなければならない気がしてきた。

「私は貴方の夢のお手伝いをしたい、それはエリカさんもわかってくださいますよね？」

　エリカの躊躇いを見透かすようにゲティングズ氏は低くささやき、エリカの手に万年筆を握らせた。

　どうしよう。

　万年筆を握り契約書とゲティングズ氏を交こう互ごに見て、エリカは空欄にペン先を乗せた。その瞬間──

「ただいま帰りましたよ」

　玄げん関かんから司祭の声が聞こえた。エリカはホッと安堵しペンを置くと、ゲティングズ氏はエリカに気づかれないように小さく舌打ちをした。

「申し訳ないのですが、もう一度司祭様を交まじえてお話しさせていただいてもよろしいですか？」

　エリカがそう断ことわると、ゲティングズ氏は微笑み頷いた。

「勿論ですとも！　私も早く司祭様にご挨拶しなくては……」

　彼はそう言うと立ち上がり、先ほどの契約書を秘書に渡した。秘書は何も言わず契約書を受け取ると、隠すようにまた鞄にしまい込んだ。




「少しお待ちを」

　エリカは一言断り、雨の中帰ってきたダドリー司祭を出迎えに玄関に向かうと、玄関先には濡れたコートをハンガーにかける司祭の姿があった。

　エリカが慌てて駆け寄りタオルを渡すと、司祭は笑みを浮かべ受け取る。

「大変なの、司祭様！　今、ガーデンベルグからお客様がお見えです」

　エリカの報告に司祭は少し首を傾げた。

「王都からお客様とは……教会本部の方ですか？」

　司祭の言葉に、エリカは首を振り興奮した口く調ちようで報告を続けた。

「いいえ、王都で会社を経営する実じつ業ぎよう家かの方です」

　実業家という単語に司祭は僅かに眉を寄せた。しかしエリカは気づかず、逸る気持ちのまま少し早口にしゃべる。

「その方は私が学友会に出した論文を評価してくださって、王都で薬草学の研究をしないかってお誘いしてくれたの！　お給金は勿論、住む所まで用意してくださるんですって！　すごいでしょ、司祭様！」

　子供のようにはしゃぐエリカの話を聞く司祭の顔は一いつ瞬しゆん厳きびしく凍こおった。

「ねぇ、司祭様！　私、王都に行ってもいいかしら？　植物の勉強もしたいし、働いてお金を稼いで仕送りだってしたいわ！」

　期待に目を輝かせ、エリカは司祭に懇こん願がんをする。

「少し落ち着きなさい、エリカ。いきなり王都と言われても……それにまだ貴方は子供です。都会に働きに出て仕送りなど……そんな心配をしなくともよいのですよ」

　当然のようにエリカを窘たしなめる老司祭の憂い顔に、エリカは頭を横に振り食い下がった。

「司祭様、私もう十七、大人おとなよ！　いつまでもお世話になってばかりじゃ辛つらいわ。ちゃんと働いて、亡くなった母さんの分もこの教会に恩返しがしたいの！」

　エリカの善意に満ちた情熱に司祭は少しだけ引き下がる。

「エリカ、その実業家の方の名は？」

　とにかく相手を身元をと尋ねた司祭にエリカはうれしそうに答えた。

「アシュリー・ゲティングズさんよ。貿易会社を経営しているそうよ」

　ゲティングズ、その名前に司祭は顔色を悪くする。

「ねぇ司祭様、ゲティングズさんのお話を一緒に聞いてくださいな。お受けするにも断るにも、司祭様にお伺いしてからでないと」

　その時、応接室で待っているはずのゲティングズ氏が玄関先に現れた。

　彼は司祭に向かい優雅に礼をとると美しく微笑んだ。

「はじめまして、ダドリー司祭様。私はアシュリー・ゲティングズと申します」

　司祭は青褪めた顔でゲティングズ氏の手首を飾るカフスボタンを見つめる。

「……ゲーティア」

　司祭のつぶやきにゲティングズ氏は暗く笑う。

「何ともまぁ古い名前で……今は『ゲティングズ』ですよ。司祭様？」

　ゲティングズ氏の答えに司祭の表情はいっそう険けわしくなる。突然の緊きん迫ぱくした空気にエリカが心配そうに司祭を見上げる。すると司祭は厳しい顔のまま短く命じた。

「エリカ、貴方は自分の部屋に行ってなさい。この方と少しお話しがしたい」

　いつも柔和な表情の司祭の顔はまるで別人のように鋭するどく怖い顔になっていた。

「……司祭様」

　エリカが少し怯おびえた声で呼ぶと司祭ははっとして、無理に笑顔を作りエリカを安心させるようにゆっくりと言った。

「何も心配することはありません、少しお話しをするだけです。……エリカ、部屋に行ってくれますか？」

　念を押すような物言いにエリカはやむなく頷き、後ろ髪を引かれる思いで司祭とゲティングズ氏のいる玄関を後にした。
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　エリカが自室に向かうと、それまで優しげだったアシュリーの微笑みの温度が急激に下がる。冷笑と言ってもいい皮ひ肉にくげな笑みを浮かべ大おお仰ぎように礼をとり、硬い顔の司祭に挨拶をした。

「改めまして、こんにちは。……今は何とお呼びすればいいのかな、ダドリー卿きよう？」

　その言葉にダドリー司祭は聖職者とは思えない冷たい目になる。何も答えない司祭にアシュリーは薄く笑う。

「玄関で立ち話もなんですね。どうです、応接室でゆっくり話し合いませんか？」

　客人であるはずのアシュリーの図ずう々ずうしい申し出に司祭は眉を歪め不快そうに吐き捨てる。

「いいえ、ここでいいでしょう。ここなら客人が出て行く際さいに手間がなくてすみます」

　端はなから話し合いを拒否する司祭の態度にアシュリーは笑みを深くした。

「おや？　私たちは話し合わなくてはならないでしょうに！　貴方も判っているでしょ？　私がココを嗅かぎつけたということは、最も早はやこの場所は忘れられた場所ではなくなった。私が去っても次の使者が現れる……『生ける宝石』を求めて、ね」

　アシュリーの言葉に司祭は奥歯を嚙かみ締めた。

「──とにかく、帰ってください。ここにはそのようなモノはいないし、あったとしても貴方に協力するいわれはない！」

　珍めずらしく声を荒らげたダドリー司祭は玄関の扉を指さした。

「出口はあちらです！　ここは神に祈りを捧げる場、貴方がたのように神に並ぼうとする不ふ信しん心じん者ものが来るべき所ではない！」

　ダドリー司祭の激げつ高こうにも、彼は平然とした様子で応える。

「これは異なことを！　かつて『灰色の蛇へび』とも呼ばれ敬うやまわれたグレイグ・ダドリーが我々を不信心者呼ばわりとは……我らこそ、神の真意を探し求める真に神に平ひれ伏ふす者。……違いますか？」

　アシュリーの言葉に司祭は肩を震わせ、俯いた。

「……その名はとうの昔に捨てました。私はもう貴方がたとは違う……お願いだから、帰ってください。ここに、貴方がたの理屈を持ち込まないでくれ……」

　司祭の懇願に彼は低く笑った。

「それこそ、貴方の勝手な理屈だ。他人の未来の選択を狭せばめることは不ふ遜そんだとは思いませんか？」

　アシュリーの皮肉げな声に司祭は声を震わせた。

「……他人なんかじゃない、ここにいる子らはみんな私の愛いとし子だ……あの子は私の大事な娘だ……」

　司祭の苦しい声にアシュリーは小さく笑う。

「いいえ、他人ですよ、ミスター。誰も自分以外の未来に責任は持てない。いくら貴方の娘だと言っても、それは『他人』だ。貴方のものではない……」

　俯く司祭にアシュリーは追い討ちをかけた。

「よく考えてください、何が最善かを。少なくとも私どもは暴力で問題を解決しない、あくまでも紳士的に『話し合い』で解決する。それこそ、契約にこそ重きを置く『ゲーティアの法』に従って、ね」

　美しく、そしてひどく冷たい微笑で彼は強張った司祭の顔を見つめ、殊こと更さら丁寧に言葉を続ける。

「我々との契約は強制ではない、自由意思だ。彼女が彼女自身の未来を選ぶ、それは真っ当な権利であり義ぎ務むですよ。……目隠しをしたまま囲いの中だけの安寧を『真実』だと教える、それこそ欺ぎ瞞まんではありませんか？」

　司祭は震える拳こぶしを強く握り締め唇を嚙んだ。

「ミスター、彼女を今まで保護してくださりありがとうございます。でも、これからは私の力を最大限に使いあの娘を保護しましょう。……よろしいですね？」

　アシュリーの冷たい声にダドリー司祭は何も答えなかった。司祭の無言を肯定と受け取り、アシュリーは口の端を上げ歌うようにささやいた。

「ねぇ、ミスター。何が正しいのかなんて考えるのは無意味ですよ。最後に笑った者こそが正義だ。彼女が最後に笑えば、それは正しかったことになる。貴方も私も、それを同じく望んでいる『同どう志し』ですよ」

　彼の冷たいささやきは激しくなる雨音にかき消されることなく、苦く渋じゆうの表情の司祭の耳にも届いた。
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　エリカが自室に戻る途中、廊ろう下かには少し手持ち無ぶ沙さ汰たな様子でゲティングズ氏の秘書のエヴァが窓ガラスを叩く雨を見つめていた。

　たった一人で戻ってきたエリカを見ると彼女は少し首を傾げた。

「あの、何でも少しお話があるとかで、お二人とも玄関先に残られて……」

　聞かれたわけでもないのにエリカが言い訳じみたことを口走ると、エヴァは少し困ったように眉を寄せ苦笑いをした。

「申し訳ありませんが、お茶のおかわりをいただきたいので、キッチン、お借りしてもいいですか？」

「あぁっ！　ごめんなさい、私が！」

　エヴァの問いにエリカはようやくティーポットが空なことに気づき慌てた。

「あら、じゃあ、お手伝いしてもよろしいですか？」

「えぇっ!?　お客様にそんなっ！」

　一度は遠えん慮りよしたものの、柔らかなエヴァの微笑にエリカは素直に「お願いします」と頷き、二人はキッチンに向かった。

　二人でキッチンに入ると、エヴァは慌ただしく動くエリカの様子を眺め小さく笑った。

「ごめんなさいね、急な事でびっくりされたでしょ？」

　エヴァの落ち着いた低い声に、「いえ、あの」と言葉を濁にごしたがけっきょく素直に「はい」と頷いてしまった。

　言葉少なくにこやかに微笑んでいるだけなのにエヴァは不思議と押しが強い。少し気け怠だるい表情で、女のエリカの目から見てもどきりとするような色気を醸かもし出している。大人の女といった風ふ情ぜいの彼女はとても優しげな空気をまとっていて、心情を吐と露ろしても聞いてくれそうな、そんな気持ちにさせる女性だった。

　エリカはオーブンの上の薬や缶かんを見つめ、素直な気持ちを口にした。

「……いろいろ、驚いています。研究員のお話も、待遇が良いことも……それに、司祭様のことも」

　エリカは一いつ旦たん言葉を切り、もやもやした胸の内をゆっくりと言語化していく。

「司祭様は、いつもはとても穏やかな方で……滅めつ多たに怖い顔もなさいません。でも、私の王都行きの話を聞いたらとても険しいお顔をされて……あんな司祭様、初めて見ました。……あんなに怖いお顔するほど、私のガーデンベルグ行きに反対なさっているのかしら？　やっぱり、私ここにいた方が……」

　エリカの不安そうな声にエヴァは小さく笑うと、すっと手を伸ばしエリカの頭を撫でた。

「そうですね、ダドリー司祭様は貴方の王都行きに反対かもしれません」

　エヴァの言葉にエリカの肩がビクリと震えた。

「でも──」

　エヴァは穏やかな声で話を続ける。

「でも、人はいつまでも子供ではいられません。いつか巣立ちの時が来ます。その時が今日貴方に訪れた、そう考えてはどうでしょう？　確かに、司祭様には心配なお気持ちがあるのでしょう。貴方を『子供』として守ってこられたのは司祭様ですからねぇ。だからこそエリカ様がガーデンベルグでちゃんと生活できる『大人』である姿を司祭様にお見せする、それこそが『親おや孝こう行こう』になるのではないでしょうか？」

　エヴァの柔らかな語り口はエリカの胸にストンと落ちて、今までのもやもやした気持ちが消えていく。

「エリカ様が一人前の大人として独り立ちをする、それこそがダドリー司祭様の本当の願いだと思いますよ。……ですから、エリカ様自身が司祭様の反対を押し切って一人の大人として振る舞う、それが大人になるための一つ目の試し練れんだと思います」

　エヴァの大人らしい落ち着いた意見にエリカは強く頷く。

「……私、司祭様にちゃんとガーデンベルグに行きたいって言います。だって、それが私の夢だもの！」

　エリカは力強く同意すると朗ほがらかに笑った。エリカはこの時、自分の夢がいつの間にか「薬草学の研究」から「ガーデンベルグ行き」になっていることに全く気づいていなかった。

　エリカの決意にあふれる言葉に、エヴァは艶やかな赤い唇を持ち上げ静かに微笑んでいた。




　少し暗い声の司祭に呼ばれエリカが改めて応接室に行くと、そこには笑みを浮かべるゲティングズ氏と俯く司祭がいた。二人の間に流れるイヤに重い空気にエリカはヒヤリとしたが、そのことを危き惧ぐする間もなくゲティングズ氏の機き嫌げんのいい声がエリカを席へと促うながした。

　エリカはゲティングズ氏の勧すすめに従い大人しく司祭の隣に座ると、まだ硬い表情の司祭の横顔を見つめ、覚かく悟ごを決めると口を開いた。

「司祭様、私、ガーデンベルグに行って研究がしたい。いつまでもここでお世話になっていたんじゃ、ダメだと思うの……私もう大人よ！　ちゃんと働いて、ちゃんとみんなの役に立ちたいの！」

　エリカは強い目でダドリー司祭を見つめ一気にそう言うと、頰を上気させ言葉を続けた。

「薬草の研究で身を立てるのは難しいことだって判ってるわ。だからこのお話は私にとって大変なチャンスなの。……司祭様、私にチャンスを摑つかむお許ゆるしをください」

　エリカの真剣な声にダドリー司祭はじっと膝の上に置いた自分の拳を見つめている。

　黙だまったままの司祭と彼を見つめるエリカをゲティングズ氏はしばらく観察していたが、事態は膠こう着ちやくしたまま動かない。

　ゲティングズ氏が小さく合あい図ずを送ると、エヴァは先ほど同様に書類を取り出しエリカの前に置いた。さっきと同じ書類、エリカはそう思って文面を見たがそこにはゲティングズ氏がしたはずのサインはなく空欄のままだった。どうやら違う書類らしい。

「どうぞ、エリカ・ブライアーズ嬢の王都における生活と労働に関する契約書です」

　秘書のエヴァは品よく微笑み、エリカへと差し出す。エリカが契約書を受け取ろうとすると、ダドリー司祭はそれを無言で遮さえきり自みずから契約書を取り上げる。

　いつにない司祭の強引な行動にエリカが少し驚いていると、彼は胸ポケットから出した老ろう眼がん鏡きようをかけ契約書を熟じゆく読どくし始めた。

「エリカ、貴方は私の大事な娘。それは忘れないでください」

　つぶやくように小さく言うと、司祭は契約書の細かな事項を睨み、エリカのかわりに条件を検討していった。

「この項目の条件は不当です。ここの文もん言ごんは削さく除じよしてください。あと、こちらは但ただし書きで『非常時はその限りではない』とつけ加えるように。こちらの項目は──」

　驚くエリカをよそにダドリー司祭は契約書の内容に一いち々いち細かく訂てい正せいを入れていく。ゲティングズ氏は不満そうに口を曲まげ、ダドリー司祭の指し摘てきを手元のメモに記しそれを見ながら反論する。

「いいや、その一文は譲ゆずれない。第一これは雇用契約だ、雇用主の意見が全く通せなくなるなんて馬鹿げてる」

「雇用者の権利を守ることも雇用主の義務です。貴方の職しよく務むを全まつとうするためにも、ここは譲っていただこう。他に、契約解かい除じよの条件が曖あい昧まいです。はっきりとした線引きのためにも、もっと具体的な文言と数値を入れた表現にしてください」

　激しい交こう渉しよう事ごとなどできないと思っていた穏やかなダドリー司祭の意外な一面にエリカは啞あ然ぜんとする。エリカを置いてけぼりにした二人の激しいやり取りはしばらく続いた。口を挟はさむタイミングを完全に逃のがしたエリカと目が合った秘書のエヴァは申し訳なさそうに微笑み、唇の形だけで「よかったですね」とささやいた。




　エリカのガーデンベルグ行きに子供たちも町の人々も驚いたが、それが彼女の才を認められてのことだと知ると皆一いち様ように喜び応おう援えんしてくれた。

　ゲティングズ氏は近くの宿に滞たい在ざいしながらエリカの上京の支度を整え、初めての訪問から三日目にはエリカは王都行きの馬車に乗ることとなった。

　王都行きの前日、エリカはソーセージのたっぷり入ったキャベツのスープを作り、少し沈みがちなダドリー司祭に深く頭を下げた。

「……司祭様、やっぱり、ホントは……」

　それ以上何も言えず俯いたエリカに司祭は無理やり笑顔を作り、エリカの肩をそっと撫でる。

「エリカ、ここのことは大丈夫、何も心配ありませんよ。貴方は貴方のために自分の足で立って生きるのですよ、いいですね？」

　エリカがこっくりと頷くと、司祭は少し言葉を詰まらせ笑った。

「明日、私は見送りをしません。どうにも歳としのせいか……せっかくの門出が湿しめっぽくなってしまいますからね」

　わざとらしく明るい声でそう言う司祭に、エリカは俯いたまま何度も頷いた。

　翌朝、エリカを見送る子供らと近所の人々の中にダドリー司祭はいなかった。次々にかけられる別れと励はげましの言葉にエリカは礼を言いながら、ふと教会の二階の窓を見上げると、そこにはダドリー司祭が立っていた。

　彼の姿を見つけるとエリカは背を伸ばし淑女のように淑しとやかに礼をとる。エリカの礼に司祭は少し目元を擦こすり、彼もまた紳士のように礼をとった。

　秋風に揺れるヒースを見つめ、エリカは顔を上げ王都行きの馬車に乗り込む。

　その馬車こそが、エリカをめくるめく激げき動どうへと連れ去る「運命の車輪──ザ・ホイール・オブ・フォーチュン」だった。
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「……何か、違ちがう気がする」

　エリカは香り高い紅茶を一口飲み、思わずつぶやいた。

「あら、おかしな味でもしましたか？」

　エヴァが穏おだやかに尋たずねると、「そうじゃなくて」とエリカは首を振り、もう一度言った。

「何か、違う気がするのよ！」

　今度は強めにそう言うと、美しい所しよ作さで色とりどりの菓か子し皿ざらを並べるエヴァを軽く睨にらむ。エリカのご機き嫌げん斜ななめな表情にエヴァはたおやかに小首を傾かしげ「あら、まぁ？」と困ったように笑った。




　故郷であるシークスから迎むかえの豪ごう奢しやな馬車に乗せられ、王都ガーデンベルグに着いたエリカを待っていたのは、想像を遙はるかに超えた高こう待たい遇ぐうだった。

「ようこそ、エリカ様。お待ちしておりました。私は当家で家か令れいを務つとめますトマス・ベッカーと申します」

　きちんと前まえ髪がみを撫なでつけた謹きん厳げん実じつ直ちよくを絵に描いたように硬こう質しつな印象の小こ綺ぎ麗れいな中年男性は、美しく礼をとる。

「エ、エリカ、エリカ・ブライアーズ、です。あの！　……よろしくお願いします」

　まごつきながらエリカが何とか挨あい拶さつを返すと、トマスは小さく微笑ほほえみ屋や敷しきを案内してくれた。

　王都の閑かん静せいなアッパークラス専用の住宅地にそびえるゲティングズ子し爵しやく家の壮そう麗れいな屋敷。塵ちり一つない長い廊ろう下かを真しん紅くの絨じゆう毯たんを踏ふみながら黙もく々もくと進み、これまた豪華としか言いようのない客間に通され、そこがエリカの「下宿先」と説明された。

　二階のテラス付きの客間は広く陽当りもよく、大きなガラス窓には贅ぜい沢たくなほどゆったりとしたドレープのレースカーテン、淡あわい色合いの花柄の壁かべ紙がみ、曲線が美しいシャンデリア、天てん蓋がい付きのベッドに繊せん細さいなレースのベッドカバー、百ゆ合りの装そう飾しよくを施ほどこした鏡きよう台だいにゴブラン織りのクッションが並べられた緑のベルベットが美しいソファーセット、バスルームの猫ねこ脚あしのバスタブまで。

　甘くロマンチックな、女の子ならば誰だれもが溜ため息いきをつく「お姫様の部屋」にエリカの開いた口は塞ふさがらなかった。

　──「下宿」ってもう少し質しつ素そな部屋じゃないと……この部屋に「下宿」って言葉を使っちゃ、部屋に申し訳ないわ……。

　清せい貧ひんという名の慎つつましすぎる生活をしてきたエリカには居い心地ごこちが悪くなるほどの豪華な部屋。口を開けたまま部屋を見回すうちに、トマスは素す早ばやくお茶の用意をすませ、美しいティーカップを机に置いた。

「後ほど主人が挨拶に参まいりますので、それまでこちらでお寛くつろぎください」

　そう言ってトマスは一礼し、借りてきた猫よりもずっと落ち着かないエリカを置いて部屋を出ていった。

　あまりの煌きらびやかさにエリカは居た堪たまれず、外の空気を吸おうと部屋の扉とびらを開けると、

「何か御入り用でございますか？」

「～～～～～～っぎ！」

　恭うやうやしく頭を下げるメイドにエリカは驚おどろきすぎて声のない悲鳴を上げた。

　扉の外には常時使用人が控ひかえており、掃そう除じ洗せん濯たく、入浴の支し度たくに窓の開け閉めまで、ありとあらゆる生活の諸事雑事を代行する手て筈はずになっていると説明された。

　自分が動かなければ生活のすべてが滞とどこおる教会暮らしのエリカにとって、座っているだけですべてがなされる、他人の労働に胡座あぐらをかいた生活には後ろめたさを感じてしまう。

「も、ホント！　自分のことは自分でしますから！」

「いいえ、主あるじであるアシュリー様のお客様にそのようなことさせられません」

　遠えん慮りよするエリカにメイドのハンナは笑顔できっぱり否ひ定ていした。追い討うちをかけるように、彼女は着替えから入浴の介かい助じよまでエリカの世話を担当することを説明した。

「それだけは、どうか勘かん弁べんしてください」

　半ベソに近い状態で懇こん願がんして、なんとかそれだけは回かい避ひできたが使用人に仕えられる生活は回避できないようだ。精神的に激はげしく消しよう耗もうしながら持ってきた自分の着替えをクローゼットに片付けようとしたところ、そこにはすでに色とりどりのドレスが所狭せましと並べられていた。

「……ハ、ハ、ハ、ハハハ、……何なのよ、もう……」

　ここまでくると変な笑いが込み上げてくる。エリカは乾かわいた笑い声を漏もらしながら美しく並べられた綺麗な衣装を脇に押しやり、空いたスペースに持ってきた木も綿めんの質素な着替えを押し込んだ。

　とんでもない所に来てしまったのかもしれない。エリカが棚たなに並ぶ可か愛わいらしいブラウスを眺ながめ大きな溜息をついていると、軽やかにドアをノックされた。返事をすると赤い薔ば薇らの花束を抱いたアシュリーが入ってきた。

「やぁ、エリカさん、部屋は気に入ってくれたかな？」

　満面の笑みを浮かべるアシュリーはそう言って、胸に抱いていた薔薇の花束をエリカに差し出す。

「君のガーデンベルグデビューのお祝いに」

　すべて八分咲きに揃そろえられた美しく、とても高そうな赤い薔薇をエリカは戸と惑まどいながら受け取る。

「す、素す晴ばらしいお部屋に品々までいろいろと……お気き遣づかいいただき、誠まことにありがとうございます。ゲティングズ様」

　エリカが礼をとると、アシュリーは大げさに肩を竦すくめて眉まゆを寄せた。

「ゲティングズ様、だなんて他人行ぎよう儀ぎな！　私と貴方あなたの間にそんな距離は必要ないのですよ。どうか親しく『アッシュ』とお呼びください」

　大変気さくな申し出ではあるが、雇こ用よう者しやとはいえ若い男性とそれほど親しくするのはいかがなものか。

「いえいえ、そんな！　いくらなんでもそれでは礼を欠きます……せめて、ゲティングズさんと呼ばせてくださいませ」

　エリカは愛あい想そ笑いを浮かべやんわりと辞じ退たいする。エリカの提案にアシュリーはがっかりとした表情でもう一度肩を竦め、苦く笑った。

「確かに、私と君は雇用主と雇用者かもしれないが……。私は君と、もっと親しくフレンドリーな関係になりたいだけなのです。……迷めい惑わくだったかな？」

「あのっ！　迷惑とか、そういう……わけじゃなくて……」

　落ち込んだ様子のアシュリーと重くなった空気に、エリカはもっと気の利きいたお礼を言って空気を変えようとした。が、そうは思っても、あまりの待遇のよさに引き気味のエリカの頭には気の利いた感謝の言葉など浮かばず、気まずく薔薇の花を眺めた。

　──この花束、ソーセージなら十キロ単位で買えそうね……。

　どうにか薔薇のことを褒ほめようとしたけれど、所しよ帯たいじみた感想しか出てこない自分にエリカはガッカリする。

　暗い顔で薔薇を見つめたエリカにアシュリーは何を勘違いしたのかキラリと目を輝かせ、ハタと手を打った。

「これは、大変失礼した！　エリカさんが使うものだから、もっとエリカさんの意見も取り入れるべきだったね。そうだ！　すぐにでも街に出て身の回りの物を揃えよう！　エヴァ、馬車の用意を！」

「いや、そうじゃなくて！」

　エリカが口を挟はさむ間もなく、アシュリーは強引にエリカの手を引き街に買い物に出た。何度も遠慮するエリカの意見を美しい笑顔で制し、アシュリーは鼻歌を歌いながら馬車からあふれるほどの服や靴くつ、帽ぼう子しを買ったのだった。

　──これから、本当にどうなるのよ……。

　エリカは部屋中に所狭しと並んだ、おおよそ薬草の研究とは関係のない服飾品の山に溜息しか出てこなかった。

　けっきょくエリカは王都に着いてから十日経たっても仕事らしい仕事もさせてもらえず、浪費としか思えない贅沢な毎日を過ごしている。

「だって、私、毎日お茶にお菓子とドレスの仕立てや買い物とお出かけとって……遊んでばっかりで仕事らしいこと何もしてないわ！　研究だってゲティングズさんが植物園と王立図書館に連れて行ってくれたくらいで……それだって、ほとんど物もの見み遊ゆ山さんだったし！」

　エリカの主張にエヴァは色っぽく答える。

「あら、楽しくはありませんか？　毎日楽しいことばかりなのは、お嫌い？」

　微笑むエヴァの赤い唇くちびるに何となく目を奪われぼーっとなったが、気を取り直しエリカは背せ筋すじを伸のばす。

「楽しいことは……嫌いじゃないけど！　でも、私は薬草学の研究をするためにガーデンベルグに来たはずなのよね。お給料だっていただいているのに、毎日遊んでばかりで……申し訳ないわ」

　エリカのひどく真っ当な意見をエヴァはコロコロと笑いながら遮さえぎった。

「まぁ、そんなことお気になさらなくとも……早く王都の生活に慣れるための、これも勉強だと思ってはいかかがですか？　それにエリカ様を連れ回しているのは雇用主であるアシュリー様自身です。そう堅かたく考えなくともよろしいのでは？」

　エヴァの物言いに何か釈しやく然ぜんとしないものを感じながらエリカは自分が着ている繊せん細さいなレースに彩いろどられた淡い水色のワンピースと、エヴァの着ている深いグリーンの落ち着いたドレスをチラリと見た。

「若く可愛らしい貴方が黒灰の修しゆう道どう服ふくしか着ないなんて、世の喜びに対する冒ぼう瀆とくだ！」

　黒灰色の修道服ばかり着ていたエリカにアシュリーは流行のドレスを仕立ててプレゼントし、「会社の制服」と言っては半なかば強制的に着せられている。

　エリカも年頃の娘、美しい衣装や可愛らしいドレスに憧あこがれることはあるが自分が着るとなると話は別だ。清貧を尊たつとぶシスターの見習いとしての建たて前まえもあるが、田舎いなかモノの垢あか抜ぬけない自分が流行のドレスを身にまとっても似合う似合わない以前に違い和わ感かんしかない。衣装に着られている、エリカは鏡を見るたび、その言葉を実感している。

　同じ店でドレスを仕立てているエヴァの美しくドレスを着こなす様を眺め、エリカは複雑な溜息をつくばかりだ。

「何でも前向きに『勉強だ』って考えることは大事なんでしょうが……それでも私、今の生活が勉強だとは上手く思えないわ……」

　不安を滲にじませる小さな声でつぶやくと、エヴァは穏やかに笑い俯うつむくエリカの頭を撫でた。

「そう重く考えず、もっと気楽に過ごされて。きっとエリカ様はホームシックにかかっているだけですよ。しばらくすればここの生活にも慣れて、じきに楽しくなってきますから」

　エリカはゆったりしたアルトの優しい声に頷うなずき、そのまま目を閉じた。エヴァの女性にしては大きな手はいつも温かで、彼女に撫でられると何な故ぜだかとても安心できる。エリカは小さく息を吐き、笑顔を作ってエヴァの淹いれた紅茶に口をつけた。

　──エヴァさんって美人で仕事ができて優しくて、とっても大人おとなで……憧れるなぁ。

　それに比くらべて……。

　エリカは窓ガラスに映る自分の姿をチラリと見て、微び妙みような表情になってしまう。

　王都の生活に慣れるため、そう言って連れ出されるたびにエリカは都会の洗せん練れんされた人々の中でも飛びきり美しいアシュリーに、まるでお姫様を扱うようにエスコートされる。

「お手をどうぞ、可愛い私のレディ」

　優しい笑みを浮かべるアシュリーにそうささやかれるたび、エリカの胸は勝手に心しん拍ぱく数すうを上げ頰ほおは赤くなるが、彼のような美しい紳しん士しにちやほやされる状況がどうにも腑ふに落ちず違和感が拭ぬぐえない。

　自分にはしっくりこないお洒しや落れな服を着て、毎日遊び歩き素す敵てきな紳士に甘くささやかれる。シンデレラにでもなったようなフワフワした気持ちの中、都合のいい夢を見ているような危うい感覚が消えずエリカは楽しさよりも苦痛を感じているほどだ。

「……私はお姫様でもないし、可愛くもないただの田舎娘だわ。仕事に慣れる必要はあっても、華はなやかなことに慣れる必要なんてあるのかしら？」

　エリカのやけっぱちな愚ぐ痴ちにエヴァはおかしそうに笑いウィンクした。

「あら、女の子は誰でもお姫様ですよ？　可愛らしく微笑んで男の子の馬ば鹿かな王子様願望を満たしてあげるのも、女の子の立派なお仕事です」

　赤く塗ぬられた唇を持ち上げ色っぽく笑うエヴァに、エリカは少し頰を赤らめる。肯こう定ていも否定もせずお茶を濁にごすように引きつった笑みを返した。

　エヴァは小皿に宝石のようなチョコレートを並べ、何なに気げなくエリカに尋ねた。

「ねぇエリカ様。このチョコレート、フィリングはなんだと思います？」

　エリカは深く考えるでもなくチョコレートの美しい輝きを眺める。何となく口の中に香こうばしい香りを感じたので、思いつくままに適てき当とうに答えた。

「そうね、プラリネかしら？　ヘーゼルナッツだと嬉しいわ」

　エリカの答えを聞くとエヴァは小さく笑いチョコレートの載のった小皿をエリカの前に押しやった。

「まぁ、大正解！　今日のチョコレートはドラップスの新作だそうですよ」

　エヴァの言葉にエリカのそれまでの憂うれい顔はあっという間に吹き飛び、「うわーい」と子供っぽい歓声を上げチョコレートを一粒摘つまみにこにこと幸せそうにかじりついた。

　美お味いしそうにチョコレートを頰張るエリカの満面の笑みをエヴァは美しく微笑み見つめ、香り高い紅茶をゆっくりと口に含んだ。

　二人がチョコレートと紅茶を愉たのしんでいるティールームに、商談を終えたアシュリーがご機嫌な笑顔を浮かべ入ってきた。エヴァはさっと立ち上がるとティーカップの用意をし、アシュリーは当然のようにエリカの隣となりの定位置に座る。

　戸惑うほど近くに座るアシュリーにエリカはチョコレートを頰張ったまま複雑な表情で俯く。

「随ずい分ぶんと早く済みましたね」

　そう言いながらエヴァが紅茶を差し出すと、アシュリーはうっとりするような甘い笑顔を浮かべエリカを見た。

「あぁ、この後エリカさんと本屋めぐりをしたいからね。大急ぎで話をまとめたよ！　君への想いが私の仕事に活力を与える、とても素晴らしいことだね」

　アシュリーの口く説どき文もん句くのようなセリフにエリカはどう返していいのか判わからず、「はぁ、まぁ、それはどうも……」と返事ともいえない曖あい昧まいな言葉をモゴモゴとつぶやいた。

　楽しそうなアシュリーと微妙な顔のエリカを眺め、エヴァは苦笑し助け舟を出す。

「まぁ、それは素敵ですね！　お出掛けついでにおつかいをお願いしてもよろしいですか、エリカ様？　三番街の薬屋さんで私の化け粧しよう水すいを買ってきてくださいませんか？」

　エヴァの申し出にアシュリーは眉を歪ゆがめ抗こう議ぎする。

「おい、そんなことは御ご用よう聞きにでも頼めばいいだろ？」

　アシュリーの不満とは逆に、エリカは自分に与あたえられた仕事に少し安あん堵どした表情で頷いた。

「私、おつかい行きたいです！　行かせてください！　化粧水って、どんな銘めい柄がらですか？」

　やる気に満ちたエリカの返事にエヴァはニコリと笑い返事をする。

「化粧水の銘柄はアシュリー様がご存ぞん知じですから、一いつ緒しよに行ってきてください。大きな薬屋さんですからいろいろな薬草も見られるでしょうし、きっと勉強にもなりますよ」

「ありがとうございます、エヴァさん！　ゲティングズさん、さっそく行きましょ！」

　エリカはエヴァの言葉に明るい笑顔になり、それまで消しよう極きよく的てきだったアシュリーとのお出かけにも積極性を見せる。そんなエリカの態度の変化にアシュリーは何か釈然としない顔で秘書の笑顔を見ていた。




　三番街の大通りに面めんした薬屋はエヴァの言葉どおりかなり大きな店で、細々とした薬の他に、化粧品や石せつ鹼けん、香料や染せん料りよう、果ては調剤に必要な様々な器具も売っている。

　エリカは壁一面に並べられたガラス瓶びんとその中に収められた様々な薬種をうっとりと眺める。知っている薬草から知らない薬草、動物の角やら蛇へびや虫のミイラ、植物なのか動物の一部なのかもわからない干ひからびた何かや、鉱こう石せきまで。

　多た種しゆ多た様ような薬の原料をエリカは目を輝かせ見つめた。

「君は色鮮やかなドレスや宝石よりも、色褪あせた乾かん物ぶつに夢中だね」

　アシュリーは呆あきれた表情でつぶやいたが、エリカにはそれが褒め言葉に聞こえたらしい。

「えぇ！　ドレスよりもずっと役に立ちますもの！」

　エリカはキラキラとした瞳ひとみで彼を見上げ、嬉しそうに満面の笑みを浮かべる。その屈くつ託たくのない笑顔にアシュリーは少し戸惑ったように視線を彷徨さまよわせ、その戸惑いを誤ご魔ま化かすべくエリカに倣ならい薬種の棚を眺めた。

　真剣な表情で薬棚を見つめるエリカとアシュリーはしばらくの間黙だまり、並んで立っていた。

「……あっ、そういえば化粧水！」

　ようやく当初の目的を思い出したエリカは化粧品のコーナーに移動する。様々な化粧品が並ぶ棚を眺め、エリカはその数の多さに驚き感心し、どこか居心地の悪い表情でついてきているアシュリーを振り返った。

「エヴァさんの使っている化粧水はどれなんですか？」

　エリカの質問にアシュリーはいたって普通に答えた。

「エヴァが朝晩使っているのは茶色の瓶に青のラベルの……確かカモミールとホホバオイルって書いてあるヤツだ」

　アシュリーはつまらなそうに茶色の瓶の化粧水を指差す。

「あぁ、アレだ。アイツ、私が化粧品を触さわるとやたら怒るんだ。前も寝ぼけてあの化粧水の瓶を動かしたら、一日中無む視ししやがって……」

　彼は珍めずらしく砕けた口調で愚痴をこぼした。エリカはアシュリーとエヴァの意外な一面に笑い頷き──はたと気づいてしまった。

　──ど、どういう状況なのよ？　……だ、大体、朝寝ぼけて触るところにエヴァさんの化粧水が置いてあるって、状況というか……どんな関係よっ!?

　思わず怪け訝げんな目を彼に向ける。アシュリーはエリカの疑ぎ惑わくに満ちた眼まな差ざしに気づかず、エヴァ愛用の化粧水の瓶を手に取り値札を確認している。

「……意外に高いな……エヴァのヤツ、私に払わせる気じゃないだろうな」

　アシュリーは憮ぶ然ぜんとした表情でつぶやき、近くにいた店員に包むよう指示した。

　そういえば……。エリカは屋敷での雇用主と美しい秘書のただならぬ信頼関係について反はん芻すうしてみた。

　アシュリーとエヴァの距離はいつも近く、夜遅くでもアシュリーの執しつ務む室しつに二人っきりで閉じこもっていることも多い。主人と秘書という仕事上の関係性を考こう慮りよしても、妙齢の男女のこのような行為は褒められたことではない。馬車に男女が同乗することですらダドリー司祭のようなお堅い人々は「慎つつしみがない」と眉を顰ひそめるというのに……エリカはダドリー司祭に倣い、眉を顰める。

　──疑ってはいけないと思うけど……怪あやしいといえば、怪しい！

　エリカが店員と話すアシュリーの背中をジトリと睨んでいると、彼は不意に振り向き、エリカの眼差しに何を思ったのかニコリと笑う。

「エリカさん、君も何か必要なものはないのかい？　それこそ化粧水なんかは買わなくてもいいのかい？」

　アシュリーの笑顔にエリカは誤魔化すような引きつった笑みを浮かべ、「結構です」と硬い声で答えた。

　アシュリーが化粧水の支払いをする横でエリカは手持ちぶさたに店内を眺めていると、一人の背の高い男と目が合った。

　ひどく鋭するどい目をした都会の男にしては珍しいがっしりとした躰からだつきの男は、エリカと目が合ったことに気づくとすっと視線をそらして薬棚を見ている素そ振ぶりをする。

　エリカは挙きよ動どう不ふ審しんなその男が気になり、彼を観察してみた。

　年のころは三十前後、黒髪にアンバーの瞳、整ってはいるもののひどく鋭い目つきの強こわ面もてで左の目め尻じりには斜めに傷きず痕あとがある。とてもまともな職業とは思えない空気をまとった、善良な市民があまりジロジロと見てはいけない業種の方のようだ。

　都会、本当におっかない。エリカは少し怖くなり強面の男から目をそらし、相手と目を合わせないよう慎しん重ちように様子を窺うかがった。

　エリカの異変に気づき、アシュリーは店内をくるりと見渡す。

　件くだんの男の顔を見ると、ニヤリと笑う。紳士らしく背筋を伸ばして鋭い目の男の傍そばまで歩み寄っていく。

　男はアシュリーが近づくと、誤魔化すことなく大きく舌した打うちをし強く眉を寄せ恐おそろしい表情になった。地じ獄ごくの番犬も逃げ出しそうな怖い顔の男と、ヘラヘラもといニコニコ笑う優やさ男おとこアシュリーの妙に緊張感漂ただよう対比に、エリカはハラハラしながら脂あぶら汗あせをかいた。

　もしも暴力的な展開になったら。そんな想像に怯おびえるエリカの内心などお構いなく、アシュリーは強面の男に向かってにこやかに声をかける。

「おや、こんなところで！　奇き遇ぐうですね、ランドルフ君」
















「ランドルフ君」と親しげに呼ばれた男はアシュリーの軽やかな挨拶にますます嫌そうな顔をしてもう一度舌打ちをする。

「……アンタにしちゃ、えらく珍しいタイプのガキンチョ連れ回してるな……今度は一体何を企んでいやがるんだ？　あんま調子に乗るとろくなことにはならんぞ」

　ランドルフは低く脅きよう迫はくじみた言葉を吐いたが、アシュリーは笑顔のまま答える。

「イヤだなぁ～、ランドルフ君。何を誤ご解かいしているのか判らないが、君と私の仲じゃないか！　私はいつだって君たちのよき協力者だよ？」

　アシュリーの馴なれ馴れしくも馬鹿にしたような口振りにランドルフのこめかみに青あお筋すじが浮かぶ。ランドルフは顔を引きつらせながらアシュリーの陰で顔を強こわ張ばらせた「ガキンチョ」のエリカに意地の悪い笑みを向けた。

「コイツみたいなちょっとばかし見てくれの良い男にちやほやされたからって舞い上がってると、痛い目見るぜ、鈍にぶそうなお嬢じようちゃん？」

　初対面の男にかけられた失礼な言葉の数々にエリカはムッとし、いかにもマフィアな風ふう貌ぼうのランドルフに思わず反論してしまった。

「はい、貴方みたいな礼を欠いた人に忠告されない程度には、浮かれないように気を引き締めます」

　強気な答えを返したエリカをランドルフはじっと睨む。

　僅わずかに震ふるえながらも睨み返すエリカとランドルフはしばらく睨み合い、ふっと息が抜けるように彼は笑った。

「えらく気の強いお嬢ちゃんだな。……まぁ、コイツのことでどうにも困ったら相談ぐらいには乗ってやるよ」

　ランドルフはそう言ってまだ睨んでいるエリカに手を振り、隣にいたアシュリーにもニヤリと笑ってから背を向け店から出ていってしまった。

　エリカがランドルフの失礼な態度に苛いら立だちが収まらずに頰を膨ふくらませていると、珍しくアシュリーは少し機嫌の悪い顔になる。

「……君ね、ああいう男にああいう態度とるなんて、無自覚すぎる。……少々ガードが緩ゆるいんじゃないのかな」

　アシュリーの突とつ然ぜんの忠告にエリカはわけが判らず彼の顔をキョトンと見上げる。いくら失礼な態度をとられても、強面の男には表立って逆らわない方がいいということだろうか？

　下手に相手を刺し激げきして暴力でも振るわれたら、非力なエリカにはどうしようもないのが現実だ。あまり納なつ得とくできることではないが、処しよ世せい術じゆつとしてはそれが正しいのかもしれない。

「……以後、気をつけます」

　不服そうなエリカの顔にアシュリーは少し肩を竦める。

「……まっ、そうしてくれたまえ」

　微妙な空気のまま商品を受け取り、二人は薬屋を出た。

　薬屋から書店街までエリカとアシュリーは黙ったまま並んで歩く。

　綺麗に舗ほ装そうされた大通りを行き交う人々の雑多な音に囲まれてはいたが、二人の間には会話もなくただ静かなばかり。妙な沈ちん黙もくを打ち消そうとしたのか、アシュリーは街がい路ろ樹じゆの傍で足を止める。

「三番街の街路樹は全部ライラックの木でね、春になると花が咲いてそれはそれは美しく香り高い光景になるのだよ」

　アシュリーの説明にエリカも木を見上げ落らく葉ようし始めて寂さびしくなった枝を見上げる。

　等とう間かん隔かくに並んだライラックが満開に咲けば、さぞかし綺麗だろう。ライラックの咲く様を想像すると鼻先に甘い香りが漂うようで、エリカはうっとりと笑った。

「通りの木が全部ピンクに染まったら、とっても綺麗でしょうね！　今から春が待ち遠しいわ」

　それまでの空気を吹き飛ばすエリカの明るい声にアシュリーもゆっくりと笑う。

「あぁ、通り一面のピンクを早く君にも見せてあげたいよ」

　アシュリーは楽しそうなエリカの顔を眺め、ひどく満足げに笑った。
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　ありがとうございます、そう言ってエヴァが化粧水を受け取り、代わりに報告書を差し出す。報告書を受け取ったアシュリーは中身を読みながら少しだけ思い出し笑いをした。

「あら、イヤですね。思い出し笑いなんて、アッシュがむっつりスケベだってばれてしまいますよ？」

　意い地じの悪いエヴァの物言いにアシュリーはムッとしながらも、込み上げる笑いを止められずにいた。

「俺は別にむっつりスケベじゃない、節せつ度どあるスケベだ」

「まぁ、随分ご謙けん遜そんですこと！　スケベであることは否定しないのですね」

　エヴァの失笑にアシュリーは軽く反論した。

「男がスケベでないことの方が問題だろ？　世の女性たちを心から賛さん美びする、その根源がスケベ心だからな」

　アシュリーの馬鹿な主張にエヴァは肩を竦めた。

「そんな下心満載の表面的な賛美では女の子に嫌われますよ？　もっと女性の内面に気を配っていただかないと……現にエリカ様はアッシュのアプローチにウンザリ気味ですから」

　エヴァの爆ばく弾だん発言にアシュリーは眉を顰める。

「馬鹿なことを言うなよ、この俺の何が気に入らないっていうんだ？　甘い言葉と高価なプレゼントさえ与えとけば、どんな女だってすぐに陥かん落らくする。あの田舎娘だって悪い気はしてないはずだ」

　憮ぶ然ぜんとしてアシュリーが睨むと、エヴァは皮肉げな冷笑を浮かべた。

「そんなふうに女の子を見くびっていると、痛い目にあいますよ？　それでなくともエリカ様は勘が鋭い、頭だって悪くない。いつもアッシュが侍はべらせている女性たちとは思考パターンが全く違うのです」

　物言いたげにエヴァの発言を聞いていたアシュリーは大きな溜息をついた。

「何だ、お前には女心がわかる、とでも言いたげな口ぶりだな。どう違うっていうんだ？」

　アシュリーの不機嫌な問いにエヴァは薄く笑った。

「貴方よりは女心に詳しいだけですよ。……エリカ様は自立を尊ぶ方です。誰かに庇ひ護ごされて温ぬく々ぬくと暮らすことに価値を見み出いだせないようですよ。甘いお菓子も綺麗なドレスもお好きなようですが、それが自分の労力で得えたものでなければ楽しめない、そういう女の子です」

　アシュリーはエヴァの説明に不満を露あらわにする。

「頭でっかちの生なま意い気きな娘だなぁ、口元まで餌えさを突き出してやっているんだから素直に食いついていればいいだろうに」

　投げやりな愚痴にエヴァは楽しそうに笑った。

「あら、私は好きですよ。そういう女の子。アッシュが嫌なら私が籠ろう絡らくして差し上げましょうか？」

「じゃあ、お願いするかな。俺はてっきりお前も田舎娘の世話に嫌気が差しているとばかり思っていたからな」

　強気に口元を歪めるアシュリーにエヴァも口元を歪める。

「まぁ、そんなこと言って。後こう悔かいしても知りませんよ？　私、愛する時は全力で行きますからね。貴方と違って、片手間なんかではすませませんよ？」

「誰が後悔するというんだ、化粧もろくにできない娘に熱を上げるなんてロリコンじゃあるまいし、俺には無理だ。片手間だって惜おしいくらいだ」

「あらまぁ、それでは私が少女愛好家の変態みたいじゃないですか。貴方って、本当に表面しか見ないですねぇ。綺麗にお化粧して『女』になってしまった時に後悔しても、取り返しはつかないのですよ？」

　色めいた笑みを浮かべるエヴァにアシュリーは心底嫌そうに眉を寄せた。

「……全く、お前といいランドルフといい、あんな貧ひん相そうな小娘のどこがいいんだ？　俺には理解不能だ！」

　アシュリーの弁べんにエヴァは「まぁ、そうですか？」と意味ありげな含み笑いをした。これ以上いじめると本格的にヘソを曲げそうなアシュリーのむくれた顔を見ながら、エヴァは含み笑いを消し口頭報告を始める。

「今日もチョコレートの中身を当てましたよ。これで八連続正解です。……偶ぐう然ぜんと言うにはありえない確率ですし、匂においで判はん別べつしているにしても驚くべき嗅きゆう覚かくですね。明日もこの実験は続けますが、恐らく結果は同じでしょう。次の段階に進んでもよいのでは？」

　エヴァの報告を聞きながら暖だん炉ろの中で踊おどる炎を見つめ、アシュリーは昼間の出来事を思い出しつぶやく。

「あの娘、三番街のライラックを『ピンク』だと言って笑っていたよ」

　この国では春先に咲くライラックは薄うす紫むらさきのものが一般的で、ピンクのライラックは非常に珍しい。エリカの住んでいたシークスでも同様だろう。ライラックの花といえば「薄紫」であり「ピンク」と答える者はほとんどいない。

　アシュリーのつぶやきにエヴァも微笑む。

　ガーデンベルグの春を彩るべく大通りにたくさん植えられたライラックの木、その中でも三番街のライラックだけがとても珍しいピンクなのだ。

「……彼女は何が視みえ、何が視えないのか、自分でも理解してないようだ。意識して視ようとはせず、それでも『視えて』いる。……すごいことだな」

　アシュリーは低く笑い言葉を続けた。

「彼女は本物だ。俺たちのような紛まがい物ではない、正しよう真しん正しよう銘めいの『ゲーティアの娘』……我われらの女神だ」

　アシュリーは袖そで口ぐちの金のカフスボタンを撫で、象かたどられたグリフィンの意い匠しようを指先で確かめた。

「実験を次の段階に移行しよう。彼女の目が何を見ているのか、確定作業に入れ」

　アシュリーがゲティングズ子爵家当主の顔で命じると、エヴァは「御ぎよ意い」と静かに頭を下げた。
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　エリカはランプの明かりを少しだけ強くし、昼間に買ってきた新しい本のページをめくる。

　楽しみにしていた植物学者の観察記なのに、目で字を追ってもちっとも頭に入ってこない。エリカは大きな溜息をついて、本を閉じふかふかのベッドに転がった。

「私、何やってるんだろ？」

　エリカは小さく独ひとり言ごとをつぶやき、枕まくらに顔を埋うずめた。

　毎日、コレといってやることもなく、ただ漫まん然ぜんと贅沢に暮らしている。

　それも「勉強」とエヴァには言われたが、エリカは納得しているわけではない。なんの役割もない消費するだけの自分、その消費すら上手くできない自分に、エリカは自信を失うしなってしまいそうだった。

　アシュリーに連れられ街に出ると、顔の広い彼はどこに行っても誰かに声をかけられる。

　華やかに着飾った洗練された都会の女性たちが親しげにアシュリーに声をかける時、彼女らは必ずエリカを見て薄く笑う。

　彼女たちの見下した視線と馬鹿にした笑みを見るたび、エリカは怒りよりも同意をしてしまう。「やっぱり、おかしいよね。こんなの」と。

　煌びやかなアシュリーの隣に特別可愛くもないエリカが並ぶ違和感は、エリカ自身が強く感じていた。

　それなのに、彼に優しくされるとやっぱり嬉しくなるし、アシュリーとエヴァの関係を邪じや推すいする自分にも呆れている。

「可愛いね、エリカさん。君といると本当に楽しいよ」

　そう彼にささやかれると、エリカは困こん惑わくしてしまう。どう考えても、アシュリーにちやほやされる「何か」が自分にはないことを判っているだけに、アシュリーの好意や甘い言葉にも素直に喜べず、今のどっちつかずな自分の気持ちが本当に居心地悪い。

　いっそアシュリーのことを好きになってしまえば開き直れるのかもしれないが、好きになろうにもわだかまる違和感が邪じや魔まをしてそういう気持ちにもなれない。

「もっと私が可愛かったらよかったのに」

　ぼやきながら寝返りをうち、艶つやのない栗くり色いろの髪を一筋つまんで目の前にかざしてみた。

　パサパサとした輝きのないくすんだ栗色の髪にがっかりし、弱々しい緑でしかない若草色の目を閉じた。

　──お母さんみたいに美人だったら、ゲティングズさんのことを好きになる自信も持てたんだろうなぁ。

　本当は誇ほこれることなんて何もないちっぽけな自分が悲しくなって、エリカは毛布に潜もぐり込み小さく丸まって泣きたくなる気持ちを誤魔化すことにした。

　じっと丸まっていると、悲しかった気持ちも薄れ、次第に睡すい魔まに侵略されていく。

「……別に私が美人じゃないのは今に始まったことでもないもん。……もう、寝よ」

　人の心などのぞけない、愚おろかで矮わい小しような人々のそれぞれの夜は静かに更ふけていった。
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　朝食をすませ、今日も何もやることがない一日が始まるのかとエリカが暗い溜ため息いきをついていると、ノックされ部屋に見慣れぬ使用人が入ってきた。

　スラリとした背の高い男性で、長いダークブラウンの髪かみを後ろで結むすびエヴァによく似た面おも差ざしの整った美び貌ぼうの持ち主だった。

　──エヴァさんといい、家令のトマスさんといい、この屋や敷しきにはむやみに容姿の整った使用人が多い。顔審しん査さでもしているの!?

　エリカがやるかたない憤いきどおりを感じていると、執しつ事じのあつらえを着た彼は美貌にふさわしい綺き麗れいなテノールで朝の挨あい拶さつをする。

「おはようございます、エリカ様。これからエリカ様の書しよ斎さいを整えますので、監かん修しゆうをお願いしてもよろしいでしょうか？」

　美貌の執事の言葉が一いつ瞬しゆん理解できずエリカがキョトンとしていると、彼は穏おだやかに微笑ほほえみ補ほ足そく説明をする。

「本来ならばエリカ様の研究室をご用意するべきですが、機材や施設の調整に少々時間がかかるので、手て狭ぜまでご不便とは思いますがとりあえずはエリカ様専用の書斎で研究をしていただきたいのです……よろしいでしょうか？」

　彼の説明にエリカの目は輝き頰ほおが上気してくる。

　ようやく王都に出てきた本来の目的にたどり着き、安あん堵どと期待に心も軽くなる。

「もちろん、もちろん、よ、喜んで!!」

　エリカは歓かん喜きに叫ぶように返事をし、そんなエリカを見て執事は嬉うれしそうに笑った。

　執事の案内に従したがい、屋敷の一階にあるエリカの書斎へと案内される。長い廊ろう下かを並んで歩きながらエリカは思い切って聞いてみた。

「あの、執事さんにはお姉さんか妹さんがいらっしゃるのですか？」

　少し頰を染め恥はずかしそうに尋たずねたエリカに美貌の執事は少し驚おどろき、目を瞬しばたたかせてからゆっくりと微笑んだ。

「はい、妹が一人おりますよ。兄の私の言うことなど全く聞かないわがままな妹ですが」

　執事は苦笑いをしながら答える。エリカは意外な事実に少し笑ってしまった。

　──あんなに落ち着いたエヴァさんも、お兄さんにはわがままを言ったりするのね。

　大人おとなっぽいエヴァの子供っぽい一面を知って、エリカはエヴァをより身近に感じる。

「意外です。いつも落ち着いていて、本当に『淑しゆく女じよ』って感じの人だから……何だか、嬉しいです」

　エヴァのわがままを聞いているだろう彼女の兄と並んで歩き、エリカがそう言ってはにかむと、執事は僅わずかに首を傾かしげる。

「おや、私の妹とお知り合いでしたか？」

「はい、いつもとってもお世話になっていますよ」

　エリカの答えに執事は何やら考え事をし、不ふ思し議ぎな笑みを浮かべた。

「そういえば、私はエリカ様に名乗っていませんでしたか？」

　執事の問いにエリカが頷うなずくと、彼は艶つややかな笑みを浮かべ遅い自己紹介をする。

「これは失礼いたしました。私はゲティングズ家で執事をしております、ローレンスと申します。以後お見知りおきを」

「こちらこそ、よろしくお願いしますね、ローレンスさん」

　ローレンスの丁てい寧ねいな挨拶を受け、エリカは頰を染め淑女らしい返礼をした。

　廊下の赤い絨じゆう毯たんを踏ふみながら、エリカはまだ見ぬ書斎への期待に胸膨ふくらませていた。




　案内された部屋は、東の棟とうの端はしにあるこぢんまりとした部屋だった。そこには大きな本ほん棚だなと机が二つ置かれ、すぐにでも書斎として機能できるように整えられていた。

「本棚の方は、西の棟の図書室から植物関連の書しよ籍せきを一部移しておきました。エリカ様の図書室の使用許きよ可かはアシュリー様にいただいています」

　ローレンスは説明をしながらカーテンを開け、小窓を開いて部屋に風を入れる。

　少し冷たい風が小部屋の籠こもった空気を入れ替え、上気するエリカの頰も優しく冷やした。

「図書室は常時施せ錠じようされています。鍵かぎの管理は家令のトマスか秘書のエヴァがしておりますので、図書室を使用される場合はお申しつけを。何か足りないものがございましたらすぐにご用意いたします」

　エリカは小さいながらも自分らしく息の吸えるスペースができたことが嬉しくて、キョロキョロと部屋を見回し、子供のようにはしゃぎながら部屋中の備品を確かめた。

　本棚も机も使い込まれ少し古びてはいたが、余計な装そう飾しよくはなく質しつ実じつ剛ごう健けんとした風ふ情ぜいの物だった。そのシンプルさがエリカにはとても安心できる。

「ありがとうございます！　本当に素す敵てきな部屋で、とってもとっても嬉しいです！」

　エリカは喜びに声を弾ませ満面の笑みでローレンスに礼を言う。

「あの、本当に嬉しいです！　綺麗なお部屋も嬉しかったですけど、こっちの方が安心できるっていうか……やっと私の居場所ができたっていうか……とにかく、本当にありがとうございます！」

　嬉しくて嬉しくて、エリカはついポロリと本ほん音ねを口にしてしまった。エリカの漏もらした本音にローレンスは少し困ったように微笑み、礼以外は聞かなかったことにしてくれた。

「いえいえ、お礼はアシュリー様に仰おつしやってくださいね」

　エリカがその言葉にもう一度礼を言うと、ローレンスはその美しい顔にとろけるような微笑みを浮かべた。

「こんなに可か愛わいらしいのに、あの方は何がご不満なのでしょうね？」

　そう言って彼はエリカの頭を大きな手で撫なでる。

　突とつ然ぜんローレンスのような美しい男性に頭を撫でられたエリカは、驚きと羞しゆう恥ちで一瞬にして耳まで赤くなってしまった。

　真っ赤になったエリカの耳を見て彼は低く笑い、もう一度「可愛い」とささやいた。

「な、な、な、な、な!?」

　意味不明の囀さえずりをし、真っ赤な顔になったエリカの手を優しく取ると、ローレンスは艶めいた笑みを浮かべる。

「せっかくですから、図書室の案内をいたしましょう。どうぞ、レディ」

　ローレンスはエリカの手を恭うやうやしく握にぎる。

「えっ、あの、その──」

　意味のない声を上げる彼女をエスコートしたまま西の棟の図書室に向かった。

「エリカ様は強引な男はお嫌いですか？」

　秘密をささやくように尋ねるローレンスのベルベットの声にエリカは焦あせり、何も答えられず俯うつむく。何なの、この状況！　とんでもない美形にエスコートされて歩くという事態をエリカの頭は上手く処しよ理りできず、心臓が不自然なほど速く脈打ち無意味に血行をよくしている。

　何も言えず俯いたままのエリカの真っ赤な耳を見て、彼は楽しそうに笑い少しだけ歩を緩ゆるめた。

「エリカ様は本がお好きですよね。本をたくさん読んで、一体何をお知りになりたいのですか？」

　ローレンスの口から出た色事とは程遠い学問的な問いに、エリカは少し冷静さを取り戻すことができた。

「何を、と聞かれると具体的には答えられないのですが……とにかくいろいろ学んで少しでも世に役立つことを見つけたいですし……単純にこの世に起こるいろいろなことを知りたいだけなのかもしれませんね」

　訥とつ々とつと語るエリカの穏やかな声にローレンスは緩く笑う。

「……貴方あなたも、知りたいと欲する知ち識しき欲よくに囚とらわれたお仲間なのですね」

　彼の言葉が判わからずエリカが首を傾げると、ローレンスは美しく微笑み足を止めた。

「さぁ、どうぞお嬢じよう様さま。知を欲する者の甘い監かん獄ごくにございます。どうぞ、貴方の知への渇きをご存ぞん分ぶんに癒いやされますよう」

　少し芝しば居いがかった物言いでローレンスは扉とびらを開けると、エリカを図書室に招き入れ美しく一礼する。

「……す、すごい」

　エリカは部屋を見回し絶ぜつ句くした。個人の所有とは思えぬ大量の蔵書が、広い部屋に所狭せましと置かれた本棚にみっしり収められている。

　エリカは小さく喜びの歓声を上げ、本棚の前に駆かけ寄り背表紙を眺ながめる。

「すごい、すごい！　プリニウスの博物誌が全巻揃そろってる！　プルーシェ神父の『自然の光景』に、こっちは最新のビュフォンの図ず鑑かんも！　修しゆう道どう院いんの図書室だってこんなに揃ってないわ！」

　エリカの興こう奮ふん気ぎ味みな声にローレンスはにこりと笑った。

「どうぞ、ほどほどに。お茶の時間にまたお迎むかえに参まいります」

　彼はそう言うとそのまま一礼して図書室から去っていった。エリカはあれほどときめいたローレンスのことなど忘れ、書物への歓かん喜きに目を輝かせリンゴのように顔を赤くしたまま図書室の真ん中で立ちつくしていた。

　文学から評論、科学に哲学、楽がく譜ふから数学理論、天文、軍事に服飾まで。ありとあらゆるジャンルの膨ぼう大だいな量の本たちに、エリカは本棚にかじりつき夢中で読みふける。

　少しかび臭い本の香りを胸いっぱいに吸い込み、あふれてくる幸福感に自然と笑みがこぼれた。

　──これほどのコレクションを惜おしげもなく提供してくれたゲティングズさんに感謝を述のべないと！

　はたと気づき、エリカは開いていた本を元の位置に戻し、図書室の外に出た。

　西の棟の廊下を歩きながら、エリカはこの棟に来たことがまだ二度しかないことに気づいた。

　王都に出てきた初日にアシュリーの書斎に通されたきり、今日が二度目。

　西の棟はアシュリーの会社関連のスペースだと説明されていたエリカは、この西の棟の図書室に出入りが許されたということはアシュリーに職業人として認められたような気がして、なんだか誇ほこらしい気持ちにもなっていた。

　やっと、研究者として認められ仕事としての研究も始められる。王都に出てきて以来、見失っていた自分の役目がようやく手元にやってきた。弾むような気持ちで見慣れぬ廊下を歩き、記憶を頼りにアシュリーの書斎を探した。

　エリカの弾むような足取りは、すぐに重くなる。慣れない西の棟を案内もなしに彷徨さまよったエリカはすぐに迷子になった。

　居住区でもある東の棟にはそこかしこにいる使用人たちが、この西の棟には全くいない。しかも西の棟の構造は複ふく雑ざつで、まるで迷めい路ろのように入り組んだ造つくりになっていた。




　マズイことになった、そう思った時には図書室に戻る道もあやふやで、エリカは途と方ほうに暮れ辺りを見回した。

　ふと、目にとまった扉の装飾にエリカは記憶の糸をたどる。そう言えばこの扉……。そう思い見上げた扉の装飾は絡からみ合う葡ぶ萄どうの蔓つるとグリフィンを象かたどったもので、アシュリーの書斎も同じ装飾の扉だった。

「あの～、ゲティングズさん。いらっしゃいますか～？」

　思い切って扉をノックし、声をかけてみたが無音のまま。もう一度エリカはノックをしたが、なんの反応もなかった。

　魔まが差した、そうとしか言えない。エリカは返事のない部屋のノブを回してみる。ノブは軽く回ってしまい、エリカは恐おそる恐る扉を開け、部屋をのぞき込んだ。

「……何、ここ……」

　思わず息を吞のむ。そこは書斎などではなく、「怪あやしい」空間が広がっていた。

　暗あん紫しの厚手のベルベットが部屋をぐるりと取り囲み、壁かべにはタロットカードをモチーフにした不ぶ気き味みな絵画が所狭しと飾られている。天てん井じようから吊つり下げられた黒ずんだ真しん鍮ちゆうのシャンデリアはどこか人を不安にさせる歪ゆがんだシンメトリー。苦く悶もんするように捩ねじれた蠟ろう燭そくが並ぶ燭しよく台だいが置かれた机には、気味の悪いドクロの水晶とウィジャボード、鈍にぶく光る銀のナイフ。唯ゆい一いつ光の差し込む細長い窓には鉄てつ格ごう子しがはめられていた。

　とてもまともな人間が仕事に使う部屋のインテリアには見えない。趣しゆ味みで使うにしても悪趣味極きわまりない、物語に出てくる魔女の部屋。

　エリカは啞あ然ぜんとし、立ちつくす。見習いシスターだったエリカには「背はい徳とく的てき」としか言いようのない光景である。

　一体なんのための部屋なのか。エリカが部屋を見回していると廊下の方から声が聞こえてくる。男女の話し声にわけもなく後ろめたくなり、エリカは咄とつ嗟さにベルベットの暗幕の陰に隠かくれた。

　こっちに来ないで！　エリカの祈りも虚むなしく、男女の声は部屋の中に入ってきた。

「マダム、気を楽にして……すべて私に任せていいのですよ」

「ありがとう、やっぱり貴方だけが頼りよ」

　親密そうな二人の声にエリカはベルベットの陰からそっと部屋をのぞいてみた。




　不安そうに眉まゆを寄せた女性は優しく笑うアシュリーの胸にしなだれかかり甘えた声を出す。彼は彼女の背に腕を回し軽く抱きしめると髪に口付けた。そのまま長なが椅い子すに彼女ともつれ込むと、優しくささやく。

「肩の力を抜いて……貴方の胸の中を全部私に見せてください」

　アシュリーの低いささやきに彼女はほぅっと息を吐き目を閉じる。

　安堵した彼女の頰を軽く撫でるとアシュリーは立ち上がり燭台に火を灯ともし、カーテンを閉め部屋を仄ほの暗ぐらくする。

　妖あやしく踊おどる蠟燭の火に照らされた不気味な部屋の真ん中でアシュリーは机き上じようの金属の皿に置かれた鉱こう石せきの上に獣けものの毛らしきものを置くと、おもむろに手をかざす。

「アキオトよ、大いなるすべての御み名なによりて汝なんじを召しよう喚かんす。父と子と聖せい霊れいの御名によりて我われに従え。かの不ふ可か視しの石を持ってわが前に現れよ。自みずからできぬならば代理の者に石を持たせよ。遅ち延えんなく速すみやかにわが命めいに応おうぜよ」

　低く唱となえると彼が手をかざしていた鉱石がぼんやりと青い光を放つ。

「～～～～～っ!!」

　エリカは驚き悲鳴を上げそうになり慌あわてて手で口を覆おおう。長椅子にもたれていた女性も小さな悲鳴を上げ、妖しい光に見入っている。

「ようこそ高貴なる王よ、諸しよ侯こうよ、わが要よう請せいに応えてこの場に来たりし者たちに神の恩おん寵ちようあれ。全能の神、大いなる創造主の名みよう代だいとして汝らに命ず。この場にありて円外にとどまり、見苦しくない姿をよく保たもつべし。わが言葉を万ばん軍ぐんの主しゆの御み言こと葉ばと心こころ得えるべし。さぁ、誓書に従いて真実を示せ」

　アシュリーの朗ろう々ろうとした声に応えるように鉱石の光は強くなる。辺りには獣の毛が焦こげるような独特の臭しゆう気きが漂ただよい、一種異様な空間が生まれた。

「さぁ、マダム。貴方の胸に巣す食くうご主人への疑ぎ惑わく、私が晴らしましょう」

　アシュリーの声に応えるように鉱石はカタカタと踊りながら光を揺ゆらす。彼は揺れる光を見つめ、低く答える。

「……東に楓かえでの木こ立だちが見えます。赤いレンガ、青の門柱、Ｄで始まる金の髪の喪も服ふくの女、愛を誓ちかうルビーのネックレス……」

　アシュリーの声に女性は金切り声を上げ、髪をかき毟むしった。

「ドロシーよ！　ドロシー・カーリンだわッ!!　あの女、大人しそうな顔をして……あのルビーの請求書もあの女に贈るためのものだったのね!?」

「白い屋敷に金の髪の女を花嫁として迎える、そう永久の愛の誓いを紅あかい石に立てた……情愛の石ルビーに宣せん誓せいをしたと精せい霊れいは証しよう言げんしている……」

「あの人、私を追い出してあの家にドロシーを入れる気なのね!?　許せないっ、あの家も財産も、もともと私のものなのに……裏切り者っ!!」

　女性がいよいよ泣き叫ぶと、鉱石はパチパチと音を立て弾はじけ青白い光が次第に消えていく。アシュリーは半はん眼がんで鉱石を見つめ語りかけるようにゆっくりと唱える。

「この場になんの害も及ぼすことなく平へい穏おんのうちに退去せよ。召集されし時は常に出頭する準備をなすべし……ありがとう、アキオト」

　アシュリーが礼を言うと鉱石の光は消え、暗い部屋には女性の啜すすり泣きだけが響ひびく。アシュリーは蠟燭の火を吹き消しカーテンを開けると長椅子に歩み寄り、伏ふして泣く女性の背を何度も優しく撫でながらささやいた。

「泣かないで、マダム。真実が貴方を傷つけてしまったようだね、私も貴方の涙が辛つらい……。涙を拭ふいて、私と一いつ緒しよにこれからのことを考えましょう」

　アシュリーの温かな声に女性は涙を拭ぬぐいながら顔を上げ、ひどく熱っぽい目で彼を見上げた。アシュリーは彼女の隣となりに座りしばらく肩を抱き、額ひたいにそっと口づけ、肩を抱いたまま促うながすように立ち上がった。

「少し冷えてしまいましたね、暖かい部屋でお茶でも飲んで、ゆっくり語り合いましょう。……私と貴方についてを、ねぇ、マダム」

　低く甘くささやくと女性は頰を赤らめ頷き、アシュリーの胸に寄りかかりながら二人は部屋を出ていった。




　エリカは暗幕の陰に隠れたまま、しばらく震えていた。

　この部屋で繰り広げられた非日常の光景はエリカの理解を軽く超え、現実とは到とう底てい思えない。エリカは浅い呼こ吸きゆうを繰り返し、非現実への恐きよう怖ふに唇くちびるを震わせていた。

「……何なの、アレ……魔法、みたいな……」

　小さく声に出してつぶやいて、その非科学的な単語にエリカは引きつった笑いを浮かべる。

「ま、魔法、とか……お伽とぎ話ばなしじゃあるまいし」

　自分を励はげますように独ひとり言ごとを言うと、エリカは隠れるのをやめ暗幕の陰から出ることにした。

　誰だれもいない不気味な部屋にエリカは肩を竦めながら机に近づき、先ほど光っていた鉱物をじっと見つめた。濁にごった白の石せき英えいのような石せつ塊かいからはすでに光は消え、ただの石英に見える。

　エリカはもう少しじっくり見ようと石に手を伸のばすと、

「～っあぢっ！」

　思いもよらぬ高温にエリカは手を引っ込め、涙目で赤くなった指先と石塊を交こう互ごに見る。鉱石は火傷やけどするほど熱くなっていた。

「……な、何なの？　何なのよ!?」

　エリカは困こん惑わくに叫さけびつつも頭のどこかは冷静で、この不思議な現象の仕組みが知りたいという欲求が生まれていた。

　不気味さに震えつつも鉱石の欠片かけらをハンカチで包んでポケットに収め、扉に駆け寄り外を窺うかがい誰もいないことを確認する。

　そっと部屋から抜け出し、図書室があったと思われる方向に一いち目もく散さんに逃げていった。

　あれほど迷っていたのに、無意識に進むと何な故ぜか図書室の前にたどり着くことができた。

　エリカは安堵の息を吐いて、図書室にすべり込むと読書用のソファーに体を預あずけ深くもたれ、目を閉じた。

　あれは何だったのだろう？　エリカはポケットから石の欠片を取り出しまじまじと見つめてみる。

　僅かに緑色を帯びた白はく濁だく色しよくの石英にも似た石。まだじんわりと熱を感じるような気がしてエリカは怖こわ々ごわと指先だけでつまみ、光にかざしてみた。

「……ただの綺麗な石、にしか見えないんだけどなぁ～」

　エリカは何度も角度を変え、かえすがえす石を見つめる。

　しかし石は当然のように「ただの石」で、これといって変わった様子もない。

「……確か、アキ、オト？　大いなる、……え～っと、すべての御名によりて汝を召喚す。……父と子と聖霊の御名によりて……だったっけ……あとは、わが命に応ぜよ！……みたいな」

　エリカはアシュリーが唱えていた呪じゆ文もんを思い出して唱えてみたが、やっぱり光る素そ振ぶりもない。

　──いや、光るわけない。呪文で石が光るわけないもん、どう考えてもおかしいからびっくりしたんでしょ！　だって、あんな魔法みたいな……。

　頭を抱かかえ「魔法」という単語を再度思い浮かべたところで、エリカは不快感に顔を顰しかめた。

　エリカの住むルサカント王国は、その建国の歴史において「偉い大だいなる魔術師グリフィス」が初代王アンリ一世を大いに助けた、という言い伝えがある。

　そのことから、諸外国と比べ「魔法」というものに対して寛かん容ようだ。むしろ、敬けい意いを表すふしがある。

　しかし、奇跡とは神の御み技わざであって、奇跡に似せた行いは不ふ遜そんであり神への冒ぼう瀆とくである。教会育ちのエリカにとって魔法や呪のろいは神への背はい信しん行こう為いと感じてしまう。

　実業家として地位もあり常識ある大人の男性のはずのアシュリーが魔法なんていかがわしいものに興きようじていることも、まして既き婚こんと思われる女性と薄暗い部屋で抱き合うなんてハレンチ極まりない行為をしていたことも、エリカにとって大変なショックだ。

　先ほど見た光景のすべてが、エリカの常識やモラルにおいて敵対的行為とみなしてもよい「嘆なげかわしい」出来事だった。

　──でも、何かスゴイ理由があって、やむなくあんなことしてたかもしれないし……。

　エリカは誰にともなくアシュリーの行為を弁護したが、それはひどく虚しい行為だった。アシュリーを信じたいという気持ちと、疑う気持ちがエリカの心の中で激しくぶつかり合い、エリカ自身が困惑している。

　モヤモヤした落ち着きの悪い気分のまま石を眺めていると、ドアをノックする音が聞こえた。エリカは慌てて石をポケットにしまい、返事をする。

「エリカ様、お茶の時間ですよ。今日は日差しもいいですから、温室でお茶をいたしませんか？」

　にこやかに微笑みながら、エヴァがエリカを迎えに来た。なんとなく後ろめたい気分でエリカが頷くと、エヴァは優しくエリカを促し温室へと案内していった。




　裏庭に建たつ大きな温室には一部サンルームのようにテーブルが置かれたスペースがあり、植物を見ながらお茶を愉たのしめる造りになっていた。

　エリカたちも咲き始めた蘭らんを見ながらキームンを味わう。エリカは珍しい緑の蘭を見つめたが、頭は先ほどのことばかりを考えていた。

「ねぇ、エヴァさん。……自分で光る石って、あると思います？」

　エリカは何なに気げなさを装よそおい、エヴァに尋ねてみた。エヴァは小首を傾げ、色っぽく赤い唇に指を当て考え込むような仕し草ぐさをした。

「う～～～ん。それは、ダイヤみたいに反射で光るってことではなくて、発光するって意味ですか？　ごめんなさい、私は知りませんねぇ……図書室で光る石について書かれた本でもお読みになったの？」

　申し訳なさそうに笑うエヴァに、エリカは本ではなくアシュリーの部屋で見たとも言えず、笑って誤ご魔ま化かした。

　そうだよねぇ、エリカが小さく溜息をつき紅茶を飲むと、エヴァは「まぁ」と笑い、エリカの後ろにあった苗なえ木ぎの鉢はちを指差した。

「見て、エリカ様。あんなところに蛹さなぎが！　春になったら蝶ちようが羽う化かするのかしら？　私、蝶が好きなのですよ、羽がとっても綺麗でしょ。──あの蛹、どんな羽の蝶になるのでしょう？」

　珍しくはしゃいだ声のエヴァにエリカも微笑み、彼女が指差す枝を見てみた。

　細い枝にとまる薄茶の小さな蛹は、温室の中で春を待っている。小さな命が健けな気げで微笑ましく、エリカの脳のう裏りにはピンクの薔ば薇らにとまる黄色のイメージが浮かんだ。

「黄色のちょうちょだといいなぁ。春の花には明るい色の羽が似合うもの」

　エリカは何気なく笑い、クッキーに手を伸ばす。

「そうですね、春の青い空には黄色が映はえますもの」

　エヴァはそう言って頷くと、キームンの香りに目を閉じうっとりと微笑んだ。

　しばらくエヴァと二人でお茶を楽しんでいるとご機き嫌げんな様子のアシュリーが温室に現れ、二人だったティーパーティーが三人になった。

　アシュリーはエリカの隣に席を作り、いつもどおりの綺麗な微笑みを浮かべた。

　さっきのあれはなんだったの？

　勝手に部屋に忍しのび込んで盗み見をしていたエリカがそんなことを詰きつ問もんできるわけもなく、後ろめたさと憤りでエリカはアシュリーの笑顔から目をそらした。

「あの……私用の書斎と図書館の使用許可、本当にありがとうございます」

　もっと愛あい想そよくお礼をしなくてはアシュリーも気を悪くするだろう、そう思ってもエリカの頭には女性と抱き合うアシュリーの姿が浮かび、少し不機嫌な低い声になってしまう。

　アシュリーはエリカのいつも以上に余よ所そ余よ所そしい態度に首を傾げたが、気にも留とめず笑った。

「エリカさん、可愛い君が喜んでくれることならば、私はなんでもしますよ」

　アシュリーのいつもの甘いささやきが今日はひどく軽けい薄はくに聞こえ、エリカは顔を強こわばらせ強く唇を嚙かんで俯いた。そうしていないとおかしなことを口走ってしまいそうだった。

　エヴァはエリカの様子がおかしいことに気づいたようで、さりげなさを装いエリカに声をかけた。

「エリカ様、本をたくさん読んでお疲れですか？　少し顔色が悪いですよ。お部屋でお休みになられたらいかがでしょう？」

　エヴァの言葉にホッと安堵の息を漏らし、エリカはぎこちない笑顔を浮かべ頷いた。

「えぇ、そうね、そうするわ。……ごめんなさい、ゲティングズさん、失礼させてください」

　目をそらしたまま頭を下げたエリカに、アシュリーはひどく心配そうに眉を寄せた。

「それはいけない！　私が部屋まで送ろう」

　アシュリーの優しい声があの暗い部屋で女性にかけていた声と同じ調子なことに、エリカは不快でひどく苛いら立だった。

「結構です！」

　アシュリーの言葉を遮さえぎるようにエリカが断ことわると、彼は少し驚いたように肩を竦すくめた。エリカの剣けん吞のんな声に二人の間には微妙な空気が流れる。そのまま二人は押し黙だまってしまった。

「あらあら、まぁまぁ」

　二人の重い空気を見かねたエヴァは、穏やかに笑いエリカの肩を撫でた。

「疲れている時は、殿との方がたの手を煩わずらわせたくないものですよね。行きましょう、エリカ様」

　エヴァはさっと立ち上がると、主であるアシュリーへの挨拶もそこそこに、気まずく俯いたままのエリカの肩を抱いて温室を出て行った。

　部屋に戻る廊下を歩きながら、エリカは自分の態度の悪さとそれについて何も言わないエヴァに罪ざい悪あく感かんを感じていた。

「……ゲティングズさん、きっと私のこと呆れていますよね。……こんなによくしていただいているのに……私」

　泣きだしそうな小さな声でつぶやくと、エヴァはエリカの髪を優しく撫でた。

「……エリカ様はお疲れなのですよ。元気になれば、そんな弱気も吹き飛びますから」

　部屋の前に着くとエヴァは微笑みながらエリカの額に軽く口付けし、頼りなく笑うエリカの頰を撫でた。

「ゆっくりお休みになってください、お姫様。元気な貴方が私は好きですよ」

　エヴァの優しい励ましにエリカは頷き、小さく礼を言ってから部屋に入った。

　扉を閉めたエリカは、その場に座り込みポケットからあの石を取り出し見つめた。

　爵しやく位いを持ち貿易会社を営いとなむ実業家、エリカの支援者でもある優しい紳しん士しアシュリー・ゲティングズ。彼は一体何者なのだろう。

　エリカはここにきてやっとアシュリーという人物を真剣に知りたいと思った。





[image: ]






「何なんだ、あの娘!?　いきなり刺とげ々とげしい態度とりやがって！　俺が何をしたというんだ!?」

　エヴァが温室に戻るとアシュリーは憮ぶ然ぜんとした顔で紅茶を飲み、エヴァの顔を見るなり不満をぶちまけた。

　エヴァは軽く肩を竦め、呆れた表情で彼を見下ろす。

「何かやってしまったのでしょ。貴方、けっこう無む神しん経けいですからね」

　そう言いながらエヴァは先ほどエリカと見ていた蛹のとまった枝を取り、慎しん重ちように蛹を枝ごと飼し育いく用のガラス瓶びんに移した。

　アシュリーは面白くなさそうにその様子を眺め、ご機嫌斜ななめにカップをソーサーに戻した。

「それで？　お前の顔からすると、今日も正解だったようだな」

　アシュリーの投げやりな言い方にもエヴァは薄く笑い頷いた。

「えぇ、今日も大正解。よっぽどの遺い伝でん異常がない限り、この蝶は黄色ですからね。……そちらのフーヴァー男だん爵しやく夫人の方はいかがでしたか？」

　エヴァの質問にアシュリーは少し機嫌を直し、ニヤリと笑い口を開く。

「あぁ、首しゆ尾びは上々さ、お前たちの調査どおりだよ。あの男、ルビーの請求書を自分の屋敷に回していたみたいだな。嫁の方もすぐにピンときてくれたよ。馬鹿な男だよ、浮気相手へのプレゼントの請求を自宅に回すなんて、自分で浮気をばらしているようなもんだろ。……まぁそのおかげで、こっちは呪いの依頼も二件入ってありがたいものだがな。旦だん那なと浮気相手に制せい裁さいを、だってよ……女はおっかないねぇ」

　アシュリーは口の端だけを上げて笑うと、調査書をめくり少し考え込んでから改めて口を開いた。

「フーヴァー男爵の周囲に『夫人がゲティングズに呪いの依頼をした』って噂うわさを撒まいておけ。どうせ奴やつは嫁に恨うらまれている自覚があるだろ、あの男は嫁の父親の金でなんとか貴族の面めん目もくを保っているだけだからな、ビビって勝手に自じ滅めつするさ」

　くつくつと笑い、アシュリーは体面を気にするくせに昔の悪い癖くせがいつまでも抜けない、元色男のフーヴァー男爵の好色そうな媚こびた笑みを思い出す。

「それと、カーリンの未み亡ぼう人じんだが……あの女は結構ツラの皮が厚い、噂ぐらいじゃビビリもしないだろう。金貸しのジョンソンとも火遊びしているからな、ジョンソンの周辺に『貴族と違って金貸しのベッドマナーはなってない』とでも囃はやしておけ。金貸しが女め狐ぎつねと盛大に揉もめてくれる。……これでマダムのご希望どおり『制裁』が二人に下るだろうよ」

　皮肉を込めてアシュリーが笑うと、エヴァも肩を竦め意地悪く笑う。

「あら、大変な天てん罰ばつだこと。さっそく『呪い』を実行しておきますね」

　エヴァはティーセットを片付け、エリカが使っていたカップを下げると意味深に声を低くする。

「あんまり意地っ張りだと、チョウチョも逃げちゃいますよ？」

　エヴァは蛹の瓶とティーセットをワゴンに載せると、まだお茶を飲んでいるアシュリーを置いて温室を去っていった。

「……何がチョウチョだ。あんな小娘、青虫で十分だ」

　アシュリーは口を尖とがらせつぶやくと、顔を顰めたまま書類をめくった。
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　その日はアシュリーの屋や敷しきで行われるサロンパーティーのため、朝から使用人たちは皆みな忙いそがしそうだった。

　パーティーではエリカのお披ひ露ろ目めもあるらしく、エリカは暗い気持ちでまとまらない髪かみに櫛くしを入れる。いつもエリカの世話をしてくれるメイドのハンナは色とりどりのドレスを並べ、今日のパーティーにふさわしい一着を決め兼かねていた。

「エリカ様はお若いですから、華はなやかな明るい色が似合うと思うのですが……ピンクと黄色、どちらがよろしいでしょうね？」

　ハンナの楽しそうな声にエリカは相あい槌づちを打ってはいたが、並べられた可か愛わいらしいドレスに尻しり込ごみしてしまう。レースたっぷりの花のようなドレスは花のように愛らしい女の子なら似合うだろうが、自分に似合うとも思えない。

「ハンナさん、私あの青いドレスがいいと思うの」

　エリカは隅すみに追いやられていた一番落ち着いたデザインのブルーのドレスを選び、少しがっかりした表情のハンナに罪ざい悪あく感かんを感じつつ、それを着ることにした。

　エリカの断だん固ことした主張により、着替えや入浴はエリカ一人ですることとなっている。ハンナはエリカの着替えの間だけ部屋を辞じ去きよし、エリカは一人でドレスを着始めた。

「……意外にこのドレス、デザインが……凝こっていたのね……」

　シンプルだと思っていたドレスは細かなところにたくさんのボタンやリボンがついていて、一人で着るにはなかなか骨の折れるものだった。

　エリカは独ひとり言ごとをつぶやきながらリボンに四し苦く八はつ苦くする。コルセットはハンナに手伝ってもらっていたが、こんなことならドレスも手伝ってもらえばよかったかも……そう後こう悔かいしたところで、背中にびっしりと並ぶボタンと飾かざりリボンにギブアップした。

「ハンナさ～ん、やっぱり着替え手伝ってください」

　ドアの向こうに声をかけたが返事がない。

　エリカは小さく扉とびらを開き頭だけ出して廊ろう下かを見たが、ハンナも他の使用人の姿もなかった。

　どうしよう、エリカが途と方ほうに暮れていると、廊下の向こうにエヴァの姿が見えた。

「エヴァさ～ん、ちょっとだけ助けてください～！」

　エリカが慌あわてて声をかけると、エヴァはどうしました？　といつものように穏おだやかに微笑ほほえみやってきてくれた。

　エリカは急いでエヴァの手を引き部屋に招き入れると、まだ半分開いたままのドレスの背中を見せた。

「あの、背中のボタンが全然できなくて……エヴァさん、留とめてくださいませんか？」

　エリカは少し恥はずかしそうに懇こん願がんする。大きく開いたままのエリカの背中を見てエヴァはくすりと薄うすく笑い、そっと肩けん甲こう骨こつに触れた。

「エリカ様、私にこんなことを頼んでよろしいのですか？」

　エヴァの小さなささやきをエリカは叱しつ責せきだと思い、少し肩を震ふるわせ謝しや罪ざいする。

「あの、本当にお忙しいところ不ぶ躾しつけなお願いでごめんなさい。……このままの状態でいるのも恥ずかしかったし、ハンナさんもいつ戻るのかわからなくて……」

　エリカの恥ずかしそうな言い訳にエヴァは低く笑い、背後から耳元にささやいた。

「あら、私は迷めい惑わくなんて思っていませんよ。むしろ、役得だと喜んでおりますから」

　そう言うとエヴァはエリカの背中のボタンを丁てい寧ねいに留め、飾りリボンをゆっくりと結んでいく。美しい指先でリボンを結びながら、エヴァは含み笑いをした。

「エリカ様、こんなふうに可愛らしく困った顔をアシュリー様にも見せてやりなさいな。男なんて馬ば鹿かですからね、すぐに跪かしずきますよ」

　意い味み深しんな低い声にエリカは首を傾かしげると、エヴァは色っぽく赤い唇くちびるを持ち上げ笑い最後のリボンを強く締めた。

「はい、完成！　エリカ様、よろしければこのまま私が髪とお化け粧しようを整えますが、いかがですか？」

「ありがとうございます！」

　エヴァの申し出にエリカは即そく答とうする。

　美しいエヴァに化粧をしてもらえれば、いつもより少しは綺き麗れいになれるかもしれない！　エリカはそんな期待に目を輝かせると、エヴァは楽しそうに笑ってエリカの髪をひと房ふさとって口付ける。

「本当に愛らしいこと。……私がとびきり可愛くしてあげますからね」

　エヴァの色っぽい仕し草ぐさに思わずエリカが頰ほおを赤くすると、彼女は機き嫌げんよく微笑み化粧道具を並べ、エリカの頰を柔やわらかに撫なでてから化粧をし始めた。




　広間の手伝いに駆かり出されていたハンナが慌てて部屋に戻ってきたころには、エヴァの手によりエリカの支し度たくはすっかり整えられ、あとは真しん珠じゆのイヤリングをつけるだけになっていた。

　エヴァに化粧されたエリカは清せい楚そで愛らしく、ロイヤルブルーの上品なドレスに負けない美しい仕上がりだった。

「なんて可愛らしいお嬢じよう様さまですこと！」

　ハンナが手て放ばなしで褒ほめると、エリカはくすぐったそうに微笑む。

「エヴァさんのお化粧のおかげよ」

　エリカの照れた声にエヴァも笑い、優しく耳たぶにイヤリングをつけると内ない緒しよ話のように声を潜ひそめた。

「ねぇ、エリカ様。女の子は誰だれでもお姫様ですよ。もっと自信を持ってくださいな。貴方あなたは貴方が思うよりずっと可愛い女の子なのですから」

　エヴァの励はげましにエリカは頰を染め笑う。

「ありがとう、エヴァさん。ちょっと元気出ました」

　エリカの微笑みをエヴァは眩まぶしく眺ながめ、少しだけ意地悪く笑うとポケットから出した香水をエリカの首の後ろにひと振りする。

「ちょっと、悔くやしいから。……これはほんの悪戯いたずら」

　エヴァはそう言って笑うと、お姫様になったエリカをパーティー会場に送り出した。




　控ひかえ室しつで待っていたアシュリーは、ドレスアップしたエリカを見ると驚おどろいたように目を見み張はった。そうして心動かした様子を少しバツが悪そうに視線を彷徨さまよわせて誤ご魔ま化かし、彼はようやくいつもの綺麗な微笑みを浮かべた。
















「エリカさん、今日もとっても綺麗だね！　青いドレス、本当によく似合っているよ。神の国にしか咲かないという青あお薔ば薇らのように麗うるわしい」

　アシュリーの絶ぜつ賛さんにエリカはぎこちなく笑う。

　あの不気味な部屋での一件以来、エリカはアシュリーに対する違い和わ感かんに加え疑ぎ惑わくや疑ぎ念ねんも抱いている。こうして美しく着飾って褒められたことが嬉うれしい分だけ、言い様ようのない不ふ快かい感かんも感じている。

　──この人は本当に私を綺麗って思っているの？　綺麗って言葉に喜ぶ私を見て、嘲ちよう笑しようしているのではないの？

　エリカが複雑な気持ちのままアシュリーの腕に手をかけ寄り添そうと、彼は僅わずかに顔を顰しかめ不機嫌につぶやいた。

「……アイツ、マーキングのつもりか？」

　口の中だけでつぶやかれた小さな声にエリカが首を傾げ見上げると、彼は慌てて表情を繕つくろいさりげなくエリカに問いかけた。

「香水なんて、君にしては珍めずらしいものをつけているね。どうしたんだい？」

　エリカは少し鼻を動かし、僅かに漂ただようエヴァの香りに笑い頰を染め答えた。

「お化粧した時にエヴァさんがつけてくれて……。この香水、エヴァさんと同じ薔薇の香りだから……ちょっと安心します」

　アシュリーには滅めつ多たに聞かせない彼女の柔らかな声に、彼は不満に顔を強こわばらせ冷たく言い放つ。

「何も知らなそうな顔をして、君って意外とプレイガールだね」

「……えっ？」

　唐とう突とつな言葉にエリカは驚き固まると、アシュリーは冷たい微笑みを浮かべ戸と惑まどう彼女を見下ろす。

「ごめんね、エリカさん。女性の意外な一面を知るのが楽しいことだけではないって、思い知らされただけさ」

　彼は冷たく言うと、そのまま口を閉じ黙だまったままエスコートを続けた。突然機嫌を悪くするアシュリーにエリカもムッとする。

　──何よ!?　何なのよ!?　私のこと振り回して、何が楽しいのよ!!

　口に出す勇気もない不満を胸の内で育て、エリカは顔を強ばらせパーティー会場である広間に入った。

　いつも美しく整えられている広間だが、今日はパーティーとあってたくさんの花と装そう飾しよくで一段と華やかになっており、煌きらめくシャンデリアの下には着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよたちの群むれが様々な彩いろどりを加え、まぶしいほどの豪ごう奢しやな光景だった。

「うわ～」

　色彩にあふれた素す晴ばらしい眺めに、エリカは少し口を開きありきたりな感かん嘆たんを漏もらし見み惚とれていた。

　エリカは自分をエスコートしているアシュリーがご機嫌斜ななめだったことも忘れ、興こう奮ふんしたまま彼を見上げる。

「すごいですね！　こんなにたくさんの人がドレスアップして、お祭りみたい！」

　シークスの秋祭りだってこんな華やかさはない。エリカが目を輝かせ笑った。

　アシュリーはエリカの笑顔を見ると、怒りたいような笑いたいような複雑な表情をしてから「フンッ！」と鼻を鳴らしそっぽを向き、また黙りこくってしまった。

　──今日のゲティングズさん、気分の上下が激はげしいっていうか……なんか変。

　モヤモヤとしながらもエリカも黙ってアシュリーに寄り添いパーティー会場を進んだ。

　今日のサロンパーティーはアシュリーの事業の顧こ客きやくを中心としたもので、会場に入るとアシュリーは次々にゲストたちに挨あい拶さつをし談笑をしていた。しばらくエリカも横に付き添い、会話に入るでもなくニコニコと笑っていたが、アシュリーが商談めいた話を始めたのでエリカはそっと横を離はなれ、壁かべ際ぎわに移動した。

「……これが壁の花ってやつか」

　エリカは壁にもたれ会場の華やかな様子を眺めて小さく独ひとり言ごちた。言葉に出すと途と端たんにわびしくなり、誤魔化すように置いてあったチョコレートを食べた。

　アシュリーにエスコートされ、次々にゲストに紹介され華々しく社交会デビューをする。そんな期待をしていたわけではないが、あまりにもアシュリーが素そっ気けなくて少し悲しくなった。

　誰も知り合いのいないパーティーで、ゲストに紹介されるわけでもなくただ横に立って笑っているだけ。

　それだって、とびきり可愛い子がすれば絵になるけれど、この会場に一番馴な染じんでない田舎いなか娘むすめでは絵にもならない。

　──何なのよ！　何なのよ!!　こんなことなら図書室に籠こもっていた方がよかったじゃない！　誘われたからってパーティーとかにのこのこ出てきてお姫様気取りで！　私勘かん違ちがいがすぎるのよ！

　わびしさがだんだん怒りに変換され、怒りを鎮しずめるためにエリカは猛もう然ぜんとお菓か子しを食べ始めた。

　エリカは性格上悲しみが維い持じできない。悲しさはすぐに別の感情に変わってしまう。

　ここでしおらしく悲しげに立っていれば優しい紳士からお声がけがあったかもしれないが、怒りの表情で一心不ふ乱らんにプチフールを食べる乙女おとめに声をかける勇者はこの会場にはいなかった。

「お飲み物でもいかがですか、エリカ様」

　胸焼けがしそうなほどデザートを食べるエリカを見るに見かね、ローレンスが苦笑しながら声をかけてきた。

　エリカはようやく見知った顔に出会えホッとすると同時に、お菓子を食べまくる今の姿すがたに気恥ずかしさを覚えて頰を赤くし照れ笑いをする。

　彼が差し出したジュースを飲み一息つくと、とたんに弱気になってしまう。

「……早くパーティー終わらないかな」

　エリカがポツリとつぶやくと、彼は少し困ったように微笑みエリカの手をそっととった。

「あちらに女性用の休きゆう憩けい室しつがありますよ。そちらでお茶でも飲んでお寛くつろぎになってはいかがでしょう？」

　彼の優しい申し出にエリカは素直に頷うなずき、華やかで馴染めなかったパーティー会場を後にした。




　休憩室には誰もおらず、エリカはローレンスが運んだ紅茶を飲みながら一人の時間を楽しんだ。一人でぼーっとしていると、いろいろ考えることが浮かんでしまう。

　今日のパーティーの盛せい況きようさを見ても、アシュリーは世間に成功者として評価されているようだ。老ろう若にやく男なん女によ問わず皆がにこやかにアシュリーと親しく話し、彼もホストとして堂々と振ふる舞まっていた。

　魔ま法ほうに興きようじていたり既き婚こん女性と恋をする、そんな無む分ふん別べつな大人おとなにはとても見えない。社会的地位のある立派な人物に見える。

「あ～ぁ、いっそ直接聞いちゃえば手っ取り早いのに……それもできないんだよなぁ」

　エリカは溜ため息いき混まじりにつぶやき、温ぬるくなりつつある紅茶を飲んだ。

　自分のしっぽを追いかける犬のように堂々めぐりの思考に、エリカはもう一度大きな溜息をついた。

　エリカがぼんやりと沈み込んでいると、休憩室に一人の女性が入ってきた。赤毛を流行の縦たてロールにしオレンジのドレスを着た十代後半の少女はエリカの顔を見ると明るい性格を思わす表情でニッコリ笑い、嬉しそうに目を輝かせる。

「こんなところにいたー！　探したのよ、貴方のこと」

　彼女はそう言うと驚くエリカの隣となりにさっと座り、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべ自己紹介をした。

「驚かせてごめんなさい。はじめまして、私ヴェロニカ・キャラハンよ！　ところで貴方お名前は？　アシュリー様にエスコートされていたけど、どういったご関係なの？」

　突然の自己紹介と質問にエリカはびっくりしたまま、とりあえず挨拶を返した。

「えっと、エリカ、エリカ・ブライアーズ、です。ゲティングズ様の会社に雇やとわれた研究員というか……あの、関係というほど関係のある間柄では……ありません」

　戸と惑まどいながらのエリカの自己紹介に笑顔で頷くと、ヴェロニカは堰せきを切ったようにしゃべりだした。

「だってねぇ、アシュリー様が私たちファンの知らない女の子エスコートしてくるから、ビックリしちゃったわよ！　ねぇねぇ、婚こん約やく者しやとかそういうのじゃないよね？」

　想定外の質問にエリカはぎょっとし、慌てて首を横に振る。

「婚約者なんて、と、とんでもない！　私はただの雇われ人だから！　私的にはほぼ無関係っていう関係だから！」

　エリカの答えにヴェロニカはあからさまに安あん堵どし、笑顔になった。

「安心した～！　アシュリー様が結婚しちゃったら、私もファンのみんなもショックで寝込んじゃうから～」

　何という返事をすればいいのか、エリカが曖あい昧まいな笑顔を浮かべたまま考えていると、ヴェロニカは気にした様子もなく質問を続ける。

「貴方ってアシュリー様の御お宅たくに住んでるって噂うわさホント？　ねぇアシュリー様っておウチではどんな感じなの？　やっぱりいつも紳士で素す敵てきなんでしょうね！　いいなぁ～、私もここに住みた～い！　アシュリー様の寝起きとか見てみた～い！　ねぇ、どうしたら、その研究員とかになれるの？　秘書とか募集してないの？　ところであのアシュリー様の秘書ってアシュリー様と付き合ってるってホント？　いいなぁ、エリカ、いいなぁ～!!」

　エリカが答える隙すきもなく質問攻ぜめというよりも、勝手にしゃべりたいだけしゃべり、ヴェロニカは置いてあった水を自分でグラスに注そそぎゴクゴク飲んで一息ついた。

「あ～、今日もアシュリー様カッコイイよねぇ。あの若さでゲティングズ子し爵しやく家けの当主様だし！　知ってる？　アシュリー様って今の国王様とも親しくてご相談役もされているのよ！　やっぱ『偉い大だいなる魔ま術じゆつ師し』の血ち筋すじ様だもんねぇ、王家と親交深くて当然よねぇ。私も花嫁の座狙ねらいたいけど、やっぱりお金持ってるくらいじゃ無理よねぇ～、憧あこがれるなぁ～！　ね、エリカもそう思うでしょ！」

　勝手に盛り上がり勝手に盛り下がり、ついには勝手にアシュリーのファン仲間にされ。エリカはタジタジとなりながらも、ヴェロニカの語った気になる単語に目を見開いた。

「……それって、本当ですか？」

　エリカの問いにヴェロニカは何度も頷きながらわけ知り顔でしゃべる。

「そうよぉ～、知らなかったの？　アシュリー様のおうちは子爵ではあるけれど、歴史も古くて由ゆい緒しよも正しいの。下手な家柄では釣つり合あい取れないって言われてるほどだから、お金持っていても商人とか平民じゃ結婚できないらしいわ」

　真剣な顔でアシュリーの話を聞くエリカに、ヴェロニカは何を勘違いしたのか同情にも似た視し線せんを向けた。

「……がっかりしないで、エリカ！　私たちみんなアシュリー様のことは憧れとして応おう援えんしているんだから！　夢の王子様でもいいじゃない、みんな一いつ緒しよよ！」

「いや、そこじゃなくてっ！　ゲティングズ子爵家が魔術師云うん々ぬんって、とこ！」

　エリカの剣けん幕まくに気持ちよくしゃべり続けていたヴェロニカはようやく口をつぐみ、エリカの質問に答えた。

「え、えぇ、えぇ、そうよ。ゲティングズ子爵家はこの国の建国を支えた黄金の魔術師グリフィスの末まつ裔えいって言われているわ。その関係で今でも王家の儀ぎ典てんなんかに参加されていて、魔術師協会の頭首だって公然の秘密だから……ね」

「……魔術師って……そんな、お伽とぎ話ばなしじゃあるまいし」

「で、でもぉ、結構有名な噂よ！　ゲティングズ家は代々魔術師で、今でもその魔術でこの国の王家に仕えているって……魔術師としてのアシュリー様の顧客には政財界の要よう人じんとか社交界のお歴々とかがいるって……いつもパーティーでは上位の顧客だけ参加できる交こう霊れい会かいがあるって言われているわ……私は行ったことないけど、そんな噂もあるのよ」

　あまりに真剣な顔にヴェロニカは引き気味に答え、彼女が怯おびえても気にせずエリカは眉まゆをきつく寄せ険けわしい表情で考え込んだ。

　人の噂なんて当てにならないものに振り回されるのも馬鹿馬鹿しい。だけど、一人もやもやと思い悩んでいるのは、もっと馬鹿馬鹿しい。

　エリカは決意すると顔を上げた。




「ねぇエリカ、やめましょうよ～。見つかったら怒られない？」

　忍しのび足で西の棟とうを探たん索さくし一つずつ部屋を開け確認するエリカに、ヴェロニカは小さく声をかける。

「だったらついてこなければいいじゃない。とりあえずヴェロニカさんは怒られないわよ」

「えぇ～～～!?」

　ヴェロニカはエリカの冷たい言葉に非ひ難なんの声を上げるも、おっかなびっくり後ろについてくる。

「そりゃ、私も気になるしぃ……でもさぁ、エリカってアシュリー様に雇われているのでしょぉ？　ご不ふ興きようを買ったらまずくないの？」

「……判わからないことを判らないままにしておくの、気持ち悪いもの。……後のことは……後で考えればいいのよ」

　エリカは自分に言い聞かせるように強い口く調ちようで言った。「嘆なげかわしい」というダドリー司し祭さいの声が聞こえるような気がしたが、エリカはあえて無視をする。

　このコソ泥めいた行いがアシュリーの不興を買って解かい雇こされる、その可能性は否ひ定ていできない。しかし、このままアシュリーに対し疑いの目を向け続けることも精せい神しん衛えい生せい上じようよろしくない。

　白か黒かを突き止め、エリカは自分のアシュリーへの気持ちもはっきりさせたい。──胸に燻くすぶる小さな熱をどんな感情に育てていいのかを、自分でも見み極きわめたかったのだ。

　神しん妙みような顔のヴェロニカを従したがえ、エリカは使用人の目をかい潜くぐり西の棟の探索を続ける。二階の部屋を確かめる途中、少し広めの部屋を見つけた。

　部屋の奥に置かれた小さな机を半円状に取り囲むように椅い子すが十数脚配置されており、絨じゆう毯たんの敷かれていない剝むき出しの黒ずんだ床には白いチョークで大きな円形の模様が描えがかれていた。

「ちょっ、エリカ、ちょっと！　これって魔法陣じゃない!?　す、スゴ～イ！　あの話はホントなのよ！　アシュリー様が魔術師だなんて……カッコよすぎるぅ～～～！」

　興奮気味のヴェロニカの声をエリカはどこか遠い気持ちで聞いていた。床に描かれた模様を血の気の引いた顔で凝視し、エリカはわけのわからない怒りと恐怖を感じていた。

『とっても怖い魔法使いがさらいに来るわ』

　母の声がエリカの頭に浮かび警けい鐘しようを鳴らす。どくどくと心臓が喧やかましく暴れ息苦しくて呼吸が次第に速くなる。

「……気持ち悪い」

　不快感に小さくつぶやくと、「あっ！」とヴェロニカが小さな叫びを上げエリカの腕を引っ張った。

「誰か来る！　隠かくれなきゃ!!」

　ヴェロニカは青い顔のエリカを引きずり、部屋の隅すみに押しやられていたほこりよけの布が掛けられた大きな彫ちよう像ぞうの後ろに隠れた。

　エリカとヴェロニカが小さくなって隠れていると、部屋には十人程の着飾った紳士淑女が入ってきた。皆、アシュリーのパーティーに参加していたゲストたちで、一様に興奮した様子で何事かをささやき合っている。

「皆様、どうかご自由に席にお座りください」

　最後に部屋に入ってきたアシュリーがそう声をかけ扉を閉める。

　アシュリーと一緒に入ってきたローレンスは机の燭しよく台だいに火を灯ともすと、部屋の明かりを落としていく。薄暗くなった部屋にゲストたちは小声でささやき合い騒ざわめく。何かへの期待に満ちた、騒めきだった。

　ゲストが全員着席すると、アシュリーは中央の机の前で一礼し、ローレンスに合図を送る。

「今こ宵よいは遠く海を越えやってきた宝石の力を借り、地じ獄ごくの君主千せん里り眼がんのヴァッサゴを召しよう喚かんして、皆様の憂うれいごとを幾いく許ばくか晴らしたいと思います」

　アシュリーの講こう釈しやくと共に、ローレンスがゲストたちにカードとペンを配りだす。カードは片面が白紙、もう片面にはトランプのようにすべて同じ模様が印刷されていた。

「お手元にお配りしたカードの無地の面に、今ヴァッサゴに尋たずねたい質問とご自分のサインをお書きください。どうか地獄の君主を愚ぐ弄ろうするような内容だけは避さけてくださいね。私といえども、悪魔に対し万能ではありませんので」

　アシュリーの言葉にゲストたちは感嘆の声を漏らし、それぞれが真剣な顔でカードに何かを書いていく。全員が書き終えると、ローレンスは質問の書かれた面を下にしてカードを回収し、無言のまま綺麗に角を揃そろえアシュリーの机の上に伏せて置いた。

「それでは始めましょう」

　アシュリーはそう言うと拳こぶし大ほどの水晶の結晶をカード束の上に置く。透とう明めいの水晶の中にはキラキラと金色に光る無数の針が煌き、神しん秘ぴ的てきな美しさだった。
















「急ぎ、みな来よ、霊たちよ。汝なんじらの王の魔力によって、汝らの王たちの七つの王おう冠かんと鎖くさりによって、地獄の霊はすべて、我われが呼ぶときには、この魔法の輪の前に現れねばならぬ。汝らはすべて、我に従い、力の及ぶ限りわが望みを叶かなえよ」

　アシュリーはその美しい青あお紫むらさきの瞳ひとみを半はん眼がんにし、低く朗々と呪文を唱となえる。

「東西南北、四方より来よ。神なる者の機能にかけて、我、願い、命ずる、ヴァッサゴよ来たれ、穏やかに、目に見える様に。好意的に、そして遅れることなく。……我が望むとおりの姿で」

　ゲストたちが固かた唾ずを吞のみ彼をじっと見ていると、風もないのに蠟ろう燭そくの炎がゆらゆらと踊おどりだす。数人のご婦人が小さく悲鳴を上げると、また炎は静かになった。

「ようこそ、親愛なる友ヴァッサゴよ。どうか貴き殿でんの偉い大だいなる力で我らの曇くもりを晴らしておくれ」

　アシュリーの声に応えるようにまた蠟燭の炎が揺ゆれる。彼はそれを見ると頷き、水晶に手をかざした。

「……あぁ、なるほど……。望みは復ふく讐しゆうを司つかさどりしアラストールが必ず果たす、とヴァッサゴは申しております。マダム・フーヴァー」

　アシュリーの言葉にゲスト席にいたフーヴァー男爵夫人が小さく叫びを上げ、頰を紅こう潮ちようさせる。アシュリーはフーヴァー男爵夫人に微笑むと水晶の下のカードを一枚引き抜き読み上げる。

「ゲティングズ氏に依頼した呪のろいはいつ完了するのか？　とのことですか……地獄の君主ヴァッサゴもああ申しておりますし、ご心配なさらずにお待ちくださいね」

　アシュリーは苦笑いして読み上げたカードを伏せ、また水晶に手をかざす。

「……ふむ、西方に転てん機き有り、と申しております。ミスター・レンツェン」

　今度は中年の紳士が驚き立ち上がる。アシュリーは平然としたまま、また水晶の下からカードを引き抜き質問を読み上げた。

「開かい拓たく中ちゆうの二つの商談、どちらがより有利か？　とのことですね……、どうやら西の方角のものがよいようです、ミスター・レンツェン」

　レンツェン氏は目を見開き驚きよう愕がくの表情で何度も頷き、腰が抜けたようにゆるゆると椅子に座り込んだ。

　こうして、アシュリーは次々とゲストたちの質問に答えていく。

「娘の婚期を知りたい、ですか……ふむ、よき縁えんは神の用意するもの、準備を怠おこたるな。とのこと」

「雑誌で連載している恋愛小説の続きがどうなるのか、ですか……ハハ、我が友ヴァッサゴが申すには、そのような野や暮ぼなことには答えたくない、だそうですよ。大人しく続きを待たれた方がいいみたいですね」

　アシュリーはカードを見る前に質問に答え、答え合わせをするように後で質問内容を確認する。

　その一連の不ふ思し議ぎな技にゲストの皆が興奮の呻うめきを漏らし、会場は静かだが異い様ような熱気に包まれていた。

　そうこうしているうちに、カードは最後の一枚になる。アシュリーは水晶に手をかざすと、少し眉を寄せ難しい表情になる。

「……この質問を、皆さんの前で答えることはできません。どうかご理解ください、マダム・ナイセル」

　アシュリーは苦しげにそう伝えると、一人の婦人がわぁっと声を上げて泣きだす。アシュリーは苦しい顔のまま、悪魔を帰き還かんさせる呪文を唱え交霊会の終了を宣言した。

　泣き続けるナイセル夫人を遠巻きにし、ゲストたちはアシュリーを囲かこんで口々に神秘的な体験を語り合いながら部屋を出ていった。

　ローレンスは最後まで座って泣いていたナイセル夫人に優しく退室を促うながす。

「マダム、暖かい客間をご用意しております。どうぞ、そちらで」

　ナイセル夫人はフラフラと力なく立ち上がり、執しつ事じに支えられながら部屋を出ていった。




　全員が部屋から出て行き帰ってこないことを確認すると、エリカは彫像の陰から顔を少しだけ出し念のため周囲を窺うかがう。

「～～～～～っ!!　フガッ!?」

「ご、ごめんっ！　大丈夫？」

　エリカはヴェロニカの口を塞ふさいでいた手を慌ててどかし、目を白黒させて咳せき込こむ彼女に謝罪した。

「ゴホッ、～～～大丈夫じゃないわよぉ！　途中で死ぬかと思ったぁ～！　ひどいよぉエリカぁ～」

　ヴェロニカは咳き込みながらも涙目で抗こう議ぎする。

「も、本当にごめんなさい！　……だって、ヴェロニカさん、大声上げそうになるから……」

　謝罪しながらのエリカの釈しやく明めいにヴェロニカは気を悪くすることもなく、逆に喜び興奮した様子でエリカの顔を見た。

「大声も出すわよ！　さっきの見た、エリカ！　すごすぎるわ！　あんなことってあるの!?　アシュリー様って本当に魔法使いよぉ!!　キャァァァ～～～ン!!　悪魔を呼びだして皆の質問に答えるなんて、カッコイイ～！　カッコよすぎるぅ～！」

　ヴェロニカは頰を上気させ感嘆の悲鳴を上げる。エリカは青い顔で先ほど見た交霊会という儀式を思い出し、悪魔を呼び出すという背はい信しん的てきな所しよ業ぎように眉を顰ひそめた。

「……悪魔だなんて……そんな噓うそよ……ありえないわ」

　エリカのつぶやきにヴェロニカは興奮したまま反論した。

「え～っ!?　エリカはアレがニセモノだとでも言うの？　だって、貴方も見たでしょ！　アシュリー様は中身を見ずにカードに書かれた質問に答えてたのよ！　そんなこと普通の人間にできるわけないじゃない。絶対、呼びだした悪魔の声が聞こえてたんだわ！　アシュリー様最高!!」

　ヴェロニカに言われエリカも先ほどの「魔術」の様子を思い出してみる。

　アシュリーは伏せられたままのカードの質問に答え、ゲストに確認した後にカードを開き確かめていた。ゲストのカードを集めたのは執事で、彼もカードの中身を見ることなくすぐに揃えて机に伏せている。

　仮に助手をしていたローレンスがカードの中身を見ていたとしても、アシュリーと彼は会話を交わすことなくカードの受け渡しは時間をかけずに行われていた。

　十数人にも及ぶ質問の内容を間違うことなくアシュリーに伝えるのは不可能だろう。

　カードの質問はその場で書かれているから事前に知ることもできない。──アシュリーはカードを見ることなく中身を知り質問に答えた。

　そんな「奇跡」を、衆しゆう人じんの前で行ったことになる。

　エリカは頭を抱え一連の検けん証しようを頭の中で何度もしたが、前回の光る石と同様に、理解不能なことが起きた、ということしか解わからなかった。

　エリカが懸けん命めいに考え込んでいる横で、ヴェロニカは暢のん気きに歓声を上げながら机の上の水晶を見ていた。

「スゴぉ～い！　このルチルクォーツ、中の金きん紅こう石せきの赤みがすごく強いよ！　珍し～い！　アシュリー様も遠く海を渡ってって言っていたし、東洋の産出のものかしら？」

　ヴェロニカのはしゃいだ声にエリカは反応した。

「……ヴェロニカさんって、鉱こう石せきに詳しいの？」

　エリカの問いにヴェロニカは小首を傾げ笑う。

「あれぇ、言ってなかったっけ？　私のうち、宝石商やっているのよ。だから、どんなに想い合ったとしても商人の娘の私とアシュリー様とは結ばれないのよぉ～。身分違いの恋なのよ、悲恋よねぇ～」

　後半のヴェロニカの言葉はまるっと無視して、エリカは質問を続けた。

「ねぇ、ヴェロニカさんは鉱石の欠片かけらとか見たら、それがどんな石かわかったりする？」

「え？　そうねぇ、わかるのもあるけどわからないのもあるわ。お父様とかうちの鑑かん定てい士しとかはかなり詳しいけど……それが何？」

「……ねぇヴェロニカさん、私の部屋に来てくれない？　見て欲しい石があるの」

「いいよぉ！　エリカの部屋に遊びに行けるの、嬉しぃ～！」

　ヴェロニカは水晶の結晶を眺めエリカの申し出を軽く引き受けた。

　沈しずんだ表情のエリカとは対照的にヴェロニカは楽しそうな表情で、机の上の水晶を手にとった。

「ちょっと、勝手に触さわるとまずいって！」

　エリカは慌てて止めたが、ヴェロニカが水晶を持ち上げた拍ひよう子しに水晶の下に伏せられていた最後のカードが床に落ちた。エリカは急いで拾い、元の位置に戻そうとして何なに気げなくカードを見た。

「……あれ？」

　拾い上げたカードには「ゲティングズ氏に依頼した呪いはいつ成じよう就じゆするのか」と書かれており、フーヴァー男爵夫人のサインも記されていた。

　フーヴァー男爵夫人の質問は最初で、最後の質問はナイセル夫人のはず。エリカが首を捻ひねっていると、ヴェロニカがエリカの腕を引っ張る。

「ねぇねぇ、早くエリカのお部屋に行きましょーよぉ！　私お友達のお部屋に遊びに行くの大好きなんだぁ、ワクワクする！」

　急せかされエリカは拾ったカードを伏せて水晶を乗せて元の位置に戻し、はしゃぐヴェロニカと一緒に客間を後にした。




　怪あやしまれないように一いつ旦たん休憩室に戻ってから、二人はエリカの部屋に向かった。

「あ、あのハンナさん、パーティーで知り合って……その、ゆっくりお話しがしたかったから、こちらにお連れしたんですが、……構いませんか？」

「お邪じや魔まいたしますわ。五番街で宝石商を営いとなむキャラハンの娘、ヴェロニカと申しますの」

　ハンナはさっそくエリカがパーティーでアッパークラスの上品なお友達を作れたことを喜び、嬉しそうにお茶の用意をしていた。

　ハンナがティーセットを置いて出て行くと、それまで上品に黙って微笑んでいたヴェロニカの目が輝く。

「うわぁ～～～ん、エリカのお部屋かわいぃ～！　すごく素敵なお部屋じゃない！　ねぇ、このお部屋ってエリカの趣しゆ味み？」

　ヴェロニカは飛び上がらんばかりに興奮し、部屋を見回す。

「いいえ。滞たい在ざい用ようにって、はじめから用意されていた部屋だから……」

　エリカはヴェロニカの熱気に押されるように答える。

「えっ!?　用意されてたの？　ってことは、アシュリー様の趣味なの？　やだァ、アシュリー様って意外と乙女な趣味なのね！　そんなとこもステキぃ～!!」

　さっそくヴェロニカはキャアキャア歓声を上げエリカの部屋のチェックをしている。

　エリカは少し疲れを感じたが、あえて何も言わず引き出しの奥に隠しておいた例の「光る石の欠片」を取り出した。

「お部屋の品ひん評ぴようは後でゆっくりしましょ。──それで、この石だけど……」

　ハンカチに乗せたままエリカはヴェロニカに差し出す。

　ヴェロニカは小指の先ほどの小さな石をつまむと、何度か角度を変え見つめてからランプの光にかざし、じっと観かん察さつする。

「……うぅ～～～ん、多分コレ、フローライトだと思う。まぁこれは磨いても宝石にはならない屑くず石いしだけどね」

「フローライト……それってどんな石？　すごく珍しいものとか？」

「ううん、全然。もっと綺麗な透明度が高くて色がいいフローライトは研けん磨まして宝石として扱うけど、この石って柔らかいからすぐ傷がつくし割れるの……よく採とれるものだし宝石としての価値は低いわ。……透明なものはレンズにするって聞いたことあるけど、加か工こう賃ちんの方が高くつくし、石自体にはあまり値段がつかない、そんな感じのものよぉ」

　エリカはヴェロニカの言葉を聞きじっと考え込む。ヴェロニカの話からすると「フローライト」はそれほど特別なものではないようだ。

　エリカはヴェロニカの指先にある白はく濁だくの石せつ塊かいを睨にらみ、仄ほのかに光っていた不思議な光景を思い出していた。

「……石が光ったら……それってすごいわよね？　珍しいわよね？」

　エリカの問いがヴェロニカには意い図とが見えず、困ったように笑った。

「そうでもないわよぉ。うちは宝石が専門だからそれほど詳しくないけど、工業用に取引されている鉱石は結構変わった特性があるものも多いしぃ。宝石でも乾かん燥そうすると枯かれて割れるオパールとか、熱を入れると色が変わるものだってあるの。石って皆が思っているより奇妙なものなのよ。そのフローライトも東の方じゃ『蛍ほたる石いし』って呼ばれているから……」

「ひ、光るの？」

「いや、私は知らないないけどぉ……単純に蛍の光みたいに淡あわい色の石って理由の名前かもしれないからね」

　ヴェロニカはそう解説すると、石の欠片をエリカに返し笑った。

「それよりエリカぁ、もっとお部屋見せてよぅ～。このお部屋、アシュリー様の趣味だと思うと興奮してきたァ！　せっかく用意していただいたし、お茶もしましょ！」

　ヴェロニカはエリカの手を引き部屋のインテリア鑑かん賞しよう会かいのガイドをするように頼むとキャラキャラと笑った。

　二人で部屋のあちこちを眺め、鏡きよう台だいの装飾に感嘆してからお茶をいただくことにした。用意されていたクッキーをつまみながらヴェロニカはうっとりと溜息をつく。

「いいなぁエリカ。私のウチお店やっているから応接間と客間は豪華だけど、それ以外は結構質しつ素そなのよ。私の部屋も兄さんが使っていた部屋だから、装飾が男子っぽくって……お部屋の壁紙変えるようにお母様にお願いしたら、『結婚せずにこのままいかず後ご家けでこの部屋使うなら、壁紙変えてあげるわ』なんて言うのよぉ。ひどくない？」

「そお？　ヴェロニカさんのお母様の言うこともごもっともって思っちゃったわよ。私はこの部屋が豪華すぎて……実は落ち着かないのよ。根が貧びん乏ぼう性しようだから……」

「え～～～何それ!?　変なの！　私だったら嬉しくてみんなに自じ慢まんしまくっちゃうのにぃ」

　ヴェロニカは商家の娘らしく明るく人懐っこい性格で初対面のエリカとも親しく話し、エリカもそんなヴェロニカの空気にすぐに馴染み、二人は以前からの友達のように仲良くおしゃべりをしてお茶を楽しんだ。

　ヴェロニカが王都で流は行やっている髪型のことを熱く語っていると、ノックに続いてアシュリーが入ってきた。

「パーティー会場からいきなりいなくなるから心配したよ。おや？　エリカさん、さっそくお友達ができたんだね」

　アシュリーは勝手に会場から抜け出したことを咎とがめるでもなく、優しい笑みを浮かべエリカとヴェロニカを見る。

　突とつ然ぜんのアシュリーの登場に、ヴェロニカは顔を真っ赤にして黄色い悲鳴を上げそうな自分の口を必死で押さえている。

「挨拶もなしにお部屋に戻ってごめんなさい。こちらは会場で親しくしていただいたヴェロニカ・キャラハンさん。その……彼女とお話ししたくて、部屋の方に……」

　まさかアシュリーの秘密を暴あばくために会場を抜け出した、とも言えず、言葉を濁にごして説明するエリカの横でヴェロニカは勢いよく立ち上がり優雅に礼を取った。

「わたくし、五番街で宝石商を営んでおりますハリー・キャラハンの娘、ヴェロニカ・キャラハンと申します。エリカ様と親しくしていただけて、本当に喜んでおりますの」

　それまでエリカとお茶を飲んでいた時のだらけた話し方とは打って変わり、ヴェロニカは淑女らしく上品に微笑みアシュリーに挨拶をした。

　ア、アンタ誰よ？　あまりの変わり身の早さにエリカがぽかんと口を開きヴェロニカを見ていると、アシュリーはにこりと笑いヴェロニカに親愛の挨拶をする。

「やぁレディ・ヴェロニカ、エリカさんは王都に出てきたばかりでこちらでの友人が少なくてね。君みたいな素敵なレディがお友達なら私も安心するよ。どうぞ、このアシュリー・ゲティングズ共とも々ども、仲良くしてくださいね」

　彼は美しく微笑みながら自然にヴェロニカの手を取り、手の甲こうに軽くキスをする。一連の流れるような仕草に、ヴェロニカは顔だけでなく首まで赤くした。

　アシュリーはエリカの所在を確認しに来ただけらしく、挨拶が済むとまたパーティー会場に戻っていった。

　去っていくアシュリーの背中をヴェロニカは赤い顔のまま見つめ、扉が閉まるとしばらくしてから「キャァァーッ」と黄色い悲鳴を上げエリカを振り返った。

「エリカ……私たちこれから親友よ！　大親友だからこちらにもちょくちょく遊びに来るからね！　アシュリー様のスケジュールが空いている時に重点的に遊びに来るつもりよ、よろしくねっ!!」

　ガシッと両手でエリカの手を摑つかみ、激しく握あく手しゆをする。ヴェロニカのわかりやすい申し出にエリカは引きつった笑顔を浮かべたが、勢いに負け頷くことしかできなかった。




　けっきょく、パーティーが終わる時間まで部屋でヴェロニカの熱い「アシュリー様のカッコイイところ」を聞かされ続けた。

　パーティーに出て愛あい想そ笑いをするのと、ヴェロニカの話に相あい槌づちを打ち続けるのとどちらが疲れるのか。

　そんな虚むなしいことを少し考えてしまったが、仕方がないこととしてエリカは諦あきらめた。

「じゃあ、また遊びに来るねぇエリカ！　五番街に来たらうちにも遊びに来てねぇ！」

　たくさんおしゃべりできて満足したヴェロニカは、笑顔で手を振り帰っていった。

「えぇ、私も今度遊びに行くから！　珍しい宝石とか見せてね！」

　エリカはまた会う約束をし、笑顔で手を振りヴェロニカを見送った。

　少し強引で図ずう々ずうしいが、どこまでもマイペースで明るいヴェロニカがエリカは嫌いになれず、むしろ好きになる。

　部屋に一人になると、エリカはもう一度「光る石の欠片」を取り出し見つめる。

「……フローライト……蛍石、伏せたカード……カードを見る前に中身がわかる方法……」

　アシュリーの行った「魔法」としか思えない様々な場面を思い浮かべ、エリカは大きく息をついた。魔法なんてものがあるとも思えないし、そんなものにアシュリーが関わっていると思いたくない。

　エリカは自身の魔法に対する強い嫌けん悪お感かんが、魔法だけでなくアシュリーにも波は及きゆうしそうなことに危機感を覚えた。

　──ゲティングズさんは一応私の恩おん人じんだし、教会にも多た額がくの寄き付ふをしてくれたし……そんな人が罪深い背信者だなんて思いたくないよ……。

　エリカはアシュリーの行ったことが魔法でないと証しよう明めいして、アシュリーが神に対する背信者ではないことを証明したかった。しかしエリカはその時、それがどういう結論に至いたるのかまでは考えてはいなかった。
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　ローレンスを見かけるとアシュリーは眉を顰め彼を呼んだ。人ひと気けのないテラスまで彼を引っ張り出すと、さっそく苦情を言う。

「おい、お前が『エリカがパーティーで知り合ったヤツをさっそく自室に連れ込んだ』なんて言うから……小娘が小娘同士で茶を飲んでいただけじゃないか!?」

　アシュリーの怒った顔にローレンスは薄く笑い首を傾げる。

「おや？　私は何も間ま違ちがった報告をしていませんよ。『エリカ様がお知り合いになられた人と親しくお部屋に籠られた』と言っただけですから。一体何を想像したんですか？　アッシュじゃあるまいし、エリカ様がホイホイ異性を部屋に連れ込むわけないでしょう」

「いつ私がホイホイ女を部屋に連れ込んだ……まぁ、いい」

　途中で弱まる反論にアシュリーは誤魔化すように咳せき払ばらいをしてから、改めて報告を求めた。

「それで、ナイセル夫人の方はどうなっている？」

「まだ、何とも……動どう揺ようが激しくて話を聞き出せる状態ではありません」

　ローレンスの報告にアシュリーは黙って少し考え込んだ。そんな主あるじにローレンスは報告を続ける。

「ナイセル夫人の周辺は少々厄やつ介かいです。あまり素す性じようのよろしくないゴロツキや、保険会社の調査員がうろついています。どうやらランドルフ様も目をつけてるらしく、何かと夫人とも接触をしているようで……この依い頼らい、おやめになった方がよろしいのでは」

　ローレンスの進言にアシュリーは苦笑し肩を竦すくめる。

「おいおい、危ない依頼だからこそむしれるのだろ？　調査員が入るくらいだ、かなりの額が動く契約をあのナイセル夫人は持っている、多少依頼料をふっかけても払うだろ。……ナイセル夫人を追い込むぞ。魔法でなければ解決できない、そう思わせろ」

　ひどく冷れい酷こくな顔で命じ、アシュリーは小さく笑った。光にあふれた室内からご婦人方が甘えた声でアシュリーを呼ぶ声がする。彼は冷れい淡たんな表情を消し麗しい紳士の仮か面めんを被かぶり直すと、軽やかに返事をしてパーティー会場に戻っていった。

「……厄介なことにならなければいいのですけどね」

　ローレンスは口の中だけでぼやき、主人が残していったグラスを片付けた。




　軽く前髪を直し、ジャケットに皺しわが寄っていないか確認してからアシュリーが客間に入ると、待ちわびていたフーヴァー男爵夫人が頰を染め彼の胸に飛び込んだ。

「待っていたわよ、アシュリー様。今日は貴方のおかげで、最高の気分になれたわ」

　アシュリーは喜き色しよく満まん面めんのフーヴァー夫人の頰を優しく撫で、頰に軽くキスをする。

「貴方の喜ぶ顔を見ることができて私も嬉しいよ、マダム」

　アシュリーはフーヴァー夫人の腰を抱き寄せ意味深に笑うと、彼女はほぅっと吐と息いきをこぼし彼にしなだれかかった。

「アシュリー様のアドバイスどおりに、今日の交霊会では呪いのことを尋ねられてよかったわ。他の悪魔にまで不幸が確かく約やくされたなんて……あの女、本当にいい気味だわ」

　嫉しつ妬とに歪ゆがんだ女の声にアシュリーは薄く笑うと、憐あわれな女の髪を撫で促した。

「さぁ、奥で祝しゆく杯はいをあげましょう。偉大なる地獄の君主に約束された勝利の前祝いを二人で行いましょう、マダム」

　アシュリーのささやきのままに頷き頰を染める夫人は、操あやつり人形のように彼の意のままに動いた。それでも彼女は自分の自由意思だと幸せな勘違いをしたまま、彼の用意したシナリオのままに喜び笑っている。

　若く美しい魔術師に肩を抱かれ、夫を掠かすめ取られた女は復ふく讐しゆうに喜び満たされた笑みを浮かべた。

「マダム、お願いした件、いかがでしょう？」

　自みずからシャンパンをサーブするアシュリーからグラスを受け取り、フーヴァー夫人は軽く笑う。

「大丈夫よアシュリー様。あの保険会社、私の父も多く出資しているの。担当の方と取り次ぐくらい大したことではないわ」

「あぁ、それは助かりました、マダム」

　安堵し柔らかに笑う若い男の頰に、フーヴァー夫人は色めいた視線を送る。アシュリーはその視線に応えるように笑顔のままグラスを傾かたむけた。

「それにしても、保険会社の調査課を紹介して欲しいなんて……どうなさったの？」

　フーヴァー夫人の疑問にアシュリーは小さく苦笑すると肩を竦めた。

「事業の方のあれこれで、いろいろ尋ねたいことがありましてね……。さぁ、そんなことよりマダム、今宵はとことん飲み明かしましょう！」

　アシュリーの明るい呼びかけにフーヴァー夫人も頷き、夫とその愛人に下される正義の鉄てつ槌ついを祝う美酒を一息に飲み干ほし笑った。
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　パーティーの翌々日、さっそくヴェロニカが大きなバスケットを持ってエリカを訪ねてきた。彼女の行動の速さにエリカは苦笑いもしたが歓かん迎げいし、資料を広げていた書しよ斎さいに招き入れた。

「えぇ～っ!?　今日はアシュリー様お仕事なの？　それにこの部屋、カビ臭い本ばかりじゃない！　エリカの部屋の方がいいよぉ」

「今、お部屋は掃除中なの。それに私も調べ物していたから……って、いきなり来るなんて思ってなかったから、仕方ないじゃない」

　エリカの笑いながらの抗議もヴェロニカは気にした様子もなく、積つみ重ねてある本の背表紙を見たり、適当に手に取りめくったりしていた。

「いっぱい本あるけど、これみんなエリカが読むの？　物理とか化学とか……私はこの『愛の詩集』くらいなら読めるかなぁ」

　しばらくそうしていると飽きたようで、ヴェロニカはバスケットを開けてお菓子を並べ始めた。

「とりあえず、いろいろ持ってきたわよぉ！　ベリーマフィン、チョコサンドクッキー、チェリーパイとチーズ入りスコーン……」

　バスケットから次々に出てくるお菓子たちにエリカは半なかば呆あきれながらも、礼を言ってお茶を淹いれることにした。

　エリカは広げた本を机の端に積み上げてスペースを作るとヴェロニカと一緒にティーブレイクをする。

　朝からずっと資料とにらめっこしていたエリカが疲れた目を軽く揉もみほぐしていると、ヴェロニカは不思議そうに右に首を傾げる。

「エリカってば、何をそんなに調べているのぉ？」

　興味薄そうに積み上げられた本を横目で見てスコーンにジャムを塗ぬるヴェロニカにエリカはマフィンをかじりながら答えた。

「……いろいろよ。魔術のこととか、悪魔のこととか……とにかく、わかんないことが多すぎて、いろいろ」

　エリカは答えながら、どうにももどかしい今の状況に大きな溜息をつく。

　一つ疑問に思い調べ始めるとソレがさらに疑問を生み、疑問はどんどん増えていく。調べれば調べるほど真実から遠のくような感覚に、エリカは早くもうんざりしていた。

「だってねぇ、魔術ってなんか不思議なことを適当にバァーッグワァーッ！　って感じなのかと思っていたのに、やたら理論だの数式だのが出てきて……検証しようにもそもそもその数式が正しいものかもわかんないし……とにかく前ぜん提てい条件もわからない複雑な分野だということが、わかっただけ。そういう虚しい状態なの」

　愚ぐ痴ちのような説明をすると、ヴェロニカは「ふぅ～ん」と適当な相槌を打って紅茶を飲んだ。あくまでヴェロニカの興味は「アシュリー様」であって、「魔術師」の部分は添そえ物ものでしかないようだ。

「つまりぃ、魔術師はそんな難しいことをパパパーってできちゃうスゴイ人ってことなのねぇ～。やっぱりアシュリー様、かっこい～わぁ～」

　ヴェロニカの答えにがっくり肩を落とす。

「そういうんじゃなくてさぁ」

　ぼやきながらエリカはマフィンをもう一口かじった。不服そうなエリカの表情を見て、ヴェロニカが不思議そうに今度は左に首を傾げた。

「ねぇ、魔法で不思議なことができたら『スゴイ！』って驚いておしまいじゃダメなの？　その仕組みがわからないとエリカは納なつ得とくできないのぉ？　おおっぴらには言わないけれど、この街じゃミンナ何かしら『魔法』を信じているよぉ、それこそ教会の教えと同じくらいに。何か困ったことが起こったら神様にお祈りもするけどおまじないもしたりするじゃない、それと一緒よ。むしろどこが違うの？」

　ヴェロニカの言葉にエリカの顔が渋しぶくなる。神聖な奇跡と理屈のわからないあやふやな魔法を同列に並べられることを不快に感じたが、それを否定する言葉をエリカは持っていなかった。

　神の奇跡は見たことはないが、アシュリーの行った『魔法』はエリカとヴェロニカも見ていたのだ。

「……でも、こんなの……変だもの」

　エリカの苦しい否定にまたヴェロニカは「ふぅ～ん」と興味なさげに相槌を打つと、それ以上何も言わなかった。エリカは満足そうにスコーンを食べるヴェロニカを見ながら、アシュリーのことを考えていた。

　彼が何者であるのか、自分が見た不思議な出来事は何だったのか、それを知ることが今の自分と何か関わりがあるのか。勝手に彼の事情に頭を突つっ込こんで、自分は何がしたいのだろう。

「……ちゃんと、信じたいの。信じさせて欲しいの」

　エリカは口の中だけでつぶやいて、胸の内に広がった苦さを誤魔化すように甘いチェリーパイを頰張った。

　空気を換かえるようにヴェロニカは流行りのお菓子と人気の仕立て屋の話を始める。

「これから流行るって言われているのは、腰の後ろに大きなリボンを飾るスタイルでぇ、リボンを大きく見せるためにコルセットで思いっきり腰を締めるらしいのぉ」

「えぇ～っ!?　やだなぁ、そんなの流行って欲しくないわ。普通に締めてもコルセットって苦しいのに……これ以上強く締めたら、倒たおれるわ」

　楽しいおしゃべりをしながらもエリカは頭のどこかでアシュリーのことを考えていた。彼のことをどう思っているのか、自分でもよくわからない。好きか嫌いか、異性として興味があるのか、そんなこともはっきりしない相手にモヤモヤする自分にもエリカは苛いら立だった。

　ひとしきりおしゃべりを楽しみ、お菓子がつきたころには窓の外は薄うす暗ぐらくなっていた。

「あ～あ」

　ヴェロニカは時間を確認して、大きな溜息をついて肩を落とした。

「もぉ、アシュリー様がいらっしゃらないのは残念だけど、これ以上長なが居いもできないわね……残念。門限もあるし帰るわねぇ」

　来た時同どう様ようの勝手な言い草にエリカが苦笑いをすると、ヴェロニカは悪びれた様子もなく笑い、ふと思い出したようにバスケットを漁あさりだした。

「そぅそぅ、今日の目的忘れるとこだったわ……エリカ、ハイ、これあげる」

　そう言って無む造ぞう作さに取り出したものは、キラキラと輝く十粒ほどの宝石だった。

　指先ほどの大きさで球型に研磨され、青みがかった緑色の美しい宝石をヴェロニカは玩具おもちやのように簡かん単たんに机の上に置いた。

「えぇっ!?　ちょっと、そんな荒く！　いや、あげるって、それ宝石でしょ！」

　あまりにぞんざいな宝石の扱いにエリカが慌てふためくと、ヴェロニカはコロコロ笑いながら補足説明した。

「アハハハ、慌てなくてもいいわよ。それは仕入れた段階でクラックっていうヒビが大きく入っていて商品にならないものなのね。高い石なら研磨し直すのだけど、フローライトは研磨代の方が高くつくから、そのまま廃はい棄きにするの。エリカ、フローライトが気になっていたみたいだから、それあげるわ」

　ヴェロニカは説明しながらフローライトを一粒取り出し、エリカの手の上に乗せ指差した。

「ほら、ココ。ヒビとヘコミがあるでしょ？　ヒビのない方を表にしてセッテッングしてもこのフローライトは透明度が高いから、どうしても傷が見えちゃうのよぉ。この石ね、ひと箱いくらで仕入れるから、こういうキズモノも混じっているの……まぁ、いろいろ気にせず貰もらってくれていいものよってコト」

「あ、ありがとう……でも、私、これを──」

　そこまで言って次の言葉を濁したエリカにヴェロニカは軽く笑い頷いた。

「わかってる、わかってるわよぉ。この部屋見た後だもん、言われなくても大体わかってるって。このフローライト、宝石として興味があるわけじゃないってことでしょ？　いいよ、気にしなくても！　捨てられちゃうより、エリカの勉強に役立った方がこの石たちにとってもいいことだと思うわ。実験とかに使いなさいよ。足りなかったらまた持ってくるしぃ」

　ヴェロニカの言葉にエリカは申し訳なさそうに眉を顰め、おずおずと頷く。宝石商の娘のヴェロニカに対し、宝石として扱われている石を身を飾るわけでも愛めでるためでもない「興味」を持つことがエリカにはなんとなく後ろめたかった。

「ごめんなさい。このフローライト、綺麗だけど……本当にありがとう」

　ヴェロニカはエリカの謝罪を軽く流し、ニコリと笑う。

「お礼ならまた遊びに来てもいいってことにしてよ！　今度はアシュリー様がお屋敷にいるとき狙ねらってくるから！」

　チャッカリとしたヴェロニカの笑顔にエリカも思わず笑顔になると、ヴェロニカは満足そうに頷き手を振り帰っていった。




　ヴェロニカが帰り一人きりになった静かな書斎で、エリカは貰ったフローライトをじっと見つめていた。

　透明に輝く青っぽい緑色の綺麗な石、大きく入ったヒビさえ美しい内包物のように見える宝石はアシュリーの部屋から持ってきた緑色を帯びた白濁色の石とは全く違うものにも見えたが、その不思議な緑色は共通している。

「……とりあえず、理解できそうなフローライトから攻めてみるか」

　エリカは気を取り直して宝石関連の書しよ籍せきを開いた。ページをめくりながら、フローライトの記き述じゆつを探しているとハンナが夕食の時間だと声をかけに来る。

　もうそんな時間かと、エリカは読みかけの本に栞しおりを挟はさんで部屋を出た。

　食堂に移動する途中、玄げん関かんホールの方で客人とエリカより年下のフットマンが何やら揉めていた。「何事かしら？」そうハンナと首を傾げていると、粗そ野やな野太い声がホールに響ひびき渡った。

「おいおい、アシュリーがいないってんだから、奴やつが帰ってくるまで待ってやるって言ってんだ、ガタガタ騒ぐことじゃねぇだろ。グズグズ言わず奴の書斎に通しやがれ」

「し、しかし僕ぼくの判はん断だんで……勝手にお通しするわけには……」

「別に茶でも出せって言っているわけじゃねぇんだ、構わねぇだろ」

　非常に暴力的な物言いにエリカはびっくりし、はしたないとは思ったが騒ぎになっている玄関ホールをのぞきに行った。

「～～～っ、あっ!!」

　思わず上げたエリカの叫びは聞き止められ、ホールで揉めていた男の顔に物ぶつ騒そうな笑みが浮かんだ。

「よぉ、お嬢ちゃん。お前さんの飼い主はいつお帰りだ？」

　凶きよう悪あくな顔を歪ませ笑う男は、いつぞや街で出会ったランドルフという名の男だった。相変わらずの強こわ面もてにエリカは半歩下がって思わず身み構がまえたが、彼の顔に浮かんだ小馬鹿にした表情と物言いにビビりながらもむっとした表情になってしまう。

「ご、ご機嫌よう、ランドルフ様。よそ様のお宅たくの玄関先で大騒ぎするのは、お行ぎよう儀ぎのよいことじゃありませんよ」

　以前アシュリーに言われた忠ちゆう告こくを少しは思い出したが、ランドルフの態度に腹が立ち余よ計けいな一言を足してしまう。

　やってしまった、内心激しく後悔したがエリカはぐっと胸を張ったままランドルフを睨んだ。オロオロとエリカとランドルフを見ていた泣きそうな顔のフットマンに、エリカはわざとランドルフに聞こえるよう大きな声で指示を出す。

「早く警けい察さつに連絡を！　不ふ審しん者しやが玄関先で騒いでいるって！」

　引きつった顔のまま強気に言うと、ランドルフはきょとんとした顔をしてからゲラゲラと笑いだした。

「な、何よ！　笑っていられるのも今のうちよ、アンタなんか警察が来たら何とかの現行犯とかで捕つかまっちゃうんだから！　それが嫌なら、早く帰ることね！」

　腹を抱えて笑うランドルフにエリカが怒りに頰を赤くして叫さけぶと、彼は余計に笑い転げる。

「おい、早く警察呼んでやれよ。お嬢ちゃんの言うとおりにしてやれ！」

　笑いながらランドルフは言い、その様子を見てエリカの顔が怒りでさらに赤くなる。

　凶悪な人相のランドルフに震えながらも食ってかかるエリカをハンナは慌てて止める。

「エ、エリカ様！　この方は──」

「ハンナさん、不当な要求に屈しちゃダメよ！　つ、強がっていられるのは、今のうちよ！　ガーデンベルグの市警はめちゃめちゃ強くて優秀なんだからね！　アンタなんか、すぐに逮たい捕ほされちゃうんだから！」

　ランドルフの笑い声に負けないようにエリカが叫ぶと、騒ぎを聞きつけた家か令れいのトマスがようやく現れる。トマスは怒りに震えるエリカと笑い転げるランドルフの対照的な姿に僅かに困こん惑わくの表情を浮かべたが、すぐに美しく一礼する。

「ようこそいらっしゃいませ、ノイマン様。……お約束の時間よりも随ずい分ぶんとお早いようですが？」

　トマスの静かな問いにランドルフは笑い涙を拭ふきながら、投げやりに言う。

「あぁ、こっちも随分早く今の仕事を切り上げるハメになっちまったからなぁ。……誰かさんが上の連中にクチバシ突っ込んでくれたおかげでよぉ」

　ランドルフはそう言いながら外がい套とうを脱ぬいでトマスに放り投げる。トマスは慌てることなく外套を受け取ると形を整え、怯えたままのフットマンに渡した。

「生あい憎にくと主人はまだ帰ってきておりません。どうぞ客間でお待ちくださいませ」

　トマスとランドルフのやりとりにエリカが啞あ然ぜんとして口を開き固まる。アワアワと声も出せず目を見開いていると、トマスが気の毒どくそうに小さく笑い耳打ちする。

「エリカ様、大丈夫ですよ。こちらランドルフ・ノイマン様はガーデンベルグ市警の警けい部ぶ補ほ様で、少々時間はお早いですがお約束いただいているお客様ですから、ご心配なさるようなことはございませんよ」

「～～～なっ、警部補ぉ!?　私てっきりマフィアかと──」

　エリカは思わず大声で返し、自分の失しつ言げんに慌てて口を押さえるとランドルフは大声で笑い出した。

「おいおい、随分な言われようだな？　まぁ、似たような仕事だがな」

　ランドルフのおかしそうな声にエリカは先ほどとは違った意味で頰が熱くなる。自分の早とちりと思い込みでしでかしたとんでもない失しつ態たいに耳まで赤くなる。

「あの、あの……大変失礼しましたっ!!　そ、その、本当に本当にスミマセン！」

　エリカの必死の謝罪にランドルフはまた腹を抱え笑い、真っ赤な顔で深く頭を下げるエリカの頭をぽんぽんと軽く叩たたく。

「いいってことよ。ガーデンベルグの市警はめちゃめちゃ強くて優秀なんだろ？　そんなに褒められたら悪い気はしねぇよ」

　エリカが申し訳なさにさらに深く頭を下げると、ランドルフは彼にしては珍しく柔らかに笑い、もう一度エリカの頭をぽんぽんと優しく撫でた。

「それではノイマン様、ご案内いたします」

　トマスが案内に立つとランドルフは皮肉げに顔を歪める。

「俺は最初から奴の書斎で構わないぜ？　お前んとこのご主人様はなかなかしっぽ出さないから家か宅たく捜そう索さくさせてくれないしなぁ」

「そのような無ぶ作さ法ほう、私共が主人に叱しかられてしまいます。どうぞ、客間で当家のもてなしをお受けください」

　トマスは涼しい顔でそう言うと、涙目のエリカに目もく礼れいをしてから意地悪く笑うランドルフを客間へと案内していった。

　プルプルと震えながら二人の後ろ姿を見送り、エリカは泣きだしそうな顔でハンナとフットマンを見た。

「……お気にされてないみたいですし……し、仕方ないですよ！　私もノイマン様のこと借しやつ金きん取りか何かだと、思っていたこともありましたし……」

「そ、そうですよ。僕も絶対危ない商売の方だと……エリカ様のせいじゃないですよ！」

　励ます声に力なく頷くエリカは無理に作った笑顔をハンナとフットマンに見せた。

「……や、やっちゃった……テヘッ」

　エリカの痛々しい微笑みに二人は「エリカ様、ファイトぉ～」と胸の中で応援した。
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　エリカが転げるほどの後悔と反はん省せいで涙目のまま夕食をとっているころ、屋敷に戻ってきたアシュリーはさっそくランドルフが待つ客間へと向かった。

「やぁ、ランドルフ君お待たせしたね。こんなに早く来るなんて、市警は恐ろしく暇ひまと見受けられる。……街は平和ということなのだろうねぇ、よきかなよきかな」

　遠回しな嫌いや味みにランドルフが口の端を歪め笑い応おう戦せんした。

「あぁ、どこかの誰かさんが内務大臣経由で厄介事をねじ込んでくれたからねぇ。……いつから警察は『魔術師』なんかの小こ間ま使づかいになっちまったんだろうなぁ」

「小間使いなんてとんでもない！　私はただ、ガーデンベルグ市民である気の毒なご婦人たちを救うため市警にもご助力を願っただけだよ」

　ご婦人方が見たら溜息をもらすような魅み惑わく的てきな微笑みで嘯うそぶくアシュリーを、ランドルフは鼻で笑う。

「フン、その気の毒な市民にはフーヴァーの野や郎ろうは含まれてねぇってことか」

　警部補ドノは面白くなさそうに口を曲げ、気の毒な男爵について語った。

「お前が派手に『呪った』なんてサロンで宣伝するから、奴やつこさん真っ青な顔で警察に相談に来やがったぞ？　『悪魔に見張られているので夜は恐怖で眠れず、階段を踏み外して捻ねん挫ざまでした。呪いをかけられたせいだ、訴うつたえるにはどうしたらいい？』って大おお真ま面じ目めに言いやがった」

　大げさに足に包ほう帯たいを巻き松まつ葉ば杖づえをついた紳士は、顔を青くして朝早くから警察に相談に来た。

　貴族という権けん威いを大おお仰ぎように振りかざし、呼びつけた一応役職持ちの「警部補」ランドルフに語った相談は「呪われている、悪魔からの警護を頼みたい」とのことだった。

「大した威い力りよくの『呪い』だな。いい歳としした大人が悪魔だ呪いだと警察まで来て騒ぐなんて、本当に頭がイカレちまう呪いでもかけたのか？」

　朝っぱらからいい大人に悪魔だ呪いだと喚わめかれ、それでも貴族サマを相手に「寝言は寝て言え」と怒ど鳴なって追い出すわけにもいかず。

　それほど気の長くないランドルフは堪かん忍にん袋ぶくろの限界ギリギリまで耐たえ、フーヴァー男爵の「相談」に引きつった顔で相槌を打ち続けたのだ。

　思い出すだけでも腹が立つ、そうランドルフが災いの種をまいた張本人のアシュリーを睨むと、彼は気にした様子もなく涼しい顔でフーヴァー男爵を憂うれうセリフを吐く。

「笑い事ではないよ、ランドルフ君。あぁ、フーヴァー男爵お気の毒に。何か大きな悩みを抱えられているようだねぇ、私でよければ相談に乗ってあげたいよ」

「……どうだか。……まぁいいさ、自分ですっ転んで捻挫したぐらいで警察沙ざ汰たなんて、こっちも大迷惑なんだよ。──で、これが警察の調べたスチュアート・ナイセルの事件の概がい要ようだ。……上がやれって言うなら下したっ端ぱの俺らは『了解』としか言えねぇからな」

　優雅に紅茶を飲み始めたアシュリーの前に調書を投げ置き、ランドルフも彼に倣い紅茶に口をつける。アシュリーは乱雑に投げ渡された調書をめくりながら、僅かに眉を寄せた。

　スチュアート・ナイセルは駆け出しの実業家だった。妻のイライサ・ナイセル夫人は元はカッセルズ伯はく爵しやく家の令嬢。彼女の家庭教師をしていた平民のスチュアートとの結婚は当たり前だが家族に随分と反対された。

　駆け落ち同然に家を飛び出しスチュアートと一緒になったイライサの新婚生活はかなり貧まずしいものだったという。蝶ちようよ花よと育てられた伯爵令嬢はその日の食べ物にも事こと欠かく生活を送ることになった。

　その生活に意外にも先に音ねを上げたのは、イライサの父であるカッセルズ伯爵自身だった。

　娘の困こん窮きゆうに我が慢まんできず二人の生活を援助しだし、皮肉なことに断だん固ことして結婚に反対していた伯爵自身が誰よりもナイセル夫婦の支援者となり、伯爵は娘夫婦にせっせと送金をしていた。

　スチュアート自身も懸命に働いてはいたが、生活費の大部分は妻の父からの融ゆう資しだった。あれほど反対されていた結婚も、ほぼ『婿むこ取り』のような形で伯爵はスチュアートを取り込み、一見二人の問題は解決したように見えた。

　次第に夫婦の生活は伯爵の援助なしには成り立たなくなっていく。

　スチュアートは義父頼りの生活に疑問と共に不満を感じ、自分たちだけで生活を成り立たせようと奮ふん闘とうした。

　事業を起ち上げ、がむしゃらに働き伯爵令嬢であった妻が満足できる生活を、義父の納得する紳士としての振る舞いを。彼の目標は彼自身を追い込んでいった。

　はじめは堅けん実じつであったスチュアートの事業もだんだんと賭と博ばく色しよくの強いものとなっていく。スチュアートはハイリスクハイリターンの怪しい事業に飛びつき、借金の返済を借金で補う負の自転車操そう業ぎように陥おちいっていった。

　新しいビジネスチャンスが見つかった。彼は四年前にそう言って大金を持ち家を出たきり姿を消したのだった。

「くだらん男のプライドに振り回されたといえば、それまでだが……スチュアートの行方ゆくえ不明からすぐに失しつ踪そう届が出され四年……失踪前にかなりの現金を持ち出しているな。これだけあれば、優雅な隠いん遁とん生活が送れるだろうね。……はっきり言って家出じゃないのか？　国外に逃げた形けい跡せきは？」

　冷たいアシュリーの物言いにランドルフは無感動に答える。

「本名での出国の届けは出てない。まぁ、偽ぎ名めいならあるかもしれないが、そこまでの調べは失踪程度じゃこっちもできねぇよ。失踪届出したからって、警察は人探しするわけじゃねぇ、身元不明の死体が上がったら不明人のリストから確認するのが関の山だ」

「フフフ、何ともまぁお粗そ末まつな対応だね、私への依頼が絶たえないはずだ。──で、警察はどう見ている？　ナイセル夫人の形なり振ふり構わない『夫探し』を」

　アシュリーの冷淡な目を見てランドルフも苦く笑い紅茶を飲み干した。

「警察はどうも思っちゃいねぇよ。それよりも保険会社が興きよう味み津しん々しんだ」

　彼はそう言うと、一旦言葉を区切り笑顔をより性た質ちの悪いものに変える。

「警察に届けを出して失踪宣言がなされて五年経たてば、この国じゃ『死亡』って扱いになる。スチュアートには多額の死亡保険金が掛かっている。死亡となれば保険金は支払われる。嫁が必死に行方を探している以上、よっぽどの難なん癖くせをつけない以上保険金の支払い拒きよ否ひはできねぇだろうな……」

　ランドルフは言外に「失踪による計画的な保険金詐さく取しゆ」をほのめかした。

「それで調査員が動いているのか……よっぽど払いたくないと見えるな。私の方の調べでも、スチュアートには多額の借金があってその穴あな埋うめを伯爵がした、となっている。何かとご苦労の多い伯爵が、あれほどの額を肩代わりするのは大変だっただろうねぇ。保険金が返ってくるなら、あるいは……」

　そう言って笑うアシュリーをランドルフは一いち瞥べつし、立ち上がるとキャビネットを勝手に漁りブランデーとグラスを取り出し、断ことわりもせず飲み始める。

「おい、俺は酒飲んで前後不覚だからしゃべるけどよ……」

　そんな前置きをするとランドルフは手て酌じやくで注いだワン・ショット分のブランデーを一息にあおり、頰を歪ませ口を開いた。

「羽は振ぶりがいいはずのカッセルズ伯爵は随分前から実業の方が上手くいってねぇ、私財やら土地やらを切り売りして『羽振りのいい伯爵』の体面を保たもってるだけってのはお前も知っているだろ？」

　アシュリーをよく知る彼は答えを待たず、「酔よっ払ぱらいのおしゃべり」を続けた。

「──この間、商標に関する取引で詐さ欺ぎ紛まがいの揉め事を起こしたがオズワルドって新しん興こう商人が刑事事件手前まで行ってうやむやになった。どうも奴は上に賄わい賂ろ渡したらしい。……監督官庁の口塞ぐほどの金握らせたとしても、どうやって一いつ介かいの新興商人が上級官かん僚りようと顔つなぎしたと思う？　えらく気前のいい独身の新興商人のためにカッセルズ伯爵が一ひと肌はだ脱いでくれた、だとよ。金を持っている独身男と伯爵は仲良しらしいぜ？」

　ランドルフの『酔った上での失言』にニヤリと笑い、アシュリーもグラスを出してブランデーを自ら注いだ。

「なるほど、いろいろな人間の金と利害が複雑に絡からんでいるようだねぇ。しかし私はナイセル夫人から依頼の手付金をいただいた。今回の事件では、ゲーティアの秘術は夫を探す健けな気げな夫人の味方だ。次回ナイセル夫人をお呼びする交霊会では、召喚した悪魔から有用な予言とアドバイスが下されることだろうね。……これからもよろしく頼むよ、──市警の優秀な使い魔くん」

　アシュリーの笑顔に市警の使い魔は嫌そうに口を曲げブランデーを一息に飲み空になったグラスを睨む。

「……完かん璧ぺきな身辺調査で個人情報を丸裸にされたアホ共が、それらしく身辺を言い当てられれば大喜びでお前のインチキ占うらないに大金を積む。いい商売だなぁ、ゲーティアの魔法使いさんよぉ。……こっちはなぁ、一番捕まえたい詐欺師のお前に顎あごで使われて業ごう腹はらなんだよ、言葉には気をつけな」

　ランドルフの唸うなるような低い声にアシュリーは薄く笑い応じる。

「はてさて、なんのことだか？　私はあくまでも『生活コンサルタント』として顧客にアドバイスを授さずけているだけだよ。コンサルト業としてきちんと納のう税ぜいだってしている善良な市民だ。相談の過程で占いを用いるときもあるが、それを信じる信じないは顧客の自由意思。詐欺的行為などどこにも見当たらないだろ？　……そちらこそ言葉には気をつけたまえ、ミスター・ランドルフ」

　ひどく温度の低い声で応じたアシュリーの冷笑にランドルフは小さく舌した打うちし、無言でブランデーを注つぎ足しまた一息にあおった。アシュリーも黙ったままブランデーを飲み、グラスが空になるとようやくいつもの美しい微笑みを浮かべた。

「そうだ、ランドルフ君。夕食でもご一緒にどうかな？　今日は鴨かものいいものがあるそうだ」

　先ほどのことなど忘れたしれっとした言いざまに、ランドルフは顔を歪め笑い立ち上がる。

「遠えん慮りよしとくぜ、旦だん那な。魔法使いの晩ばん餐さんなんて何が入っているかわかったものじゃねぇ」

　彼はそう言うとそのまま扉までゆっくりと歩き、ドアノブに手をかける前に振り返りニヤリと笑った。

「そうだ。お前が飼い始めた変わった毛色の子こ猫ねこに伝えといてくれ。『俺は気の強い女は嫌いじゃない。今日のことは気にするな』ってな」

　逆さか毛げを立てて威い嚇かくする子猫の愛らしい様を思い出し、ランドルフは思わず柔らかな笑顔になる。そんな彼の笑みを見てアシュリーはひどく複雑な表情になる。

「なんだ、あの子猫はお前を振り回すほどのヤンチャなのか。そいつはますます好みだな」

　いつもの噓くさい紳士の仮面を被り損そこねたアシュリーの青さを笑うとランドルフは軽く手を振り、さっさと部屋を出ていった。

「……何が子猫だ。あんな小娘、子猿で十分だっ！」

　苛立ちのままランドルフの置いていった調書を机に叩きつけると、同じタイミングで奥の扉から音もなくエヴァが部屋に入ってきた。

「あら、子猿ってスゴク可愛いですよ？」

　エヴァの笑いを含んだ声にアシュリーの顔は一段と渋くなる。機嫌の悪さを隠さないアシュリーは乱暴にエヴァに調書を投げ渡すと、口をへの字に曲げた。

「警察が集めた情報だ、これを使ってもう少しスチュアートの足取りを絞しぼり込こめ。イライサの身辺にウチの調査員を張りつかせろ。あの女、本当のことを言っているとは限らないみたいだ」

　ひどく苦にが々にがしい顔で指示を出すアシュリーに、エヴァは僅かに眉を動かした。

「あとはスチュアートの保険契約の詳細を取り寄せろ。フーヴァー男爵夫人の伝つ手てで保険会社との窓口は開いてある。契約内容の詳細を精せい査さしてからイライサの交霊会を開く、それまでは彼女からの予約は受けつけるな」

　アシュリーは一息に言うと不機嫌な顔のままブランデーを口に運ぶ。

「承知いたしました、早速手配いたします」

　エヴァはにこやかに微笑んだまま返事をし、辞じ去きよしようとした。

「お、おいっ！」

　それを見たアシュリーは慌ててエヴァを呼び止め、咳払いをした。

「ゴホン、……あ～、その、何だ、……俺に報告することはないのか？　例えばだなぁ、ほら、俺が屋敷を空けている間のできごととか、ランドルフがこの屋敷に入ってからの動向とか……いろいろあるだろ、イロイロ！」

　アシュリーの悔くやしそうな顔をチラリと見るとエヴァはこの上なく穏やかに笑って、子供にでも言い聞かせるように優しく言った。
















「おやおやアッシュ、今日の外出には私が同行したじゃないですか、もうお忘れですか？　外出中の屋敷の動向は家令のトマスにお聞きにならないと……そういえば、エリカ様は今日一日ご在宅だったそうですから、彼女に聞かれるのもいいかもしれませんね。どうやらランドルフ様ともお会いになったようですし」

「…………べ、別にこの俺がわざわざ出向いてあの娘に聞くまでもないだろ」

「あら、そうですか。それならば、私がエリカ様にお話を伺うかがっておきますね。お土産みやげのマカロンもあることですし、そろそろ夕食もおすみでしょう、私は食堂で一緒に食後のお茶をしてきます」

　エヴァは楽しそうに言うと改めて部屋を出ようと背を向ける。そんなエヴァの答えにアシュリーは勢いよく席を立った。

「そう言えば、夕食がまだだった。このまま俺も食堂に行く。……ついでに、マカロンを渡しておいてやってもいいんだぞ？」

　ある意味あまりに素直なアシュリーの反応にエヴァは思わず吹き出してしまう。肩を震わせ笑いだすのを我が慢まんして、バツが悪そうな主人の顔をじっくり見てやった。

「そんな！　アッシュの手を煩わずらわすまでもありませんよ。いつもどおりお食事もお部屋に運びますし」

「……お前、相変わらず嫌な奴だなぁ」

「あら、アッシュも相変わらずおバカで可愛いですねぇ」

　エヴァの意地悪な微笑みにアシュリーはそっぽを向いて肩を怒らせたまま、食堂に向かった。




　デザートに出されたオレンジシャルロットをフォークでつつきながら大きな溜息をついて肩を落とす。

　そんなエリカに紅茶を注ぎ足しながらトマスは小さく微笑み声をかける。

「そう、落ち込まずともよろしいですよ。ノイマン様は細かいことをお気になさる方ではありませんし……面白がっているフシもございましたから」

　珍しくプライベートなことを口にしたトマスにエリカは力なく微笑み、それでも肩を落とした。

「いや、ダメですよ、どう考えても失礼すぎますよ、私……警察官をマフィア呼ばわり、しかも警察呼んで捕まえてもらうって大騒ぎして……もう、一時間前の自分を殴なぐりたいです……」

　しょげるエリカの姿は哀あわれではあるがどことなく面白みがある。トマスはそんな感想を静かな顔の下で考えながら、肩を落としたエリカのデザート皿の隣に飾りのチョコレートを余よ分ぶんに載せた。

　チョコレートを見て少し顔色のよくなったエリカにもう一度トマスは微笑む。

「ありがとうございます、トマスさん」

　エリカは追加されたチョコレートとシャルロットを口にし、その甘さに励まされ笑顔になる。

「気になさらない方かもしれないけど、今度改めて謝罪します。……なんか甘い物食べたら元気出てきた！　調べものの続きしよ！」

　エリカは自分を励ますように声に出して言うと、元気よくデザートを片付けトマスに礼を言って部屋に戻っていった。




「──と、いうわけでエリカ様はすでにお部屋にお戻りですよ」

　無表情のトマスがした一連の説明にアシュリーは少し肩を落とし、ふてくされた顔のまま食堂で夕食をとった。

「残念でしたねぇ、入れ違いでしたか」

　含ふくみ笑いをしながらエヴァがワインを注ぐと、アシュリーはますます苦い顔になった。

「……どこまでも手間をかけさせやがる小娘だ！」

　吐き捨てワインを飲み干すアシュリーに、エヴァとトマスは黙って目を合わせ肩を竦めた。

　けっきょく、ニヤニヤされながらもアシュリーは直接エリカに「ランドルフ氏との事の顚てん末まつ」を確認することはなかった。

「トマスに確認したんだ、それ以上の説明を求めてどうする!?」

　そう言ってむくれるアシュリーをエヴァは生温かく見守っていた。




　日課にもなっているお姫様のご機嫌伺いのため、アシュリーは舌打ちをしつつ紳士の仮面を被る。「勉強をしている」と遠慮した彼女をほぼ無理やりお茶に呼び出すと、今日もエリカは懐なついた様子なく困ったような顔をしてサンルームに現れた。

　女の子が喜びそうな流行りのドレスをたくさん贈ったが相変わらずエリカは垢あか抜ぬけない地味な服を好んで着ていた。

「お勉強中にごめんね、エリカさん。どうしても君に会いたくて、わがままを言ってしまったよ……。君の笑顔は私に力を与えてくれる、こうして一緒に住んでいるのだから日に一度は君の笑顔が見たいのだよ」

「……はぁ、まぁ……それはご丁寧に……」

　エヴァが紅茶を淹れ話題の菓子店の焼き菓子を並べる隣で、いつものように甘くささやくとエリカもいつものように素そっ気けなく応え俯き黙だまり込んでしまった。

　これが恋に落ちる前の恥じらいではないことはアシュリーにもわかっていた。それでも、諦めることなく恋する男のように熱い目でエリカに微笑みかけた。

　自分が微笑めば大抵の女は頰を染め微笑み返す。しかしエリカは微笑めば微笑むほど表情を硬くし、愛想笑いしか返さない。

　教会育ちでお堅かたく育ったせいかと思っていたが、他の男とは親しく話し笑っている姿を見せる。

　──全く、腹立たしい小娘だ！　何が気に入らないってんだ!?

　何度となく胸の内で繰り返しながらも、アシュリーは穏やかな表情を崩くずさずエリカを見ていた。

　エリカはレーズンの入ったブラウニーを頰張り思わずと言ったふうに笑う。自分に向けることのない自然で柔らかな微笑みが、たかだか数フロウで手に入る焼き菓子で引き出せることにもさらに苛立つ。

　甘ったるい菓子、真面目くさった本、お堅い教会の教え、くだらないモラルとプライド、青臭い正せい義ぎ感かん。

　そんなもので構成されたつまらない田舎娘は、人の気も知らないで暢気に菓子を食べ微笑んでいる。

　エリカの柔らかそうな頰がなぜか無性に気に障り、アシュリーはつい口をすべらせた。

「君は私の何が気に入らない？」

　自然と出てしまった冷たい声にアシュリー自身が驚いたが、急ぎ表情を繕う。

「い、いや、別に非難しているわけではないよ。……ただ、私は君と親しくしたいけど、君はどう思っているのか、知りたかっただけで……」

　とっさの苦しい言い訳にエリカはキョトンとした顔でアシュリーを見ていたが、ふと真面目な顔になる。彼女はじっと考え込むと顔を上げ、アシュリーを見み据すえ少しずつ懸命に言葉を探し話し始めた。

「……ゲティングズさんは、その……素敵な人だと思います。こうして親しくしてくださる事も嬉しいし、ありがたい、です。……でも、私はゲティングズさんの優しさを自然に受け取れるほどの素敵な女の子じゃない」

「そんな謙けん遜そんを──」

「謙遜とか、その……卑ひ屈くつになって言ってるわけじゃないです。……私、自分が特別可愛くもないし特別優秀でもないこと、ちゃんとわかっています。わかっているから……ちゃんと自分が自分らしく誇ほこれるものが欲しいんです。……自分に自分でちゃんと価値を見み出いだしたい」

「きみ……」

　ひどく真っ直ぐな目を自分に向け、エリカは懸命に何かを伝えようとしている。アシュリーはわけもなく緊張した。

「もっと頑がん張ばって、ちゃんと何かを摑んで、自分が素敵な人間だって自分で思えたら、ゲティングズさんの優しさも自然と受け取れるっていうか……あなたのことも私自身のことも信じられると思うから……」

　エリカはアシュリーを見て、緊張で小さく震える唇を開いた。

「だから、ゲティングズさんのことどう思っているのかというより、どう思いたいのか、それを決められる自分に私はまだなれてないから……」

　アシュリーはエリカの目が緑であることに初めて気づいた。

　今までも彼女の顔を見ていたが、彼女の目がしなやかな若草の色であること、そのことにようやく目がいった。

「その、上手く言えないですが、自分がちゃんとしてないうちは、誰かの情に頼るだけって違う気がするから……私何言っているか、わかんないですね」

　そう言って誤魔化すように照れた笑顔を浮かべ、そうしてまたエリカは俯いてしまった。アシュリーは下を向くエリカのつむじを見て居い心地ごこち悪くなった。

　他人の評ひよう価かを何よりも大事にし、他人よりも条件のいい男を手に入れ、他人よりも贅ぜい沢たくな暮らしを送ることが女の幸せ。そんな価値観で動く社交界の中でアシュリーは数多くの女たちに甘く言い寄られ、そんな女たちのしたたかさを愛でてきた。

　エリカは他の女と違う、そう言ったエヴァの笑顔がちらついて苛立ちは増すばかりだ。

「……自分の価値を自分で決められると思っているなんて──大した思い上がりだな。人は他人によって評価されそれに縋すがって生きる。……もっと他人の言葉を信用したらどうだい？　私が君を可愛いと言ってるんだ、君は素直に喜べばいい」

　珍しく自分がコントロールできず、感情のままに低温の声を吐き出し意地悪く笑った。

　エリカは少し怯えた目をしたが、ぐっと顔を上げアシュリーの笑みから目をそらさなかった。

「私、誰の言葉でも簡単に信用できるほど子供でもないです」

「……ならば、信用しているふりができるくらい、大人になってくれ」

　アシュリーはそう言うと立ち上がり、いつもの優しい紳士の笑顔を浮かべる。

「あぁ、すまないねエリカさん。そろそろ仕事の時間だ、先に失礼させていただくよ」

　彼はさっと礼をとってエヴァを伴いそのままサンルームを出て行った。

　一人残されたエリカは彼が出て行った扉をしばらく見つめ、ようやく頰を赤くした。

「な、な、な、何よ!?　ご機嫌だったり、不機嫌だったり！　いい大人のくせに私のことからかって何が面白いのよ!!」

　毒づき苛立ちのままブラウニーを口いっぱいに頰張り、甘さで気持ちを癒いやそうとした。

「──ッブボッ！」

　詰めすぎたブラウニーが喉のどに詰まり咽むせ、エリカは慌てて涙目で紅茶を流し込む。

「～～～もぉっ、何よっ！　何なのよっ!!」

　エリカは喚き散らし、肩で息をしてもう一度紅茶を飲んだ。




「貴方、何やってんですか？」

　一部始終を黙って見ていたエヴァが呆れきった声でつぶやくと、アシュリーは口をへの字に曲げた。

「あの小娘が生なま意い気きな口を利きくから、つい言いすぎただけだ！　俺は悪くない!!」

「……とりあえず、次の仕事まで二時間以上ありますからね、お部屋に戻ってお茶を淹れ直しましょうか？」

「う、うるさいっ！　茶なんていいだろ、とにかく、俺はだな──」

「子供じゃあるまいし……貴方こそ大人らしくしてください。お茶がいらないなら、私はエリカ様にフォローをしてきますから」

　エヴァはバツの悪そうなアシュリーを軽く一睨みすると、そのままサンルームに引き返そうとする。

「くそっ！　スチュアート・ナイセルの保険契約の資料を出して、茶を淹れ直せよ！　部屋に戻って仕事をする。そのつもりで来たんだ」

　アシュリーは大きな声で仕事だと主張し腹立たしげに肩を怒らせ自室に戻っていった。




　スチュアート・ナイセルの保険契約の報告書を読み切ると、アシュリーは椅子に座ったまま猫のように大きく伸びをし、紅茶を淹れるエヴァの後ろ姿を眺めた。

「この男、自分に多額の保険金をかけた直後に姿を消したってわけか……今も保険の掛け金はイライサが親父に借金してまでして支払っている。なるほど、調査員が動くわけだ。たかだか五年掛け金払って、失踪して死亡認定が下りれば高額の死亡保険金まるまる取られちまう。商売あがったりだもんな」

　半ば感心したようにアシュリーは死亡保険金の桁けたを数え、その額に口の端を上げた。

「……この保険、本当に本人の意思で入ったのか？　カッセルズ伯爵に強きよう要ようされて……じゃないのか？　離婚は教会がなかなか認めないが、死別なら別だ。手切れ金がわりに現金持たせてスチュアートを国外にでも追い出して、カッセルズ伯爵は今までの支援金の回収と慰い謝しや料りようがわりにスチュアートの死亡保険金をいただく。娘も金も伯爵の元に戻ってきて、皆が幸せになりましたとさ、メデタシメデタシ」

　ふざけた調子でアシュリーは肩を竦め笑う。

「どうやら、保険会社はその線で調べているみたいですよ。スチュアート・ナイセル氏を連れ戻せば死亡保険金を払わなくていいですからね」

　エヴァは机の上を軽く片付けスペースを作ると、ティーカップと一緒に交霊会の依頼書を置いた。最愛の夫の行方を探して欲しい、そんなイライサの悲痛な叫びが切々と綴つづられたものだ。

「──で、この依頼はそんな保険会社へのイライサなりの牽けん制せいと見ていいのだな」

　冷淡に笑い依頼書を一瞥するアシュリーにエヴァは頷いた。

「恐らく。今の状況でスチュアート・ナイセル氏が戻ってきて喜ぶのは保険会社だけです。失踪届を出した伯爵たちは状況的にスチュアート・ナイセル氏の帰還を望んでいないがために保険金詐欺を疑われている。懸命に探したが見つからないまま五年を迎えた、そんなポーズが欲しいのでしょう。……この依頼、スチュアート・ナイセル氏の行方を見つけてはいけない『行方探し』です」

　エヴァの言葉にアシュリーはひとしきり笑い、紅茶を飲んだ。

「言葉遊びかよ？　まぁいいさ、奴らに探しているって建前がある以上、こっちは真剣にスチュアート・ナイセルを探してやろう。上手く見つければ、保険会社に高く売れるからな。見つからなくても、依頼人のご意い向こうどおりだ。抗議どころか成功報ほう酬しゆうでもくれるんじゃないのか？」

　もう一度依頼書を眺め、『何もいらないからただ無事に帰ってきて欲しい、それだけなのです』と書かれた震える文字を見てアシュリーは前回の交霊会で人目もはばからず涙したイライサの姿を思い出した。

　彼女は伯爵令嬢だったころ、社交界の花とも謳うたわれた完璧なレディだった。

　夜会の真ん中で美しく咲き誇る伯爵令嬢は、金も地位もある紳士たちに女神のように傅かしずかれ、愛を捧ささげられていた。並み居る紳士たちの数々の求婚を押し退のけ彼女が選んだ男は金も地位もない「ただの男」だった。

「みんなは馬鹿だって言うかもしれないけど、お金よりも地位よりも素敵なものを彼は持っているの。私はそれさえあれば何もいらないのよ」

　まだ十代で社交界デビューしたばかりのアシュリーとワルツを踊り悪戯に笑った。

　恋に頰を染め笑う彼女は内側から光を発するように仄かに輝き、その微笑みが本当に綺麗で──。

「……幸せをお祈りいたします」

　胸が痛くなるほど綺麗な彼女にアシュリーはそれだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいで、あとは何も言えなかった。

　あの時、素敵なものを持つ男との未来に瞳を輝かせアシュリーに微笑んだ彼女は、今金と地位を取り戻すべくアシュリーに涙を零こぼしてみせる。

「……本当に女ってやつは恐ろしい」

　アシュリーは小さくつぶやき、胸に広がるほろ苦さを消すため紅茶をもう一口飲んだ。
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「いらっしゃいませ、お待ちしておりました」

　アシュリーの秘書であるエヴァの出で迎むかえを受け、イライサ・ナイセルは小さな声で礼を言うと何かを恐おそれるように視線を彷徨さまよわせ俯うつむく。

　彼女の肌はだはハリがなく青あお褪ざめ、僅わずかに頰ほおが瘦こけていた。まるで老ろう婆ばのように生気は薄うすく、落ちくぼんだ眼がん窩かにはまった茶色の瞳ひとみは陰り濁にごっていて、三十二歳と調べにはあったがずっと老けて見えた。

　エヴァは案内に立ち、屋や敷しきの西にし棟とうにある召しよう喚かんの部屋に向かって行く。足音を吸い込む赤い絨じゆう毯たんを踏ふみながら、何なに気げなくイライサの様子を確認する。

　着るものも装そう飾しよく品ひんも派手なものは一切なかったが、上質な物を身につけている。しかし本人からは上質の服を着ている覇は気きのようなものはなく、まるで着せ替え人形のように意思もなく服に着られている、そんな印象だった。

　歩く死体、そんなものがあれば今の彼女のようになるだろう、エヴァはそんな感想をまとめたところでアシュリーの待つ部屋に到とう着ちやくした。

「ようこそ、マダム・ナイセル。お待ちしておりましたよ！」

　いつものように魅力的な笑顔を浮かべアシュリーは両手を広げイライサを迎え入れる。若く美しいアシュリーに優しく迎え入れられたご婦人方は程度の違ちがいはあれど、頰を染そめ喜びの笑顔を浮かべる。

「お招きありがとうございます、このような機会を作っていただき大変光栄ですわ」

　しかしイライサは感情のない目をキョロキョロと動かし、アシュリーを確認すると貴婦人らしく礼を言って形だけの感動を表した。

「さぁ、そちらのお席へ。すぐに茶を運ばせます」

　出鼻をくじかれたアシュリーは気を取り直すように明るく声を張ると、もう一度微笑ほほえみ優しく席へと促うながした。机つくえに並べられるティーカップをぼんやりと見つめるイライサを観察しながら、アシュリーは自分が用意した台本と現実に少しズレが生じていることに気づく。

　夫がいなくなることはイライサ・ナイセルのこれからの人生にとってプラスとなる。彼女にもそれがわかっているはず。それを前ぜん提ていにして作った台本どおりなら、彼女はもう少し血色のいい顔で夫探しの交こう霊れい会かいに挑いどんだことだろう。目の前の青い顔の女の真意が摑つかめず、アシュリーは胸の中で舌した打うちした。

　本気で夫の無事の帰き還かんを願っているなら失敗から何も学べなかった愚おろか者ものだし、これが演技だというのなら魔ま物ものといってもいいような恐ろしい演技力だ。

　アシュリーは笑顔の下で毒どくづきながら、穏おだやかに紅茶を啜すする。

「さて、ご依頼にはご主人の行方ゆくえを探して欲しい、とありましたが？」

　優しく尋たずねるアシュリーの声にイライサは俯く。僅かにかかる影が彼女の表情を判わかりにくくした。

「……えぇ、四年前、主人は家を出てそれ以来帰ってきておりませんの。最初はお仕事が長引いているだけだと……一週間も連絡なしに出かけるなんてありませんでした」

　行ぎよう儀ぎよく膝ひざの上に置かれたイライサの手は小こ刻きざみに震ふるえ、震えを止めようと握にぎり締しめたハンカチはすでに皺しわだらけだ。

「慌あわてて警察に届けましたが一向に知らせもなく身元不明の死体が出た時に呼ばれるくらいで……人も雇やといましたが、けっきょくなんの成せい果かもなく……」

　そこまで言うとイライサは口を噤つぐみ、肩を震わせ俯いた。

「……皆みなは家出だの借金取りから逃亡しただのと言いますが……そんなはずはありません、私を置いて行ってしまうなんて……そんなことするはずがないのです。きっと何か困ったことが起きて、帰れないだけで……」

　言いにくい事情を何とか口にし、彼女は皺だらけになったハンカチで目元を拭ぬぐい、また強く握り締めた。

「お願いです、どうか、あの人を見つけてください！　きっとあの人は私の助けを待っています！」

　目だけをギラギラ輝かせイライサは魔ま術じゆつ師しに縋すがった。アシュリーはハンカチを握り締める彼女の拳こぶしを見つめ答えた。

　かつて白く柔やわらかで美しかった彼女の手は、今では筋すじ張ばり節ふしが浮き、まるで幽ゆう鬼きの手のようだった。

「……わかりました。それでは交霊室へ」

　アシュリーは魔術師の顔になり、静かに立ち上がった。魔術師となった彼に見下ろされ、イライサは涙ぐんだままようやく小さく笑った。

　彼に従したがいイライサはグリフィンの紋もん章しようが施ほどこされた部屋に入る。紫むらさきの布を暗あん幕まくのように張りめぐらせた小部屋は薄暗く、不ふ思し議ぎな威圧感に包まれていた。

「まず最初に。悪魔の制せい御ぎよには大変力を消しよう耗もうするので長時間は召喚できません。また悪魔にも自由な意思があり、貴方あなたの知りたいことすべてに答えるとは限りません。そのことはご理解ください」

　彼はそう言いながら燭しよく台だいに明かりを灯ともすと小窓のカーテンを閉めた。

　部屋の中が蠟ろう燭そくの頼りない光だけになると、アシュリーは取り出した石に何事かをささやき机の上の金属の皿の上に置いた。白はく濁だく色しよくの石の上に獣けものの毛をひとつまみ乗せると石に手をかざし、目を閉じ低く唱となえた。

「アキオトよ、大いなるすべての御み名なによりて汝なんじを召喚す。父と子と聖せい霊れいの御名によりて我われに従え。かの不ふ可か視しの石を持ってわが前に現れよ。自みずからできぬならば代理の者に石を持たせよ。遅ち延えんなく速すみやかにわが命に応ぜよ」

　アシュリーの呪じゆ文もんに応じるように皿の上で石は小刻みに震え、ぼんやりと青い光を放つと石の上の獣の毛がチリチリと捩ねじれ辺りに異い臭しゆうが漂ただよう。イライサは目の前で起こる非現実の出来事に声も出せず、浅い呼吸を繰くり返す。

「ようこそ高貴なる王よ、諸しよ侯こうよ、わが要よう請せいに応えてこの場に来たりし者たちに神の恩おん寵ちようあれ。全能の神、大いなる創造主の名みよう代だいとして汝らに命ず。この場にありて円外にとどまり、見苦しくない姿をよく保たもつべし。わが言葉を万ばん軍ぐんの主の御み言こと葉ばと心こころ得えるべし。さぁ、誓書に従いて真実を示せ」

　カタカタと石は踊おどりながらその光を強くする。言い知れぬ恐きよう怖ふにイライサは目を大きく見開き、石と同様にカタカタと震えた。青く白く光る妖あやしい光を見つめ彼女は「あぁ、あぁ」と小さな悲ひ鳴めいを漏もらし続けた。

「秘ひ匿とくを暴あばき切り裂さくもの……マダム・ナイセル、貴方の胸をも切り裂くやもしれません」

　アシュリーの低い警告にイライサは顔を青くし唇くちびるを震わせたが、何度も頷うなずいた。

「……構いません、私の胸などすでに切り裂かれています」

　彼女の震える声にアシュリーは少し悲しい顔をしたが、彼女の決意から目をそらすようにもう一度目を閉じた。

「……外がい套とうを着た男、多くの金貨を抱かかえ歩んでいく……多数の契約書と怨えん嗟さが彼を取り巻き道は暗いものとなる」

　彼の言葉にイライサはびくりと大きく肩を跳ねさせた。

「多くの人々の怨嗟が黒く渦うず巻まき彼の姿を覆おおい隠かくす……荒れた原野と拓ひらかれていない暗い森……駄だ目めです、恨うらみの影が濃く覆って行く先が見えない」

　苦しげな彼の声と同調するように青白く輝く石はミシミシと音を立てひび割れる。光は次第に力を失い、消えゆく光にイライサは手を伸のばし叫さけんだ。

「あなたっ！　あなた、生きているの!?」

　イライサの驚きよう愕がくの叫びにアシュリーの眉まゆが跳ね上がった。同時に石は真っ二つに割れ、青白い光はやがて消えた。

　ジリジリとまだ唸うなりを上げる石の音だけが部屋に響ひびき、アシュリーとイライサは黙だまったまま二つに割れた石を見ていた。

　アシュリーは深しん呼こ吸きゆうをすると、帰還の呪文を唱え交霊の終了を告げる。

　放心状態だったイライサは思い出したように涙をこぼし咽むせび泣く。彼女の丸めた背を見つめ、アシュリーはひどく乾かわいた声で小さく問うた。

「……生きていないと、なぜ思いました？」

　アシュリーの小さな声はイライサの泣き声にかき消され、聞こえなかったのか彼女は何も答えなかった。

　アシュリーは改めて問うこともなく、いつものように優しい紳しん士しの顔で彼女の背をゆっくりと優しく撫なでた。
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　しばらくの間、エリカは植物の研究をお休みしてフローライトのことを調べていた。

　サンルームでの一ひと幕まくの後もアシュリーから何度も買い物や外出の誘さそいがあったが「勉強をしたい」と言って断ことわっている。あれからもお茶や夕食を共にし、何もなかったように彼は親しく話しかけてくるがどうしてもぎこちない態度になった。

　いくら優しく微笑み声をかけられても、頭からは「魔法」という単語が消えずエリカの笑顔は硬くなり警けい戒かいし、彼から距きよ離りをとってしまう。

　そんなエリカの失礼な態度にも、アシュリーは困ったように笑うだけでエリカを再び責めるようなことはなかった。

「この前のアシュリー様のことまだ気にされていますか？　それともまたエリカ様に何か失礼なことをしてしまいましたか？　そうでしたら、私に仰おつしやってくださいな、みっちり叱しかっておきますから」

　エヴァはそう言ってくれたが、本当のことなど言えるはずがない。あの言葉よりも彼が魔法なんてものに関わっていることが堪たまらなく不安なのだ。だが勝手に部屋に忍しのび込み盗ぬすみ見をしたエリカにそんなことを言えるわけがなかった。

　この国の人々は魔法に親しみを覚えていることもわかっている。そんな環境の中にいて、自分の魔法に対する嫌けん悪お感かんが強すぎることも気づいている。

　しかし、本能的な嫌悪感はどうしても消せない。

「ゲティングズさんに会うと緊張しちゃうの……失礼な態度ばかりでごめんなさい」

　エリカはそう言って誤ご魔ま化かしたが、困った顔で笑ったエヴァは納なつ得とくしてはないだろう。

　彼が魔法使いなんかでなければいい、そう思いながら書しよ斎さいで宝石関連の本をいくつか広げフローライトの項こう目もくを探す。図書室にあった宝石の記き述じゆつが多くある本を片かたっ端ぱしから借り、必死にページをめくっていた。

「『硬こう度どが低いため傷がつきやすいが、その多色性はデザインの幅はばを……』、そういうことじゃなくて……、え～っと、こっちは『緑のフローライトは癒いやしを与える石として人々に安らぎを……』これも違う……」

　宝石としての価か値ちが低いフローライトは多くの宝飾品の文ぶん献けんにほとんど記述がなかった、しかし博物学の鉱こう物ぶつ関連の書物にやっと鉱物としてのフローライトの記述を見つけた。

「等とう軸じく晶しよう系、色は無色、または内部不純物により緑、青、紫、黄、灰色、褐かつ色しよくなど様々な色のものがあり、宝石の用途の他に古代から製せい鉄てつの融ゆう剤ざいに使われ……加熱すると発光する……発光っ!?」

　エリカは「発光」の記述を何度も確かめ指でなぞる。

「『焚たき火に投げ入れると淡あわく光るさまから蛍ほたる石いしとも呼ばれ』……火に入れると淡く、光る」

　エリカはつぶやきながらアシュリーの部屋で見た光景を思い出していた。金属の皿の上で白濁の石は青く仄ほのかに光っていた。──そう、まるで蛍の光のように。

　エリカは引き出しからアシュリーの部屋で拾った石の欠片かけらを取り出し、ヴェロニカから貰もらったフローライトと並べ見つめる。

「あの時、確かお皿の上に石と動物の毛みたいなものを置いて……しばらくすると、羊毛が焦こげるような嫌な匂においがして……石が光って」

　エリカはあの時見たもの、感じたものをできる限り細かに思い出してみる。

　あの時、皿の上の石が青く光ると部屋に異臭が漂った。羊毛の『燃える』ような匂いと共に石は光り、皿の上でカタカタと音を立て踊っていた。

　エリカはフローライトの項目を読み進める。

「『加熱する際さいには、割れて弾はじける場合がある。なお一定時間発光したものは再加熱しても再び発光することはない』……あの時も、石は割れて弾けて、……光は消えていた」

　エリカは自分の指先をじっと見つめ、もう一度石の欠片を見た。アシュリーが部屋を出た後触さわった光る石は火傷やけどするほど熱かった。

　羊毛の焦げる匂い、カタカタ踊り弾けた石、火傷するほど熱い温度、そして金属の皿。

「……お皿をフライパンがわりにして、下から熱していたってこと？」

　あの時、炎は見えなかったが何らかの器具を金属皿の下に仕込んで熱していたのならば、あるいは──。

　エリカは書斎に置いてある簡かん易い的てきな実験道具の中からアルコールランプを取り出し、三脚と金かな網あみをセットする。金網の上にヴェロニカから貰ったフローライトを慎しん重ちように置き、深呼吸をした。

　エリカはマッチをすってアルコールランプに火を灯す。

　ジッと音を立て燃えだしたアルコールランプ。その炎の先で炙あぶられるフローライトをエリカは固かた唾ずを吞のんで見つめていた。

　しばらくすると、フローライトはカタカタと音を立て震えだす。

「──っ、あぁっ！」

　エリカは思わず叫びを上げた。炎の上のフローライトは小刻みに震えながらボンヤリと青白く輝きだした。それはあの部屋で見たものと同じ、妖しく美しい光だった。

　エリカが驚愕しながらも興こう奮ふんしフローライトの放つ光を見つめていると、次第にカタカタという音が大きくなっていく。

　アッと思ったときには、フローライトはパシンと音を立て弾け飛んだ。

「ンギャッ!!」

　突とつ然ぜん弾けた石にエリカは色気も何もない悲鳴を上げ後ろに飛び退のき、机に強く腰をぶつける。その衝しよう撃げきで机に積つんであった本と書類が音を立て雪崩なだれを起こし、床はひどい有あり様さまになった。

「いてててて……、って火！」

　腰の痛みと床の惨さん状じように涙目になりつつも急いでアルコールランプの火を消し、エリカはようやく大きく息を吐いた。

　金網の上に残っていたフローライトの欠片はすでに光を消し、ヒビだらけになった石はまだ小さな音を立てている。

　やがて音も完全に消えたころ、エリカはもう一度大きく息をつく。

「石は……自分で光るんだ」

　エリカは呆ぼう然ぜんとつぶやき、手元のフローライトを見つめた。

　この綺き麗れいな宝石は、光る。しかし、それは不ふ思し議ぎな力や魔法などではなく『加熱』という単純な方法で。

「……じゃあ、アレは魔法でも何でもない……ってコトだ。……よかったぁ」

　エリカはホッと息を吐き、ようやく笑顔になる。アシュリーは『魔術師』ではなかった。母があれほど警けい告こくした『怖こわい魔法使い』なんかじゃない。ただそれが嬉うれしかった。

　エリカは床に散らばった本と書類を拾い集め、元あったように積んでいく。

　足元から『愛の詩集』を拾い上げ思わず苦笑した。この『愛の詩集』はアシュリーがプレゼントしてくれたものだったが、あまり感かん銘めいを受ける内容ではなかった。

　机に積み上げられていた本の塔とうの一番上に置いてあったが、今は土台になってもらおう。その扱いは本に対して失礼かもしれないが図書室に収しゆう納のうしてもらった方がこの本も日の目を見るだろう。

　エリカは忘れないように積み本の一番下の『愛の詩集』に図書室と書いたメモを挟はさんだ。

　せっせと順番に本を積み上げ、そうして再建された積み本の塔を眺ながめ、エリカはさっきまで一番上にあった『愛の詩集』からハミ出すメモの端はしを何気なく見ていた。

　一番上にあった本は一番下に、二番目にあった本は一番上、三番目にあった本は二番目になって……。

　一つずつ繰り上がり、順番は一つずつずれていく。

「あぁっ！　わかった、コレだ。これで次のカードがわかる！」

　エリカはポンと手を打って一番上の本を取り上げた。

「一番目は『愛の詩集』」

　エリカはそう声に出し、持ち上げた表紙を確認する。表紙には『自然の体系』。そうして次の本に手をかける。

「二番目は『自然の体系』」

　二番目の本の題名は『王おう立りつ陳ちん列れつ室しつの記述』。エリカは三番目の本に手をかけ、二番目の本の題名『王立陳列室の記述』を言う。

　同じように繰り返し本を持ち上げ、前に持ち上げた本の題名を答えていくと最後に残った本は『愛の詩集』となる。

「……つまり、この『愛の詩集』があの時の『フーヴァー男だん爵しやく夫ふ人じんのカード』……最後のカードはめくらなくても……いいんだ」

　水晶の下に置かれていた最後に残ったカードは最初に答えたフーヴァー男爵夫人のカードとなる。

「一番上にあったカードの内容だけわかっていれば……一番上のカードをこっそり一番下に潜もぐり込ます。一番目のカードを一番下にした元一番目のカードの質問に答える。質問に答えてから内容確認として一番目のカードをめくって中を見る。これは次の質問が書いてあるカードになるから、今度は二番目の質問として答えてからまた次のカードをめくって──一枚ずつずらしてカードの中を見てから答えていただけじゃない！」

　さも伏ふせたカードの質問に答えているふりをして、実のところ直前にめくったカードの質問に答えていただけ。

　観客は自分の質問になったらなんらかのリアクションをしてしまう、他の観客はカードの中身を不思議な力で知ったと勝手に思い込む。その証しよう拠こに、アシュリーはめくったカードを観客には確認させなかった。

　アシュリーの行っていた魔術は魔術でもなんでもない。タネさえわかれば神しん秘ぴ性せいなど存在しないただの手品。そこまで確認してエリカはやっと「気づいてしまった」。つまり、アシュリーは──

「……あの人はペテン師ってこと!?」

　エリカがアシュリーの善ぜん性せいを証明するため懸けん命めいに魔術を否ひ定ていしてたどり着いた答えは、より唾だ棄きすべき悪質な「詐さ欺ぎ行こう為い」の証明となってしまった。

　エリカは呆然と立ちつくし低くつぶやく。ようやく出た言葉は「アノ野や郎ろぉ」だった。

　ダドリー司し祭さいが聞いたら「嘆なげかわしい」と眉を顰ひそめる、そんな言葉しか今のエリカの頭には思い浮かばなかった。




　エリカは書斎を飛び出し西の棟に向かった。途中ただごとではないエリカの形ぎよう相そうに何人かの使用人に声をかけられたが、適当に返事をし振り切ってきた。

　予定では今日は屋敷で仕事の客人を迎える、そんなことを朝食の時エヴァは語っていた。エリカは駆かけ足にも近い勢いでアシュリーの書斎を目指した。

　図書室を使用するたび、エリカは使用人たちの目を盗みこっそり西の棟を探たん索さくして脳内地図を作成している。

　わざと複ふく雑ざつな造つくりにしてある西の棟もある程度は自由に歩けるようになっていた。エリカは闘とう牛ぎゆうのような様相で、書斎に向かう。

「今すぐ、引きずってでも教会に連れて行く！　告こつ解かいしてもらうんだから！　反省っ、反省をっ！　神様に改心を誓ちかってもらうまで許さないからぁ！」

　人を欺あざむき騙だますことは大罪だ。まして、それを魔法と騙かたって行うなど言語道断。エリカは猛もう然ぜんと『ペテン師アシュリー・ゲティングズ』を探し、廊ろう下かを走る。

　グリフィンの紋章のある部屋はいくつかあるが、それはどれも常時鍵かぎがかかっている。エリカは構わずアシュリーの書斎の扉を叩たたきノブを回す。部屋は無人のようでなんの反応もない。

「もぉ、どこよ!?　会いたくない時は勝手に来るくせに、なんでこういう時に限っていないのよ!?」

　回らないノブに苛いら立だちながら、ふと紫の暗幕が張られた小部屋を思い出した。

　──今日の仕事って……もしかして、また魔法の仕事じゃないの!?

　エリカは光る石を見たあの小部屋に駆けていく。彼に騙される新たな犠ぎ牲せい者しやを出さないため、エリカはスカートを持ち上げ全力で小部屋を目指し階段を駆け上がった。

　エリカはグリフィンの小部屋にたどり着くと、激しくノックし返事も待たずにノブを捻ひねり勢いよくドアを開いた。勢いのよすぎたエリカが転がるように部屋の中に入ると、

「──なっ！　君、なぜここに!?」

　驚おどろいた顔のアシュリーと青い顔の女性がいた。以前と同じような状況で女性は彼に肩を抱かれ、胸に寄りかかり泣いていた。

　彼女の涙を見た瞬間、エリカの頭は沸ふつ騰とうする。あの人も彼のインチキを信じ騙されている、魔法を頼り縋った女性をあの男は弄もてあそんでいる、そう思うとエリカは怒りで目の前が真っ赤になった。

「あ、あなた、自分を恥はじなさいっ！　その人、あなたのこと信じているのよ！　私だって信じたかったのに、この噓うそつき、アンタなんかペテン師じゃないっ!!」

　突然部屋に入ってきて怒りに顔を真っ赤にしたエリカにアシュリーも最初は驚いて呆然としていたが、彼女が叫びだした言葉に表情を変えた。

「わた、私わかってるんだから！　あなたの魔法──」

　そこからのアシュリーの動きは速かった。素す早ばやくエリカの傍そばまで行くと大きく手を広げ抱き寄せた。

「魔法って全部インチ──ムガッ!!」

　エリカの口を塞ふさぐように胸に寄せ強く抱きしめる。藻も搔がくエリカの抵てい抗こうを封ふうじ込めると、愛いとしそうに髪を撫でた。

「誤ご解かいだよ、可か愛わいい人。私が愛しているのは、君だけだよ」

「──なに寝言言って、～～～フゴッ」

　エリカが反論しようと顔を上げた瞬間、アシュリーは自分の唇でエリカの唇を塞いだ。

「～～～～～っ!?」

　驚きのあまりエリカの動きは止まってしまう。
















　彼は抵抗の止まったエリカに恋人のように甘い口づけを施ほどこした。

　それが長いのか短いのか、甘いのか辛いのかもエリカにはわからなかった。初めて味わう奇き妙みような感触に頭が真っ白になって、今がどういう状況なのかも判断できないでいた。

　名残なごり惜おしく唇を離すとアシュリーは切なく笑い、舞台俳はい優ゆうのようによく通る声でささやいた。

「こんな密室に女性と二人っきり、誤解してしまうのも無理はない。でも、君が疑うようなことは何もないよ。信じておくれ、私の大事な小こ猫ねこちゃん」

　まるで芝しば居いのような甘ったるいセリフを言うと、アシュリーは放心状態のエリカを胸に抱きしめたまま、啞あ然ぜんと二人を見ていたイライサにニコリと笑った。

「すみません、マダム。プライベートの諍いさかいに貴方を巻き込んでしまって……私のヤキモチ焼きな可愛い人のことはどうか内密にしていただけませんか？」

　照れたように笑い彼はイライサに懇こん願がんすると、彼女も何かを察さつし困った顔で小さく笑い頷いた。

「ナイセル夫人がお帰りだ。見送りを頼む」

　ようやく騒さわぎを聞きつけ現れたエヴァにアシュリーは短く命じイライサを託たくすと、体ていよく部屋から追い出す。そうして、部屋にはアシュリーとエリカだけが残った。

　扉が閉まり足音が遠ざかる。アシュリーが腕の力を緩ゆるめると、真っ赤な顔のエリカが飛び退いた。

「何すんのよ！　馬ば鹿か！　アホ！　変態！　女の敵！　地じ獄ごくに落ちろぉ～!!」

　ありったけの罵ば声せいを浴びせてエリカはヘナヘナとその場に座り込んだ。袖そででゴシゴシと何度も唇を拭い、少し涙ぐみながらもさらに罵ののしる。

「アンタ最低よ！　ペテン師でその上痴ち漢かんなんて……バカバカバカ！　アンタなんて人間のクズだわ!!」

　喚わめき散らすエリカを見下ろし、アシュリーは不快そうに吐はき捨すてた。

「ひどい言われようだな。君が馬鹿な真ま似ねさえしなきゃ、私もあんなことをしなくても済んだ。君こそ猛もう省せいしろ」

「猛省するのはアンタよ！　私知ってるんだからね、インチキのこと！」

　エリカの叫びにアシュリーの眉がピクリと動いた。

　エリカはまだゴシゴシと口を拭いながら、部屋に置いてある机を指差し彼を睨にらみつける。机の上には二つに割れた鉱石が置いてあった。

「また前みたいに石が光る魔法やったんでしょ！　あの石ってフローライトよね。フローライトを下から熱して発光させて……フローライトの熱反応の特性を使ったただのインチキじゃない！」

　エリカの指し摘てきにアシュリーは口を歪ゆがめ嫌な笑みを浮かべた。

「……ほぉ、随ずい分ぶんと調べてきたな。このごろ熱心にお勉強していたのは、そのためかい？」

　アシュリーの馬鹿にした口く調ちようにエリカの目はさらにキツくなる。

「パーティーの時のカードのトリックだってわかってるわよ！　一番初めの質問だけ先に調べといて、そのカードをこっそり一番下にして……後は順番をずらした質問に答えて確認するフリしてカードの中身見てたんでしょ！　ちゃんと知ってるんだから、あんなの魔法じゃなくて……手品よ!!」

　エリカの糾きゆう弾だんにアシュリーは腹を抱え笑いだす。

「ハハハハハ──随分とおイタをしていたようだな。……それは君一人で解といたのかい？　だったら君は筋がいい、私と同じ立派な魔術師になれるよ」

「誤魔化さないで！　誰がアンタみたいなペテン師になるもんですか！　……何であんなインチキするのよ、人を騙すのはよくないことだわ。今からでも遅くないから、さっきの女の人に謝ってきましょ。ちゃんと事情を説明して……騙した人に謝って許ゆるしを請こうのよ、そうすれば神様だってきっとお許しくださるわ」

　苦しそうに眉を寄せ悔かい悛しゆんを勧すすめるエリカを、アシュリーは殊こと更さら冷たい目で見下ろした。

「君のおめでたさはいっそ清すが々すがしいほどだな。なぜ私が許しを請わなきゃならない？　感謝されこそすれ、謝る要素がまったくない」

「……はぁ？　頭おかしいの!?　噓ついて人を騙して……謝ることだらけじゃない！」

　エリカの罵倒にもアシュリーは顔色を変えることもなく、冷静なままだった。

「おかしいのは君の方だ。私はコンサルタントとして人々の悩みを解決している。あの人たちは『魔法』という方法での物事の解決を望んでいる、だから私は『魔法』という演出を使っているだけだ。仮に科学的な方法を望んでいるなら、『魔法』でなく『科学的』に解決するさ」

　開き直りともいえる説明にエリカは怒りに目を剝むく。

「顧こ客きやくのニーズに合わせて動いているだけだ。顧客もそれに満足して大金を払う、何がいけない？」

「──なっ!?」

　悪事にも堂々と開き直るアシュリーにエリカは呆あきれ返り、言葉が出なかった。

　彼は意地悪く口の端を上げ笑い、啞然とするエリカに馬鹿な子供にでも言い聞かせるようゆっくりと嫌いや味みなほど丁てい寧ねいに語る。

「魔術とは物事の仕組みを理論化し体系立てた学問の総そう称しようだ。世の理ことわりを解くため、あらゆる現象を数式化して一定の再現性を求める。魔法とはその装そう置ちを通した結果にすぎない。君が信じる教会の教えのように不確かで情に流されやすいものではない、冷れい徹てつなものだ」

　見習いとはいえシスターをしていたエリカを目の前にして、彼は教会を愚ぐ弄ろうし、なおも言葉を重ねる。

「しかし、多くの人々はそのことを理解できない。自分に理解できない不思議な現象を魔法と呼んでありがたがっている。すべての人々が正しく学問である魔術や結果としての魔法を理解できるわけではないのだよ」

　アシュリーは何も言えないエリカの目を見て悪魔のように笑う。

「魔術も科学も同じ真しん理りを求める学問の呼こ称しように過ぎない。私は人々がより納得できる形でアドバイスし、答えを提示しているだけだ。別に騙しているわけじゃない、認識の違いだよ」

「そんなの、ただの詭き弁べんよ！　都合よく自分を演出して人の心を弄んでるだけじゃない」

　鋭するどく反論したエリカにアシュリーは肩を竦すくめた。

「ならば、どう言えばいいのかな？　現実に疲れ非現実に救いを求める騙されたい人々に魔法という夢を売っている、とでも言えば君は納得してくれるのかな？　綺麗事が大好きなカワイイエリカチャン」

　小馬鹿にした物言いにエリカの頭に血が上る。

「騙されて喜ぶ人なんているわけないじゃない！　信じていたのに裏切られて……そんなの嬉しいわけないでしょ!?」

　大声でアシュリーを詰なじったが、彼は僅かに眉を動かしただけだった。

　彼の美しいまでに冷たい顔を睨むうちにエリカの胸に燻くすぶり続けた疑ぎ念ねんの埋うもれ火は大きな炎となった。

　人々を欺あざむいていた彼が手間をかけてまでエリカを王都に連れてきたわけ──なぜ私なのか、特別でもないただの女の子をお姫様扱いする、本当の理由がずっと知りたかった。

「……何で私なのか、ずっと考えていたわ。でもゲティングズさんのこと噓つきだなんて思いたくなかったから……ちゃんと私の論文が認められて、気に入ってくれたんだって、思いたかったから……」

　言葉にすると胸がキシキシと痛くなる。エリカは震える手を握り締め、アシュリーの青紫の目を睨み続けた。強く睨んでないと、俯いてしまいそうだった。

「私のことも……騙してるの？」

　俯くと、泣いてしまいそうだ。エリカは必死に背を伸ばしアシュリーの目を見つめ続ける。ふとアシュリーの目が曇くもり、彼は僅かに視線をそらした。

「……あぁ」

　少し躊躇ためらい彼は短く答える。

　エリカはその答えを聞いた時、「やっぱりそうか」と納得する反面、「どうして？」と喚き散らしたい衝しよう動どうに駆られた。

　自分に残る冷静さを懸命に集めようとしたが駄目だった。必死で伸ばしていた背が撓たわみ、持ち上げていた頭がゆっくり下がっていく。

　悔くやしいのか悲しいのか自分でもわからず、胸が苦しくて短く何度も息を吸い込んだ。

　勝手に震える唇を強く嚙かみ、じわじわと滲にじんでいく風景にエリカは自分が泣いていることに気づいた。

「……嬉しかったのに……信じたかったのに……アンタのこといい人だって思いたかったのに……ちゃんと好きだって思いたかったのにっ！」

　喉のどを詰まらせ叫ぶと、エリカは部屋を飛び出していた。
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　入口で警けい備びをしていたはずの新人のクリスが、困こん惑わくしきった顔でランドルフを呼びに来た。

「何事だよ。お偉えらいさんが捜そう査さに苦情でも言いに来たのか？　それともチンピラの御お礼れい参まいりか？」

　報告書を放り投げ顔を顰しかめて席から立つと、クリスは怖こわ々ごわとランドルフの顔色を窺うかがいながら口を開いた。

「いえ、どちらかというと……痴ち情じようのもつれ、です」

　クリスの言葉にランドルフが首を傾かしげ玄げん関かんに行くと、ちょっとした人だかりができていた。若い警察官が取り囲んだ真ん中には凶きよう暴ぼうなマフィアではなく、涙で目と鼻を真っ赤にしたエリカが立っていた。
















「だから、早く警けい部ぶ補ほのランドルフさんを呼んでください！　エリカ・ブライアーズが大事なお話をしに来たって伝えてくださいっ!!」

　拳こぶしを握にぎり締しめ半ベソのエリカが警察官たちに喚わめいていた。

「ちょっと落ち着いて！　君はランドルフ警部補とどういうご関係かな？　突とつ然ぜん来た無関係の人を通すわけにはいかないんだよ」

　涙ぐみながら訴うつたえるエリカを押しとどめ警備の警察官が尋たずねると、彼女は大粒の涙をボロボロこぼし叫さけんだ。

「たった二回だけの関係かもしれないけど……何かあったら相談に来いって言われたんですっ!!」

　その叫びを聞くと、ランドルフを連れてきたクリスは非ひ難なんがましい目で上役の彼を見た。

「……ランドルフ警部補……あんな若い娘さんに、何てことを……」

　クリスのひどく冷たい侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしに、ランドルフは痛みだした頭を押さえた。

「……アホか、あの娘は……何言ってくれやがる」

　苦くつぶやくと、ランドルフは蔑さげすみと好奇の目に晒さらされながら人ひと垣がきの中から興こう奮ふん状態のエリカを連れ出し、空いていた会議室に彼女を押し込んだ。




　あれからどうやって逃げてきたのか、記き憶おくは曖あい昧まいだったが気づいた時にはエリカは屋や敷しきの裏口を出て表通りを歩いていた。

　次から次へとあふれる涙を乱暴に袖そでで拭ぬぐい、エリカはひたすら大通りを目指して歩いた。

　まだガーデンベルグに土地勘かんのないエリカが知っているのは、街の中心部の商業区だけだった。馬車で通った道を黙もく々もくと歩きながら、これからどこに行ってどうすればいいのかを考えていた。

　本当ならこのまま故こ郷きようのシークスに帰ってしまいたかったが、身一つで飛び出してきたエリカは財さい布ふや荷物どころか外がい套とうさえ着ていない。

　夕暮れに向かってどんどん下がっていく気温に震ふるえ、とりあえず知っている場所を目指し歩いた。

　はじめは五番街で宝石商を営いとなむヴェロニカの家を目指したが、アシュリーに憧あこがれるヴェロニカに屋敷を飛び出した理由を説明することを考え、取りやめた。あんなにもアシュリーを信しん奉ぽうするヴェロニカに「奴やつはペテン師だ」とはエリカも言えない。

　街をトボトボ歩きながら、暮れていく景色と明かりが灯ともり始めた街がい灯とうにエリカはだんだん不安になってくる。

　コートもない無一文の自分がこれからどうすればいいのか。カッとなって屋敷を飛び出してきたが、あまりにも無む謀ぼうな自分の愚おろかさにエリカは肩を落とした。

　──今からでも遅くない、一いつ旦たん屋敷に戻って……もう一度彼と交渉して、シークスに帰る金を借りるか……この街で仕事に就つくまで間借りをさせてもらうか……。

　暗くなっていく空を見上げエリカは焦あせった。このままでは歩いて屋敷に帰ることも難しくなっていく。不安な気持ちで街を見回すと、偶ぐう然ぜん警ら中の警察官を見かけた。

　そんな経けい緯いでエリカはランドルフのことを思い出し、彼に会うべくガーデンベルグ市警の庁ちよう舎しやを目指したのだった。




「私、この街に知っている人ほとんどいなかったし……以前お会いしたとき、困ったら相談に来てもいいって言っていたじゃないですか」

「そうだけどよぉ、もうちょっと言い方ってもんがあるだろうよ」

「……？　何かいけないこと言いましたか？　関係を聞かれたので、二回お会いしただけの関係でその時相談してもいいってお約束いただいたと……何かおかしなことですか？」

「……まぁ、いいわ。後でおかしな疑いかけられたら、お嬢じようちゃんが俺の潔けつ白ぱくを証しよう言げんしてくれればそれでいいわ……」

　会議室のストーブに火を入れエリカを椅い子すに座らせる。まだグズグズと泣きながら目を擦こする彼女にランドルフは肩を竦すくめ溜ため息いきをついた。

「……ほらよ、これでも飲んでとりあえず泣きやめ」

　そう言ってランドルフはエリカの前にミルクがたっぷり入った温かいコーヒーを置くと、自分もブラックコーヒーに口をつけた。

「グズッ……ありがとうございます、グズッ……いだだぎまず」

　鼻を啜すすりながらエリカは礼を言いおずおずとカップに手を伸のばし、湯気を上げるほぼミルクのコーヒーに口をつけた。

　少し落ち着いた様子のエリカを眺ながめ、ランドルフはゆっくりと事情聴ちよう取しゆを始めた。

「──で、お嬢ちゃん、一体なんのご相談だ？　先に言っとくが金のことなら飼い主に言えよ、俺は安月給の下したっ端ぱ役人だからな」

　ランドルフのからかいを含んだ声にエリカは怒りに表情を硬くしたが、奥歯を嚙かみ締めてからゆっくり重々しく口を開いた。

「……実は、子し爵しやくのアシュリー・ゲティングズ氏は魔ま術じゆつ師しと称しようして人々を惑まどわす……いかがわしいペテン師なんです！」

　エリカは単たん刀とう直ちよく入にゆうに結論を告つげ、自分が見た魔法と称するインチキの数々をあげ、さらにそのトリックをランドルフに説明した。

「──だから、あの人は何も知らない人を騙だましてお金をとっている噓うそつきのとんでもない悪党なんです！　しかも、痴ち漢かんの変へん態たいで、ホントもうサイテーなんですっ！　あんな奴、早く捕つかまえてください!!」

　肩で息をしながら一気にまくし立てると、ランドルフは怒りで顔を赤くするエリカを見ておかしそうに笑った。

「知ってるよ、そんなこと。驚おどろくような新事実でもねぇな」

「……はぁ？」

　あまりに素そっ気けないランドルフの答えにエリカは逆に驚き、ぽかんと口を開けたまま何度も瞬まばたきをする。

「だからよぉ、アイツがペテンの詐さ欺ぎ師しヤローなんてことはこっちも承しよう知ちってこと」

　呆あきれた様子でコーヒーを啜るランドルフにエリカは食ってかかった。

「ちょっと、なんでよ!?　噓ついて人騙してお金とっているのよ！　そういう人をのさばらせていいわけ!?　け、警察は何やってんのよ！」

　ダドリー司祭が口くち酸すっぱく言い聞かせた淑しゆく女じよの振ふる舞まいをかなぐり捨てエリカが喚くと、ランドルフはゲラゲラ笑った。

「ひでぇ言われようだな。何やってるって言われてもなぁ、アイツは法を犯おかしてない。いっつもギリギリ法の範はん囲い内ないでお仕事していらっしゃるんだ、こっちも手ぇ出せねぇよ」

「だって、騙してお金とったら詐欺じゃない。詐欺は犯罪だもの！」

「魔法だって手品見せて、それで金取って何が詐欺になるんだ？　予よ言げんめいた戯ざれ言ごとほざいてもアイツはそれを信じないとどうなるとか絶対言わねぇの、アホな客が勝手に信じて勝手にアホやっても詐欺にも強要にもならないからな。こっちもツッコミようがねぇの」

　ランドルフの説明にエリカはなおも食い下がった。

「で、でも！　虚きよ飾しよくは、噓は大罪よ。傲ごう慢まんに含まれる大罪で枢すう要よう罪ざいでも一番重くて、罪の源みなもとで……とにかくあの人のやってることは教会の教えに背そむく罪深いものだから！　そ、それにあの人、呪のろいとかして……」

「おいおい、今の世の中、教会法で逮たい捕ほなんかできないんだよ。言っただろ、『アイツは法を犯してない』って。それにな、呪いをしたからってそれが何だよ。その呪いで人が不幸になったとして、どうやってそれを実じつ証しようする？　それこそヤツが『呪われたくなければ金を出せ』とでも言ってくれれば恐きよう喝かつになるんだがな。アイツは呪いの依頼を受けるだけでそれ以上のことはしない。なんの法にも抵てい触しよくしないんだよ」

「……そんなぁ」

　失しつ望ぼうにエリカが肩を落とすと、ランドルフは肩を竦め小さく笑ってからまたコーヒーを飲んだ。

「残念だったな、お嬢ちゃん。お嬢ちゃんが言ったことで法に抵触しそうなことは『痴漢の変態』ってトコぐれぇだが……何したか知らねぇが一いつ緒しよに住んでるんじゃ、せいぜい男女間のトラブルってことでお説教するのが関の山だ」

　男女間のトラブル……エリカは口の中で小さくつぶやく。甘酸っぱくもないグニャリとした生なま温あたたかい奇き妙みような感触。女の子らしく夢見ていたキスとはかけ離はなれたアシュリーとのキスを思い出し、エリカは怒りと羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にして唇くちびるを嚙み締めた。

　──返せ、戻せ！　私のファーストキスは結婚式の誓ちかいの口づけって決めてあったのに!!

　ぐぬぬぅと唸うなりながらエリカはコーヒーの水みな面もを睨にらみ、やりきれない感情を落ち着かせる努力をした。

　雪ゆき景げ色しきや池に張はった氷を思い浮かべて、冷えるイメージを懸けん命めいに思い浮かべる。だんだん怒りの熱が冷めていくとかわりに悲しみがこみ上げてきた。

　突然やってきた王子様のような彼に論文を褒ほめられ単純に嬉うれしかった。お姫様のように扱われ戸と惑まどいもしたが、夢のような暮らしと優しい言葉に胸躍おどったのも事実だ。

　浮かんだ疑念だってただの思い過ごしで、都会に慣れない臆おく病びような自分を克こく服ふくすればきっと信じることができる、そうなって欲しかった。──彼を好きになりたかった。

「～～～だっでぇ、信じだがっだんだもん……グズッ、自分のことも、ゲティングズさんのことも、信じだがっだんだもん～、ウエッ、……もぉヤダ、シークスに帰りたいよぉ」

　ボロボロと涙をこぼし子供のように咽むせび泣きを始めたエリカにランドルフは困った顔で溜息をつくと黙だまってエリカの頭を優しく撫なでた。

「帰る～、帰って修しゆう道どう女じよになって、一生男の人と口きかない、顔も見たくない……修道院に籠こもって暮らすんだから、俗ぞく世せのことなんか忘れて暮らすんだから～～～！」

　鼻を垂たらして泣き喚き癇かん癪しやくを起こす女という面めん倒どう臭くさい生き物の世話など最もつとも嫌う職しよく務むの一つだったが、妙な愛あい嬌きようのあるエリカの世話は面白い。

　ランドルフは強こわ面もてには似合わない優しい手つきで、エリカの頭を撫で続けた。




「あの……大変お見苦しいところを……失礼しました」

　目の周りと鼻の頭を真っ赤にしたままエリカはぺこりと頭を下げる。

「いいってことよ、気にすんな」

　ランドルフは淹いれ直したコーヒーを手に笑うと、恥はずかしそうに下げたままのエリカの頭を強めに撫でた。

「──で、どうするんだ？」

　その問いかけにエリカが首を傾げると、ランドルフは呆れたように小さく笑った。

「これからのことだよ。このまま大人おとなしく屋敷に帰ってヤツに頭を下げるのが一番簡単なんだろうけど、それをお嬢ちゃんが素直にできるとも思えねぇしな。……故郷に帰るにしても、今スグ馬車立てるってわけにはいかねぇし、とりあえず明日の朝一で乗のり合あい馬ば車しや探すとして、今夜はどうする気だ？　そのナリじゃ財布だって持ってきてねぇんだろ」

　ランドルフの問いを聞きながら、エリカは自分の後先のなさに改めて愕がく然ぜんとした。本当になんにも考えずに屋敷を飛び出してきたことを今さらのように後こう悔かいした。

　ようやく自分の立場を思い出し青あお褪ざめたエリカにランドルフは大きな溜息をついてから少し考え、ニヤニヤと悪戯いたずらっぽく笑った。

「なんだったら、今晩くらいは泊めてやってもいいぜ？　部屋は狭せまいが俺は独どく身しんだし気き兼がねするような同居人もいない」

　少し声を低くしランドルフは色めいた笑みを浮かべ密ひそやかにささやいた。

「何から何まで……本当にありがとうございます。今夜はよろしくお願いします」

　エリカは嬉しそうに笑い感謝し深々と頭を下げる。エリカの即そく答とうにランドルフはひどく苦い顔になって頭を押さえた。

「……とんでもねぇ性しよう悪わる小こ悪あく魔まか、でなきゃ本物のアホか。アイツが振り回されるのも仕方ねぇな……」

　冗じよう談だんめかしてからかったつもりが意い図とせぬ反はん撃げきを喰くらい、もう一度大きな溜息をついてランドルフは冷め始めたコーヒーを啜った。

　ランドルフのつぶやきがわからずエリカが首を傾げていると、彼は大きく伸びをし席から立ち上がった。

「……しょうがねぇーから、俺が屋敷まで送って行ってやるよ。なんなら、一緒に頭下げてやるから、今日のところは帰れ」

　突然言葉を翻ひるがえしたランドルフにエリカが顔を強こわばらせる。

「……イヤ、帰りません。あの人の顔、もう見たくない」

　ランドルフは眉まゆを寄せ、エリカの飲みかけのマグカップを勝手に片付けた。

「ダメだ、今日は大人しく帰れ。お嬢ちゃんみたいなのが夜中にフラついてたら余計な事件が起こるんだよ。いいから帰るんだ」

「嫌です！　絶対に帰りません！　泊めてくれるって言ったじゃないですか!?　私寝つきはいい方なんです、ベッドじゃなくても床でも寝られるんで──」

　二人で押し問答していると、会議室のドアがノックされた。

「あのぉ～、お取り込み中スイマセン。ランドルフ警部補、お客様です」

　おずおずと扉とびらを開け、クリスが顔をのぞかせた。彼は同情するようにエリカに微笑ほほえんでから、ランドルフを軽く睨んだ。

　ランドルフが呼び出しに応おうじて部屋の外に出ると、クリスは先ほど同様非ひ難なんがましい目でランドルフを見た。

「……俺が言うことじゃないかもしれませんが……ちゃんと男らしく責任とった方がいいですよ。……あんな若くて可か愛わいいのに、ベッドじゃなくてもいいとか……あの子がかわいそうだ……」

　ランドルフは明後日あさつてな忠告に憮ぶ然ぜんとし、投げやりに答えた。

「あぁ、あぁ、そうするよ。責任もって子こ猫ねこの尻しり拭ぬぐいさせてもらうよ」

　ランドルフは肩を怒らせ、客の待つ窓口に向かった。

　案の定、ランドルフを待っていたのはゲティングズの家の使用人だった。ランドルフは恭うやうやしく礼をする秘書の姿を見て意地悪く口元を歪ゆがめる。

「お前が来るなんて意外だったな、てっきり守しゆ衛えいあたりが来ると思ってたぜ」

「ご期待に添そえず申し訳ありません。……エリカ様の保ほ護ご、ありがとうございました」

　エヴァは丁てい寧ねいに礼を言うと、優ゆう雅がに微笑み威い圧あつする。ランドルフは肩を竦め苦笑するとエヴァをエリカがいる会議室に案内した。

　エヴァの説得にもエリカは「帰りたくない」の一点張りで、痺しびれを切らしたランドルフは嫌がるエリカを無理やり肩に担かつぎ強引に玄関まで運んだ。

「離してよっ！　嫌だって言ってるじゃない！　変態！　どこ触さわってんのよ!!」

「そういうことは、もう少し肉ついてから言え。お前のどこに触るとこがあるんだよ」

　ランドルフは暴あばれるエリカを馬車のシートに転がし扉を閉めると、頭を下げるエヴァを軽く睨んだ。

「アイツに言っとけ。大きく貸し作ったんだから早めに返せ、ってよ」

「本当にありがとうございました。また改めてお礼に伺うかがいますので、今日のところは失礼させていただきます」

　エヴァが改めて礼を言うと、ほどなく馬車は走りだし夜の街へと消えていった。




　馬車の中で俯うつむいたまま何も言わないエリカに、エヴァは困った顔で話しかける。

「……やっぱり、怒ってらっしゃいますよね」

　エヴァが声をかけてもエリカは返事もせず、じっと下を向いたままだった。エヴァは小さく息をつくとしばらく黙り、考えてからまた口を開いた。

「この国の建国に貢こう献けんし、初代国王アンリ一世を助けた偉大な魔法使いグリフィス・ゲーティアはご存ぞん知じですよね。彼はゲティングズ家の先せん祖ぞで、ゲティングズ家の爵しやく位いは彼の活かつ躍やくにより与えられたものなんです。知っていましたか？」

　少し低い艶つややかな声で、エヴァはお伽とぎ話ばなしの時代の話をする。

「グリフィス・ゲーティアの時代よりゲティングズ家は魔法をもって代々王家に仕つかえていた、王家付きの由ゆい緒しよ正しい魔術の家なのです」

　一旦言葉を切ってエリカの様子を窺ったが、彼女は俯きなんの反応も見せず変わらずに黙り込んだままだった。エヴァは少し悲しげな目をしてから話を続けた。

「グリフィスには、いえ、昔の魔法使いたちには強い魔力があり、所謂いわゆる『魔法』も本当に使うことができたのです。魔術回路という特とく殊しゆな遺伝形質を持った者にだけ魔法は使えた。しかし魔術回路を持つ者は異い能のう者しやであり、迫はく害がいを受ける日ひ陰かげ者ものでした」

　人は自分と違ったものを嫌う。たとえそれが劣おとっていようが優すぐれていようが関係ない、自分たちと違う「少数の者」を蔑さげすみ、排はい除じよしようとする。

　愚おろかでどうしようもない、しかしそれが人の持つ性さがである。

「グリフィスはそんな迫害を跳はね除のけるためアンリ一世に力を貸し、見返りに地位を手に入れた。彼は魔術協会を立ち上げ、魔術回かい路ろ保ほ有ゆう者しやたちを管理下に置き庇ひ護ごして人々の迫害から守り、国に貢献することによって魔法使いの地位を向こう上じようさせた」

　弱き者を助けるため、強き者が立ち上がり力をつくす。とても尊とうといことだ。──例えそれが教会の教えに背く「魔法」であっても。

「この国で魔法使いが教会からの異い端たん審しん問もんを受けないのは、グリフィスの働きのおかげです。ゲティングズ家当主は代々グリフィスの教えを守り、魔法使いたちの管理と庇護を行っているのです」

　行ぎよう儀ぎよく膝ひざの上に置かれたエリカの手がギュッと握り締められ拳を作る。ほんの些さ細さいな動きだったがエリカの胸の中の嵐あらしを垣かい間ま見たようで、エヴァはそっと目をそらした。

「ところが、ある時から一族の者たちの魔術回路の弱体化が起こり始めたのです。強大な魔法には強い魔力が必要です。魔力は魔術回路によって作られる。しかし、一族には強い魔術回路を持つ子供が年々生まれにくくなりました」

　どれほど厳しい修行をしても、魔力がないことには魔法は使えない。

「そこで魔法使いたちは弱まる魔力を補おぎなうため魔法を理り論ろん化かし、魔力以外での魔法の再さい現げん性せいを研究しました。それが今日の魔術の始まりです。魔法の解かい析せきを進めると共に、魔術理論や錬れん金きん術じゆつ、化学、薬学、物理、医学、人の精神。ありとあらゆる研究を重ねましたが魔術回路の弱体化は止められず、けっきょく『魔法』は消え『魔術』だけが残ったのです」

　迫害から逃のがれるため異能の一族は権力を望んだ。

　しかし神は人に特別多くは与えない。彼らが権力を手に入れると、見返りと言わんばかりに彼らから「魔力ギフト」は奪われた。

　その奪われた「魔力ギフト」こそが、彼らに権けん力りよくを握らせる源であったにもかかわらず──魔法使いたちは魔力という神の愛を失うしなった。

「エリカ様が見たインチキの数々は、魔法の解析で生まれたいわば副ふく産さん物ぶつです。我われ々われ魔力を失った魔法使いたちは、その副産物で魔術師となってなんとか体たい面めんを保たもっているのです」

　エヴァの語りにエリカは僅わずかに震える小さな声で反はん論ろんした。

「……それがなんだっていうんです。そんなの、インチキして人を騙していい理由にはならないですよね」

　鋭えい利りな声にエヴァは苦しく目を閉じる。

「……えぇ、そうですね、全くそうですね。しかし私たちの一族は一度手に入れた安あん寧ねいを手放すことができなかった。迫害や差別を受ける元の地位に戻ることが、人々から隠かくれ住み貧まずしさに喘あえぐ生活に戻ることがどうしてもできなかった。……人は欲深いものですね」

　エヴァは口を閉じ祈いのるように目を伏せたまま動かなかった。馬車の中は沈ちん黙もくが重く横たわり、馬の蹄ひづめと車しや軸じくの軋きしむ音がやけに大きく響ひびいた。

　エリカは雑ざつ音おんに耳を澄すまし、それがなんの音か聞き分けようとしてみた。

　正しいこと間違っていること、本当と噓、情と理性、救うべきものと切り捨てざるを得ないもの。全部が複雑に混じり合って、どこに線を引くべきかエリカには解わからなかった。

　二人が黙っているうちに馬車は屋敷の敷地に入った。見慣れた庭を見るとエヴァは安あん堵どしたように小さく息を吐き、短く告げた。

「アシュリー様がお待ちです。……エリカ様が知りたかったことについてお話しされるでしょう」

　エリカは俯いたまま小さく頷うなずき、スカートの布地をぎゅっと握った。




　黙ったままエヴァの後ろについて長い廊ろう下かを歩き、グリフィンの装そう飾しよくがされた扉の前に立つ。扉を開け中に通されると、少し不ふ機き嫌げんそうなアシュリーが座って待っていた。

　彼はエリカの顔を見ると何か言いたげにもごもごと口を動かし、しかし何も言わず「フンッ」とそっぽを向いた。

　椅子も勧すすめない主人の態度にエヴァは小さく溜息をつくと、勝手にエリカを椅子に座らせ、茶を二人の前に置く。そのままエヴァは部屋から辞じ去きよし、残された二人は気まずい沈黙をしばらく味わっていた。

「……謝らないし、むしろ謝って欲しいぐらいだし」

　エリカが聞こえるくらいの大きさで独ひとり言ごとをつぶやくと、アシュリーは目を剝むきエリカを睨んだ。

「何が謝って欲しいだ！　勝手に飛び出して、探す方の身にもなれ！　ガキじゃあるまいし手間をかけさせるな!!」

　いつもの紳しん士しらしい言葉遣づかいを投げ捨てアシュリーが詰なじると、エリカの目も険けわしくなる。

「何よっ！　アンタが悪いんでしょ、人のこと騙すからいけないんじゃない、私悪くないから！」

「人の仕事に首突っ込んできて、勝手に文もん句くつけているのは君だろうが！　君には関係ないことなんだよ、いいも悪いもないだろ！」

　アシュリーの暴ぼう言げんにエリカは僅かにひるんだが、ぐっと奥歯を嚙み締め彼の顔を強く睨んだ。

「か、関係ないことないじゃない、私も騙されてたんだから。……どうして、騙してまで私をここに連れてきたの？　チヤホヤして……何が目的なのよ」

　激げき高こうせずに理由を問うことに専せん念ねんする。

　エリカは喚きたくなる気持ちをぐっと抑え、アシュリーの目を見た。彼の綺き麗れいな青あお紫むらさきの瞳ひとみを見ていると、グチャグチャの気持ちでひどく胸が痛くなる。何もかもわからなくて目頭が熱くなっていく。泣くもんか、そう強く奥歯を嚙んで彼を見続けた。

　アシュリーはエリカの強い目を気まずく眺め、小さく息をつくとすっと目をそらした。

「……エヴァから、この家のことを聞いただろう。私の家は代々魔法を研究している。一族の者に魔術回路が発現しなくなった現在も、魔法を探し求めている。魔法を正しく再現できれば、『噓』だって『真実』にできる。だが、魔法はすでに文ぶん献けんにしか存在しない」

　じっと自分の話を聞くエリカの拳は小さく震えていた。それを見たアシュリーは「今更」の複ふく雑ざつな感情に眉を歪める。

　目の前のエリカはただの女の子だった。薬屋で嬉しそうに笑った、青いドレスでぎこちなく微笑んだ、そのことを「今更」思い出した。

「研究するためには実際の魔法のサンプルが、魔力と魔術回路の解かい明めいが必要なんだ。しかし一族にはもう、魔術回路を持つ者はいない。……それでもこの世から魔術回路の発現者は全くいなくなったわけじゃない、時折、突然変へん異い的てきに強い発現者が現れる。──それが、君だ」

「……えっ？」

　突然の話の展開にエリカは目を見開いた。

「自分は勘がよすぎる、そんなふうに思ったことはなかったのか？」

　アシュリーの問いにエリカは何も答えることができず、ただ息を吞のむ。

「チョコレートを出すたびにフィリングを君に尋ね、君は三十二連続で正せい解かいした。フィリングは全部で六種類、しかも君はそのフィリングをすべて把は握あくしてなかった。単純に計算しても六の三十二乗分の一の確かく率りつ、フィリングの種類を知らなかったことも考こう慮りよすれば実に天てん文もん学がく的てきな確率になる。様々な実験を繰くり返かえしたよ、これから咲く花の色、蛹さなぎの中の蝶ちようの種類、今あるもの、過去あったもの、未来に起こるもの、いろいろ試してみたが、君はおおよその物事を見通した」

　彼は何を言っているの？　エリカはただぼんやりとアシュリーの顔を見つめる。

「君は複雑な手続きをすっとばして『魔法』を実行していたんだ。術式なしだ、確実に君には強い魔術回路がある」

　あまりにも予想していなかった数々の言葉にエリカはなんの反応もできず、ただ浅い呼吸を繰り返す。

　真っ青な顔で震えるエリカを見つめ、アシュリーはゆっくり告げた。

「君は強力な魔女だ。だからこそ、私は君が欲しい」

　アシュリーは苦しく眉を歪めたまま、エリカにささやいた。

『もし、あなたにもプレゼントが届いたら、それは隠しておいてね。特別ステキなプレゼントだけど、それは悪い魔法使いを呼び寄せてしまうの。いい？　悪い魔法使いが来たらちゃんと逃げてね。どんなに優しそうでも信じてはダメよ』

　いつかの母の声がエリカの頭の中で響いた。

　あの言葉は子供騙しのお伽話の一節ではない、今日のための警けい告こくだった。目の前で憂うれい顔を見せる美しい男は「悪い魔法使い」なのだ。

　気持ちの悪い現実がエリカの足を這はい上ってくる。

「……我々の研究にはどうしても君が必要だ。魔法を解明するためにも、魔術という学問を極きわめるためにも、そして何より……ゲティングズ子爵家と魔術協会の存そん続ぞくのためにも」

　アシュリーの声にはいつものような張りはなく、苦しげに少し掠かすれ、懇こん願がんの色を含んでいた。苦しい声にもかかわらず彼の言葉は強きよう制せい的てきだ。

「……イヤよ、そんなのイヤ」

　理解できない事実と裏切られた痛みと悲しみにエリカの胸は詰まり、同時に身勝手な強きよう要ように怒りを感じていた。始めは悲しみで占しめられていた胸中を、徐じよ々じよに怒りが侵しん食しよくしていく。

「……私のこと、勝手って言ったけど、アンタたちの方がよっぽど勝手じゃない」

　エリカは悲しい気持ちを怒りの炎ほのおを燃やす燃ねん料りようにする。傷つけられた衝しよう撃げきを攻こう撃げきのための反はん動どうにする。──そうだ、私は悲しんでいるより怒った方がいい。エリカはアシュリーを強く睨んだ。

「アンタの家の事情に勝手に巻き込まないで、迷めい惑わくだわ！　何が魔術回路よ、私は魔法なんて使ってないし嫌いなんだから、そんなの関わりたくないの！」

　泣きだしそうだったエリカの青い顔は、怒りに赤くなっていく。怒りはエリカに顔を上げ続ける力をくれた。

「人を騙してお金取っている人の言うことを、どうして私が聞かなきゃならないのよ!!」

　大声で怒ど鳴なり勢いきおいよく立ち上がる。そんなエリカを見て何な故ぜかアシュリーは安心したように優しく笑った。

「とにかく、私はアンタのものにもならないし、協力だってしないわ。だから私がここにいる必要はないの！　素す敵てきなお屋敷にご招待してくださって今までありがとうございました。明日朝一でシークスに帰るので、もう一晩だけ泊めてくださいね」

　エリカが鼻息荒あらく宣言し部屋を出ていこうとすると、「少し待ちたまえ」とアシュリーが呼び止めた。彼はいつもの紳士然とした顔になるとにやりと笑い口を開く。

「そういえば君は、ロバート・ガウアーという牧場主をご存知かな？」

　ご存知も何も、エリカが暮らした教会の近きん隣りんに住む信しん仰こう心しん厚い老人だ。その人物の名がなんの脈みやく絡らくもなくアシュリーの口から出たことにエリカは違い和わ感かんを覚え、怪け訝げんな表情になる。

「……ガウアーさんが何よ、今の話と何にも関係ないでしょ」

　苛いら立だった声で返事をすると、アシュリーは笑みを深くした。

「実はね、君に会いにシークスに行った際、私はガウアー氏の牧場をすべて買い取ってね。人を雇やといガウアー氏を管理者として、牧場の再さい建けんをお願いしているんだ」

　エリカの表情は険しくなる。

「大きな牧場なのに随ずい分ぶんと畜ちく舎しやを閉めていたようだね。今度の春にはすべての畜舎に家か畜ちくを入れられるよう修しゆう繕ぜんを急ピッチで進めているよ。春から入れる羊の手配はもう済んだ」

　唐とう突とつな故郷の話に胸むな騒さわぎがする。エリカはアシュリーをきつく睨む。

「近隣に空いていた土地も少し買って、来年の秋前には毛け織おり工場も稼か働どうするよ。シークスにはこれといった産業がないそうだね、工場建設にシークスの町長さんは随分喜んでくれたよ。働く場があれば若者が都会に出なくてすむ、過か疎そが食い止められるってね。実際若者たちから働かせて欲しいって問い合わせが何件もあるそうだ。……町に活かつ気きが戻るのはいいことだね、実業家としても社会に貢献できて嬉しいよ」

　噓のようににこやかな顔で故郷の近況を語るアシュリーにエリカは声を荒らげた。

「……何が言いたいのよ、はっきり言いなさいよっ！」

　エリカの大きな声にもアシュリーは平然と笑い、静かに口を開いた。

「今、私がシークスから資金を引き上げたら、あの町は大変だろうね」

「──なっ!!」

　エリカが声を失うと、アシュリーは世間話をするように穏おだやかに語る。

「君がここからいなくなったら、私はシークスと縁えんも所縁ゆかりもなくなってしまう。そんなところに大金を投じるのは、いかがなものかと私は思うんだよ」

　エリカは怒りに震えながら強く拳を握り締めた。

「……町を人ひと質じちにとって、私を脅おどす気？」

「そんな、人聞きの悪い。私は一いつ般ぱん論ろんを言っただけだよ。縁も所縁も、事業を続けるには大事な理由づけの一つだからねぇ」

　意地の悪い笑いを含んだアシュリーの声にエリカの頭は一瞬で沸わき立たった。目の前にある紅茶のカップを摑つかむと、勢いよくアシュリーの顔にかける。

　前まえ髪がみから紅茶を滴したたらせた男の顔を怒りで煮にえ沸たぎる目で睨み、エリカは侮ぶ蔑べつを込め吐き捨てた。

「アンタ……最低よ」

　上うわ擦ずった声にアシュリーは顔にかかった冷めた紅茶を拭いながらも薄く笑った。

「……何とでも言え。それだけ私は本気だということだ。出て行くつもりならその覚かく悟ごで出て行くんだな。──エヴァ！」

　ワナワナと震えるエリカを無視して外で控ひかえていたエヴァを呼ぶと、アシュリーは冷れい淡たんな口調で短く命めいじた。

「話は終わった、エリカさんを部屋に連れていけ。大事な客人だ、外から鍵かぎをかけ厳げん重じゆうに見張るようにしろ」

　彼は実じつ質しつ的てきな軟なん禁きんを命じ、そのまま何事もなかったように書類を広げ仕事を始めた。

「……かしこまりました」

　痛みを耐える表情でエヴァは返事をし、立ちつくすエリカの腕をとると強引に連行していく。

「私はアンタを軽けい蔑べつするわっ！　何があっても、アンタに従したがうことなんてないから！」

　大声を上げるエリカを見ることなく、アシュリーは書類に目を落としたまま書きつけをする。

「──大っ嫌い！　アンタなんか大嫌いよッ!!」

　嫌けん悪おの叫びなど聞こえないように彼は書類から顔を上げず、エリカを一いち瞥べつすることもなかった。




　いつもの優しい手からは想像もできないほどの強い力でエヴァはエリカの腕を摑み、廊下を歩いていく。硬い表情のままのエヴァを見上げ、腕の痛みに顔を歪め思わず口を開く。

「……痛いから離してください。私は逃げたりしませんから」

　自分でも驚くほどの冷たい声が出た。エヴァは悲しそうに眉を寄せると手を離し、エリカに頭を下げる。

「……本当に、ごめんなさい。エリカ様を傷つけるつもりは……なかったのです」

　苦しい言い訳にエリカは声を震わせた。

「じゃあ、どんなつもりで騙してたんですか。騙されて傷つかない人なんているんですか？」

　頭を下げたまま顔を上げないエヴァを見つめ、エリカは今ごろになって込み上げてきた悲しみに喉のどを詰まらせながらも吐き出した。

「……面白かったですか？　都会の紳士にちやほやされて、騙されているとも知らず浮かれたり沈しずんだり空回りしていた私が……馬ば鹿かな田舎いなか娘むすめが勘違いしてはしゃぐ様は、面白かったですか!?」

「……ごめんなさい」

「謝らないでよ。謝るくらいなら、騙さず最初から本当のこと言えばいいじゃない。どっちみちシークスを人質にとって脅して言うこと聞かせるつもりだったんでしょ？　騙す必要なんてないじゃない！」

「本当に、ごめんなさい」

　下を向いたまま謝るエヴァにエリカは怒りをぶつける。エヴァは使用人でアシュリーの命に従って動いているだけ。

　エヴァは騙したくて騙したわけじゃない、そんな事情も判わかっていたが、どうしても我が慢まんできなかった。

　頭を下げたままのエヴァを無視して、エリカは奥歯を嚙み締め走るように自室に戻っていった。外から鍵をかけられるのを待たずに内鍵を閉め、ベッドに潜もぐり込むと大声を上げて泣き叫んだ。

　悲しくて悔くやしくて、とても惨みじめで。エリカは誰だれにも聞こえないように枕まくらに顔を埋うずめて、大声で喚き大粒の涙をこぼした。
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　エリカの部屋に外鍵をかけると、エヴァはアシュリーの部屋に報告に向かった。部屋に入ると、退室した時と同様に彼は熱心に仕事をしていた。

「髪くらい拭ふいたらどうです。シャツも濡ぬれていますし……紅茶のシミは落ちにくいですからね」

　まだ前髪が濡れたままのアシュリーに呆れたように言うと、エヴァは彼を冷たく睨んだ。

「……もっと、優しく伝えることはできなかったのですか？　せっかく今まで信頼関係を築きずいてきたのに、あれじゃ信頼はゼロどころかマイナスです」

　紅茶に濡れたままのアシュリーは書類から顔を上げず、その姿勢のまま秘書の苦言を聞いていた。

「今からでも遅くないです。何か手を打ちましょう、彼女の態度が軟なん化かするような──」

「もう、騙したくなかったんだ」

　エヴァの提案を遮さえぎるように、アシュリーはつぶやく。

「これ以上あの娘のご機嫌とりするのが嫌になった。嫌だったし面倒だったから、本当のことを言ってしまっただけだ。……めちゃくちゃ怒っていたが、シークスという人質もある、とりあえず逆さからいはしないだろう」

　強気に嘯うそぶくアシュリーを見下ろし、エヴァは大きな溜息をついた。

「……エリカ様は怒ってなんかいません。……部屋の中で悲しそうに泣いていましたよ」

　エヴァの言葉にアシュリーはぐっと奥歯を嚙み締める。そのまま何も言わなくなったアシュリーをもう一度見下ろし、エヴァはそれ以上エリカについては触れず、イライサについての報告を始めた。

「ナイセル夫人をお宅に送る際、通いの使用人の話を聞くことができました。最近、夫人の元に父のカッセルズ伯はく爵しやくの使いが頻ひん繁ぱんにやってきているようです。何でも、縁談についてとか」

「縁談」の単語にアシュリーの眉がピクリと跳ねる。

「どうやら失しつ踪そうから死亡に切り替わると同時に再婚をまとめるため、随分とお父上が動いているようですよ。ナイセル夫人本人がどう思っているのかまではわかりませんが、周しゆう囲いはスチュアート氏の死亡は確定するものとして準備されています」

　エヴァの報告にアシュリーはペンを止め、少し考え込むと口を開く。

「案外、本人もそのつもりなのかもしれん。交こう霊れい会かいで揺ゆさぶりかけたら異常に反応したぞ。生きているの？　なんて聞きやがった」

　アシュリーはペンを指先で遊ばせながら、独り言のようにぼんやりとつぶやく。

「あの女、どうも妙みようなんだ。必死で旦だん那なを探す演技をしているにしちゃ変に波がある。焦って挙きよ動どう不ふ審しんになったり妙に冷静だったり……。偽ぎ装そう失踪にしちゃ落ち着きがない、本当の失踪にしたら落ち着きすぎている。その割に死し亡ぼう確定には疑うたがいがない。……旦那は見つからない、そんな自信すら見せるフシがある」

　器用にくるくるとペンを回すアシュリーの手元をエヴァはじっと見つめた。

「……エヴァ、スチュアート・ナイセルは行方ゆくえ不明での捜そう索さくだけでなく、カッセルズ伯爵の動向にも範囲を広げろ。スチュアートの足取りが摑めないのは、優秀な道先案内人がいるからかもしれない」

　アシュリーは回していたペンを止めようやく顔を上げた。

「──上手く仕事も回せなかった男が逃亡だけ上手いなんてことはないからな」

　冷淡ないつもの表情になったアシュリーを確認しエヴァもようやく使い魔の表情になる。

「かしこまりました」

　冷たい顔の魔術師の命に従い使い魔は美しく一礼した。
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　朝食の時間になりハンナが複雑な表情でエリカの部屋にワゴンを運び入れた。

「おはようございます、エリカ様。朝食の用意をいたしますね」

　腫はれ物に触るような様子で恐おそる恐るベッドに声をかけ、テーブルに朝食の皿を並べる。

　まだ湯気を上げるホットディッシュのベーコンとオムレツは艶やかに輝き、焼きたてのパンはクルミとバターの芳こうばしい香りを放っている。

　シーツを被かぶったまま返事もしないエリカにハンナは寂さびしく微笑みもう一度声をかけた。

「昨日の夜も何もお召めし上がりにならなかったんですから、どうか朝は召し上がってください。今日のパンはエリカ様のお好きなクルミ入りですよ」

　いつも元気のよい挨あい拶さつをするエリカはベッドから顔も出さずに、じっと動かない。

「……私は下がっておりますからね、御ご用ようがあったらお呼びください」

　ハンナは悲しそうにそう言うと静かに部屋を下がり、テーブルに朝食だけが残される。

　エリカはシーツの中で泣き腫らした赤い目を擦り、野生動物のように警戒心たっぷりに周囲を窺い部屋から誰もいなくなったことを確認するとシーツから顔を出した。

「……私も最低だ」

　小さくつぶやきハンナがセットした朝食を眺めた。

　アシュリーに騙されたからといって屋敷で働くすべての人々に恨うらみを向けることは間違っている。それでも胸を荒らす感情が当たり前の朝の挨拶をハンナに返すことすら拒こばんでしまう。

　冷静に物事に対たい処しよしようと思ってはいても、この屋敷の人間全員が敵だと攻撃的な気持ちになるのだ。

　もう嫌だ、エリカは裏切られた傷心と自己嫌悪で俯き、また涙ぐんだ。

　グズグズと鼻を啜り泣いているエリカにも朝食の美お味いしそうな香りは漂ただよってくる。悲ひ嘆たんにくれ泣き伏していても健康な十七歳の躰はひどく正直で、「ぐぅぅぅ～」と間抜けな音を立てお腹が補給を訴えた。

「……ご飯に罪はないもの」

　エリカは涙を拭き、まだ温かいクルミパンを頰ほお張ばった。もぐもぐと咀そ嚼しやくするたびパンの甘味は口に広がり、同時に体中に力が湧わいてくる。

　エリカは一旦考えるのをやめ、朝食を食べることに集中した。ふわふわなオムレツとカリカリのベーコンを交こう互ごに味わうと、冷えていた体がどんどん温かくなり、気持ちも漲みなぎってくる。

「……そうよ、なんで私が傷つかなきゃいけないのよ！　騙している人が悪いのであって、私が傷つく必要なんてないじゃない。おかしいのも間違っているのもあっちだもの、私は堂々と戦えばいいんだもの!!」

　ガリガリとベーコンをかじり、エリカは鼻息を荒くする。

　エリカは悲しみを持続できない、悲しんでいてもお腹は減り何も解決しないことは孤こ児じ院いんでよく学んでいる。

　ようやく燃えだした怒りの炎に悲しみという薪まきをくべる。赤々と燃え盛さかる反はん抗こう心しんに励はげまされ、エリカは血色のよくなった顔を上げクルミパンを嚙み締め、オレンジジュースを飲み干ほした。

「絶対、あの人を悔かい悛しゆんさせてやる。自分の罪深さに気づかせて、必ず改心させるんだから！」

　新たな目標と決意に目を輝かせ一人宣せん言げんすると、エリカはハンナへの無礼の謝しや罪ざいとクルミパンのおかわりを催促すべく颯さつ爽そうと立ち上がった。




　ハンナに朝の無礼を謝り、エリカは「アシュリーの改心」という新たな目標に向かって戦いだす。とりあえず欺ぎ瞞まんの罪をわかりやすく説明すべく図説を作成していると、エリカに客人が訪ねてきた。ヴェロニカが遊びに来たと思っていたら、意外なことに客人はイライサだった。

「あの、ゲティングズさんじゃなくて私ですか？」

　何度も確認したがイライサが面会に来たのはエリカだという。エリカは首を捻ひねりながらもイライサの待つ客間に向かった。

「いきなりお訪ねして、ごめんなさいね」

　正式には初対面のイライサはそう言って挨拶すると、戸惑いながらも礼を返すエリカに小さく微笑んだ。

　真正面からちゃんと見たイライサは頰がこけ病人のような顔色をしていたが、それでも美しいと思える上品な女性だった。

「もしかしたら、何か誤ご解かいされてアシュリー様と喧けん嘩かでもなさっているんじゃないかと思って……彼と私の名めい誉よのためにも弁べん解かいさせてくださいな」

　彼女はそう言うと、自分の夫が四年前から行方不明であることをエリカに語った。

「いろいろと手をつくしたのですが、夫の行方は未いまだわからず……あらゆる伝つ手てを使ってやっとゲティングズ様へご紹介いただけて。ずっとなんの手がかりもなくて随分と苦しい思いをしておりましたが、ゲティングズ様にお力添ぞえいただくことができて……私にもようやく明るい兆きざしが見えてまいりましたのよ」

　こけた頰に僅かな赤みがさし希望を語るイライサを、エリカは複雑な気持ちで見つめた。

　彼女はアシュリーの魔法を本物と信じている。彼の魔法はインチキだ、そう真実を教えることが正しい行いなのだとも思ったが、彼女の潤うるんだ瞳を見ると怯ひるんでしまう。

　ほんの少し言葉を交わしただけだったが、イライサが夫を強く愛し、その夫の行方を真剣に心配していることはエリカにもちゃんとわかった。

　そんな彼女に真実を突きつけ希望の火を消すことが果たして正しいことなのか、エリカには判断がつかなかった。

　真実を告げて彼女を傷つける役目をしたくない、そんな臆おく病びような気持ちも否ひ定ていできずエリカはどうするべきか考え込んだ。

　──大体、こんなにゲティングズさんのこと信じている人が初対面の娘の言うことを信じるとも限らないし、かと言ってこのまま噓を見過ごすわけにも……。

　エリカが難しい顔をして黙り込む姿を見ると、イライサは困ったように小さく笑ってから話を続けた。

「だから、エリカさんが心配するようなことはありませんのよ。確かにゲティングズ様は社交界でも人気で華はなやかなお方ですからいろいろな噂うわさもありますが、私には愛する夫がおりますし、きっとゲティングズ様も心に決められた方は貴方あなたお一人のはず」

「えぇ、えぇ、……えぇぇぇ～～～っ!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げるエリカにイライサは何を思ったのか優しく微笑んだ。

「大丈夫です、私とゲティングズ様は何もやましいことはございません。何もかも誤解ですから、ゲティングズ様を信じてあげてくださいな」

「ちょっ、ちが、それこそ誤解で──」

「いいんです、いいんです。若いうちはそんなすれ違いよくあります。……浮うわ気きを疑うことが一番辛つらいですもの……だから安心なさって、ね？」

　諭さとすような励ますような優しい声に、エリカは顔を赤くして慌あわてふためく。

「あ、あんなチャラチャラした噓つき男、私とは何にも関係ないです！　あれはあの人が勝手に言ったことで、事実無む根こんで！」

　エリカの釈しやく明めいにイライサは「仕方ないわねぇ」とでもいうように柔やわらかに微笑むだけで、けっきょくエリカの話なんか聞いてもくれなかった。

「私にもありましたよ、そんな時期。……私の夫は、もともと私の家庭教師をしててね。彼の気を引きたくてワザと意地悪な質問したり課題をやらなかったり、本当は大好きなのに素直になれなくて意地ばかり張っていたから、そういう気持ちわかるわ。私も素直になれたのは随分後だから……あの人の生徒だった時はまさか駆かけ落おちして結婚するまで好きになるなんて思いもしなかった」

　昔を懐なつかしむ穏やかな顔にエリカは少し口を閉じ、彼女から漂う柔らかくどこか痛いた々いたしい空気に耳を澄ませる。

「いつも素直に、意地なんか張らず心のままにあの人になんでも話していたら、あの人はもっと私のこと信じてくれたのかしら？　そう思うと今でも苦しくなるの」

　痛みを耐える悲しい響きの声にエリカは目をそっとそらし、イライサの胸の内にある傷をあえて見ないようにした。

　少しの沈黙のあと、イライサは時計を見てゆっくりと立ち上がった。

「あら、もうこんな時間。ごめんなさいね、どうしても誤解を解いておきたくて、今日は無理やり押しかけてしまったの。許してくださいな」

　イライサの帰り支じ度たくにエリカも慌てて立ち上がった。

「あ、あのっ！　……ご主人、早く見つかるように私もお祈りします！　だから、その……奥様も元気出してください！　今日はお気遣いいただき、ありがとうございました」

　エリカは深く頭を下げて礼を言う。イライサはエリカの拙つたない励ましの言葉に嬉しそうに微笑んだ。

「こちらこそ、ありがとう」

　イライサはそう言って優ゆう雅がに礼をとると、最初よりも随分柔らかな表情で帰っていった。

　彼女を見送りながら、エリカは一つのことを考えていた。エリカの良心に従った一番正しい答え、それを実行すべくエリカは西の棟に向かい走りだした。




「とにかく、ナイセル夫人に騙していたことを謝罪して、インチキなんかで誤ご魔ま化かさずちゃんとご主人を探しましょ！　それがナイセル夫人に対する贖しよく罪ざいになると思うの」

　ドアを開けるなりエリカはそう叫んだ。ノックの返事も待たず書しよ斎さいに入ってきたエリカにアシュリーは少し驚いた顔をしてから、眉をきつく顰ひそめる。

「おい、礼れい儀ぎ知らず。君はダドリーに何を習ってきた？　返事もしないうちにドアを開けるな」

　アシュリーの抗こう議ぎにエリカは自分の無礼を恥じたが、昨日からの怒りと逸はやる気持ちの方に軍ぐん配ばいがあがり、彼の抗議に反はん論ろんしてしまう。

「悪人に対してつくす礼なんかないのよ！　それよりも、ナイセル夫人のこと──」

　そこまで言ってから彼の書斎に彼以外の人物がいることに気づいた。執しつ事じのローレンスとランドルフが驚いた顔でエリカを見ている。

　アシュリー以外のギャラリーがいたことにエリカは急に恥ずかしくなり、顔を赤くして今更のようにダドリー司し祭さいから習ってきた淑女らしい礼を取った。

「……失礼いたします、お話ししてもよろしいかしら？」

　急にしおらしく礼をするエリカにアシュリーは思いっきり苦い顔をして睨み、ローレンスは横を向いて吹き出すのを堪え、ランドルフはゲラゲラと声を上げて笑った。

「見てもわかるように来客中だ、君と話している時間なんかない」

　アシュリーが冷たく言い放つとランドルフが笑いながら口を挟はさんだ。

「おいおい、つれないこと言ってやるなよ。お嬢ちゃんがナイセルなんて名前を出したんだ。さっきまでこの屋敷に来てたんだろ？　何か情報摑んだのかもしれないんだ、話くらいは聞いてやれよ」

「小娘が一言二言口きいたくらいで摑める情報なら、とっくに私が摑んでいる。時間の無駄だ」

　顔を顰めたままアシュリーが吐はき捨すてると、エリカは何とか繕つくろった淑女の振る舞いを再び放ほう棄きし反撃する。

「あなた、本当に失礼で腹立つ人ね。私はナイセル夫人からすごい情報教えてもらったんだから！　──なんと、ご主人は奥様の元家庭教師で、二人は恋愛結婚なんですって!!」

「……ほらな、大したことなんて聞き出してないだろ？」

「何言ってんのよ、重要な情報よ！　恋愛結婚ってことは、二人はすごく愛し合っているってこと、だからご主人はきっと帰りたくても帰れない、彼の行方不明は事故とか事件に巻き込まれて本人の意い思しではなかなか帰ってこられないって状態なのよ！　だから病院とかを探せばいいんじゃないかしら」

　エリカが持論を力りき説せつすると、アシュリーは明らかに馬鹿にしきった顔で肩を竦めた。エリカの主しゆ張ちようを聞いていたランドルフも失しつ笑しようしている。

「何がおかしいのよ。口もきけない状況とか記き憶おく喪そう失しつとか、それだったら本人が帰りたくても帰れないじゃない。大きな病院をあたって、そんな患かん者じやさんがいないか聞いて回るの」

　必死に言い募つのるエリカにランドルフが笑いながら解かい説せつした。

「お嬢ちゃん、ナイスアイディア！　と言ってやりたいところだが、そうもいかないわけなんだよ」

　真剣な顔で自分を見つめるエリカに、ランドルフはいつになく柔らかに笑う。

「まずな、そんな状態の患者が運び込まれたら何も言わなくても病院が警察に届けを出しにくる。それにな、病院だってタダじゃない。身元もわからない金の取れない患者を黙だまって四年も囲っておかねぇよ。──となると、やっぱりナイセルの旦那は帰りたくないから自分で逃げてるって考えるのが妥だ当とうだ。帰りたくても帰れない、って線になると監かん禁きんされている、もしくは事故自じ殺さつ他た殺さつなどの死亡って穏やかじゃない方向になっちまうんだな」

　ランドルフの解説を理解していくうちにエリカはどんどん青くなっていく。夫婦の愛を信じれば最悪の結末に、ナイセル氏の無事を祈れば夫人の気持ちが踏みにじられる結果になる。

　青褪めるエリカにランドルフは意地悪く口元を歪め笑った。

「こんなことぐらいでビビっちまうなら、悪いことは言わねぇ、この件には首突っ込まねぇ方がいいぜ、お嬢ちゃん」

　ランドルフの忠告にエリカは悔しそうに唇を嚙んで俯く。

　ご主人が見つかればイライサも喜び、アシュリーの噓の罪つみ滅ほろぼしになる。そんな単純なことを考えていたエリカには行方不明事件の本当の痛みが何もわかっていなかった。

　置いていかれた家族は不明者が無事でも無事じゃなくても、傷つけられる。

「でも……だけど……ナイセル夫人はご主人が帰ってくることを待っていて……」

　言い訳をするようにエリカが口ごもりながらつぶやくと、それまでのランドルフとのやり取りを聞いていたアシュリーがやっと口を開いた。

「ナイセル夫人から夫探しの依頼を受けたのは私だ。私は私なりの方法でナイセル氏を捜索する。素人しろうとの君に指図を受けるいわれはないのだよ。わかるかい、エリカチャン？」

　アシュリーは冷たい目でエリカを見下ろした。

「君が素人くさい思いつきを喚いている間に、我々は我々なりに手をつくしている。……君みたいな何もわかっちゃいない女の子にとやかく言われなくてもね」

　エリカはアシュリーの冷たい視線に怯みながらも反論する。

「だってあなた、パーティーの交霊会の時も『魔法』とかいい加か減げんなこと言って誤魔化していたばかりじゃない！　インチキの魔法で人探しなんかできないのよ」

　エリカの反論にアシュリーは僅かに口元を歪め薄く笑った。

「そんなに言うなら、君も捜索をすればいい。……まぁ、できるというのならな」

　彼の見下した物言いにエリカはカッとなり即答する。

「やるわよ！　聞き込みでもチラシ作りでもして、私もご主人の捜索をするわ！」

　エリカの叫びにアシュリーの口くち端はが上がる。

「だったら、協力してもらおう。私の捜索にたっぷり役立ってもらおうじゃないか」

　嫌いや味みな笑みを浮かべ見下ろすアシュリーを睨みながらエリカは答えた。

「あなたがギャフンって言うくらい手伝ってやるんだからっ!!」
















　大声で答えながらエリカは少し首を傾げる。

　──あ、あれ？　前にもこんなこと、なかったっけ？

　首を傾げるエリカを見て、アシュリーは黙ったまま笑みを深めるだけだった。
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　不思議そうに首を傾げたままエリカが部屋を去っていくと、ランドルフは呆れきった表情でアシュリーを眺めた。

「おい、あのお嬢ちゃんを『使い魔』に仕立てて何やらす気だ？　色いろ仕じ掛かけの要よう員いんにするにはチョイと無理がある。あんなお嬢ちゃんに引っかかるのはかなり特とく殊しゆな趣味の男だけだぞ」

　ランドルフの言葉にアシュリーは笑いながら答えた。

「あんな小娘に引っかかる男がいるならお会いしたいものだ。あれにはもっと別の使い道があるさ。──そんなことより、本題に戻ろう」

　アシュリーはエリカの乱入で中断されていた捜索会議の資料を広げ指示を出していく。

「ランドルフ君、君には引き続き警察内部資料の引き出しと、新たに商人のオズワルド・ハリントンの調査をお願いしたい」

　真ま面じ目めな表情に戻ったランドルフに資料を渡し、アシュリーは説明をしていく。

「実は金に困ってるカッセルズ伯爵と仲のいい、金を持っている独身の男。商人として名をあげたいオズワルドが伯爵に近づいた理由なんて言わずもがな、だろ？」

　アシュリーはランドルフに向かい意地悪く笑ってみせる。

「オズワルドが一番欲しいものは『タイトル』だ。しかしいくら金に困っているとはいえ『養よう子し縁えん組ぐみ』で家か督とくを譲ゆずるなんて、あからさまな方法で爵位を売るわけにもいかない。そこで目をつけたのが一人娘の婿むこって立ち位置さ。婿養子ならそれほど醜しゆう聞ぶんもなく家に入れる。しかし、一人娘にはすでに夫がいる。……地位も金もない、それどころか金かね喰くい虫むしの娘の旦那なんて伯爵からしてみれば邪じや魔ま以外のなんだというんだ」

「──で、失踪で死し別べつ、二度目の婿がオズワルドってわけか。まぁ、それなら誰も損そんはしないわな。スチュアートは手切れ金、娘は甲か斐い性しようのある新しい旦那、伯爵は金づるとオズワルドは美人の嫁と伯爵位。損するのは保険会社だけか」

　ランドルフは執事が淹れ直した紅茶を啜り資料に目を走らせる。アシュリーはそのまま説明を続けた。

「私の方の調べでは、そのオズワルドが伯爵と仲良くなったのは五年前だ。二人が仲良くなったらスチュアートは金を持って消えた。事業では失敗続きの元家庭教師のスチュアートが、逃とう亡ぼうだけは手て際ぎわがいいなんてあるわけない。誰かがお手伝いしてくれてるんだろ」

　ランドルフは目だけをアシュリーに向け、彼の推すい察さつがひどく下げ世せ話わでしかし的まとを射いていることに賞しよう賛さんと共に侮蔑を贈った。

「金があって目め端はしの利きく、手際のいい誰かさんが」

　香り高い紅茶を飲み干し、やや乱らん暴ぼうにカップをソーサーに戻す。

「……なるほどな。了解だ、魔法使いサマ。とりあえず俺の方はそのように動こう。──で、お前の方はどうするんだ？　いつもみたいに女転がして情報集めるのか」

「汚きたない言い方しないでくれ。ご婦人方は何かと情報通だ、その情報を少し分けてもらっているだけだよ。私の方はイライサ・ナイセル夫人と伯爵の周辺を探る。あの二人の動きを張れば何かとわかることが多いだろう」

　不ふ敵てきな笑みを浮かべてアシュリーは指を組み顎あごを乗せる。ライオンが狩かり場ばを睥へい睨げいするように半はん眼がんでランドルフを見る。

「よろしく頼むよ、ランドルフ君。上手くいけば、君に贈ぞう収しゆう賄わい事件解決の手て柄がらをプレゼントできるかもしれないよ」

　寛かん大だいなご主人様の言葉に使い魔は皮ひ肉にくに笑った。

「何でもいいさ。俺は餌えさを選えり好ごのみしないからな」

　彼は資料を摑んで立ち上がると、挨拶もせずにそのまま部屋を出て行った。




　ランドルフが出て行ったことで書斎にはアシュリーとローレンスの二人だけになる。奇妙な沈黙が暫しばしの間流れ、それに耐えきれず口を開いたのはアシュリーの方だった。

「言いたいことがあるならはっきり言えよ」

　堪たまらず吐き出したアシュリーにローレンスは意味深に緩ゆるく笑い、優雅な所しよ作さで茶を淹れかえた。

「……よかったですね。それと、よろしいのですか？」

　主語のないあえて意図をぼかした言い方にアシュリーは機嫌を損そこねる。

「だから、『何が』だよ」

「エリカ様のこと以外に『何が』ありますか？　……あんなに傷つけたのにエリカ様が泣かずに怒ってくれて『よかったですね』。こんなに早くエリカ様をゲーティアの仕事に巻き込んでしまって『よろしいのですか』と申し上げたのです」

　ローレンスは静かで平へい坦たんな声で言いながら、主人には目もくれずランドルフのカップを片付けていく。アシュリーは気まずくそれを眺め、彼が顔を上げる前に目をそらした。

「どのみち、あの生なま意い気きな小娘がゲーティアの礎いしずえになるのは決定事じ項こうだ、早いも遅いもあるかよ。このままダラダラとただ飯を食わせているわけにもいかないさ。……それに、あの娘が泣こうが怒ろうが俺はどっちだって構わん、従じゆう順じゆんにしてくれるのが一番なんだ！」

　ムキになって口を尖とがらせるアシュリーにローレンスは呆れたように溜息を零こぼし、ワゴンを下げる準備をする。

「アッシュ、貴方、他人のことは敏さといのに自分のことはてんで駄だ目めですね。もう少し大人にならないと、本当に嫌われてしまいますよ」

　ローレンスは美しい顔に嘲ちよう笑しようを浮かべ主人にダメ出しをし、不機嫌この上ないアシュリーを置き去りにしてさっさと部屋を辞去していった。

　アシュリーは書類を睨んだまま、激高したエリカの赤い頰を思い出していた。

「……ダドリーの知力をもってしても、あのはねっかえりを淑女らしくは躾しつけられなかったらしいな」

　嫌味につぶやいたつもりだったが、ひどく柔らかな声になってしまったことにアシュリー自身は気づかなかった。


おわり
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　初めまして、こんにちは。群むら竹たけくれはと申します。

　このたびは本書「うたう魔ま術じゆつ師しの自由学術リベラル・アーツ　彼女が廻まわした運命の輪」を手にとってくださり誠まことにありがとうございます。

　まず、ご指し導どうだけでなく大変良くしてくださった担当様、血けつ圧あつがおかしくなるほど美び麗れいなイラストを描いてくださった椎しい名な咲さ月つき先生、編集部の皆様はじめ、この本に携たずさわってくださった多くの皆みな様さま、これまでウェブで応おう援えんしてくださった方々、本当にありがとうございます。

　特に担当様、かなりギリギリまで登場人物の名前が決まらずにずっと仮か名めい、それどころかタイトルも決まらずに仮タイトルのままで打ち合わせという、何もかもが仮ばかりの進行にお付き合いいただき申し訳ありませんでした。足を向けて寝られないとはこのことだ！　と深い反はん省せいと感かん謝しやをしております。




　あとがきから先に読む派の方はごめんなさい。ここからネタバレになります。

　このお話はファンタジーのようなそうでないような、謂いわば「境きよう界かい型がたファンタジー」となっており、タイトルでは魔術師を名乗っておりますがほぼ魔術は使いません。

　アシュリーさんは心理学の技を駆く使しして人心掌しよう握あくをしておりますので参さん考こうまでに一例を。

　物語序じよ盤ばん、エリカを王都に誘さそい出すために使った技をご紹介します。

　相手の横に並んで話すと警けい戒かい心しんが薄れて親しん近きん感かんが増していくという「パーソナルスペース」の理論があります。特に女性はその傾けい向こうが強く、物理的距きよ離りが近づくと好意がわきやすいです。あくまで「横」です。「正面」では対抗心になりがちです。

　そして、人は何度も同意しているとすぐには反論しにくくなるという「一いつ貫かん性せいの法則」を利用した「イエスセット話法」。こちらは何度も「イエス」と言うと安心感が生まれ、「ノー」と言いづらくなるのです。

　このような小こ手て先さきの技でヒロインに近づくと言う、ある意味清すが々すがしいほど卑ひ怯きようなヒーローのお話となっております。次回も口先だけでのらりくらりと活かつ躍やくしますので、よろしくお願いします。




　それでは、次巻でもまた皆様にお会いできることを、願っております。
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